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『やアやあやあ・ご機き嫌げん・いカがかな？・癒いやし系デ・おナじみ・【王降ろしの国】の・マスコット・ノイタン・だよ』

『え？・ノイタン様・とモ・あろウ人が・どうしたのカだって？・えエとね・ニワトリ並みノ・記憶力・しカない・不ふ憫びんナ・君たチのために・【王降ろしの国】の・説明をシて・あゲようと・思ったんだ・ノイタンは・阿あ呆ほうって単語の語源と勘違いさレても・おかシくない・君タち愚ぐ民みんにも・優しいンだよ・マスコット・だかラね』

『さテ・早速始めルよ』

『率直に・説明するト・【王降ろしの国】は・殺シ合い・騙だまし合いの・ゲームなンだ』

『プレイヤー六人は・それゾれ・【役職】に就ついて・そレぞれの・勝利を・目指スんだ・今から・【役職】ト・勝利条件を・表示すルよ』






☆【王】







勝利条件──【王子】、【革命家】の死亡










☆【王子】







勝利条件──【王】、【影武者】、【革命家】の死亡










☆【影武者】







勝利条件──【王子】、【革命家】の死亡










☆【魔法使い】







勝利条件──生き延びること










☆【騎士】







勝利条件──【王】、【王子】の死亡










☆【革命家】







勝利条件──【王】、【王子】、【影武者】の死亡








『全員の・勝利条件が満たサれたら・そノ時点で・ゲームは終ワるよ・逆に言えば・自分の勝利条件だケを・満たシても・ゲームが・終わるわけジゃないんだ・例エば・【王】だっタとき・【王子】と【革命家】が死んデも・まだその命をツけ狙ねらう【騎士】がいたら・ゲームは・終わらナいんだ』

『だかラ・誰かガ・誰かを殺さなイと・始まラない』

『え？・殺害方法？・ナイフが支給されテるから・勝手に殺し合えばいイじゃないか』

『は？・そんなことできない？・バカじゃねえの自殺しろよお前ら人間は食を目的にするわけでもないのに欲望のまま殺し合える素敵生物だろうが』

『倫理観？　ああ環境が違うだけで変わる曖あい昧まいなあれか。そのせいで人殺しができない？　憎らしいがそれはあるな。安心しろよそんなチキンなお前らでもちゃんと殺し合えるよう【王降ろしの国】は準備してるよ。ボタン一つで殺人を実行できる親切なシステムをな』

『…………』

『ん？・怒っテ・なイよ？・エえと・ボタン一つで・殺人を実行でキる・能力も含メた・ソれぞれの・【役職】ガ・持つ能力を・説明すルね』





　【王】の能力

　・【謀ぼう殺さつ】





殺したい相手を選択し、【魔法使い】ないしは【騎士】に実行を依頼できる。選ばないこともできる。






　・【入れ替わり】





一日のみ【影武者】と入れ替われ、【暗殺】対象から逃れることができる。入れ替わった日に対象にされていた場合、【王】の代わりに【影武者】が死亡する。









　【王子】の能力

　・【王位継承】





【王】、【影武者】が死亡した場合、【謀殺】ができるようになる。






　・【対魔術】





【魔法】による攻撃では殺されない。









　【影武者】の能力

　・【引き継ぎ】





【王】が死亡した場合、または【入れ替わり】が実行された場合、【謀殺】ができるようになる。









　【魔法使い】の能力

　・【魔法】





【謀殺】により選ばれたキャラクターを、実際に殺すか決定することができる。実行されたキャラクターは焼死体になる。









　【騎士】の能力

　・【斬ざん殺さつ】





【謀ぼう殺さつ】により選ばれたキャラクターを、実際に殺すか決定することができる。【魔法使い】が死亡した場合のみ、実行可能。実行されたキャラクターは、首をはねられ死亡する。









　【革命家】の能力

　・【暗殺】





指定したキャラクターを【暗殺】することができる。選ばないことも可能。実行されたキャラクターは、絞こう殺さつ死体となる。








『基本的に・強い能力を持ツ・【役職】ほド・リスクが高くなってイるよ・だから一概に・どノ【役職】が有利・トは・言えなイね』

『そレから・意外と重要ナ・ゲーム内での・タイムスケジュールも・説明スるね』






　　～12　〈Ａ〉







・休きゆう憩けい、自室で待機。







　12～14　〈Ｂ〉







・大部屋に集合。







　14～18　〈Ｃ〉






・選択したキャラクターの部屋で、30分間過ごす（【密談】）

・【王】は【謀殺】する相手を選ぶことができる。

・【魔法使い】は【魔法】（【騎士】は【斬殺】）を執行できる。

（【魔法】【斬殺】対象になったキャラクターは17時55分に死亡する）





　18～20　〈Ｄ〉







・大部屋に集合。







　20～22　〈Ｅ〉






・自室で食事。

（この時点で食糧がないとミイラ化し、死亡）

・【革命家】が【暗殺】をできる。

（【暗殺】対象になったキャラクターは、選ばれた直後に死亡）





　22～　　〈Ｆ〉







・休憩、就寝








『こレを見て・色ンな事を・すル・タイミングを・見極めテね』

『アあ・そウだ・あトこれを・言ってオかないと』

『実ハ・【王降ろしの国】は・一人ひとりずツ順番に・プレイするゲームなンだ・自分がプレイヤー時の・他プレイヤーはＮＰＣで・殺しテも・現実のその人たチが・死ぬわけジゃないよ・やっタね・安心しテ殺せるね・楽しンでゲームが・できルね』

『え？・ＮＰＣだカらって・ゲームが・楽しめるわけナいって？』

『どうせ死んでもヤフーニュースにさえ載らないような特筆することもない人生しか歩めない才覚のない屑くずのくせに何を言ってるんだ？　欲望のままに動いて刹せつ那なの楽しみに身を任せろよ。家畜の豚と見分けるのが困難なお前にはそれがお似合いだ』

『…………』

『なんチゃって☆・驚いタ？・ノイタンは・みンなのマスコットだから・そんなコと・思ってなイよ☆』

『そレじゃあ・【王降ろしの国】ヲ・楽しんできテね！』








　夢の中でしか思い出せない光景の中にいた。

「正直言えば、私の望まない展開になっているよ」

　すっかり見慣れたはずの向かい合っている相手が、それでもどんな顔をしているかはいまだに分からない。

「皮肉にも、君にとって敵であるはずの大おお嶺みね醍だい哉やくんによって、その展開は引き起こされている。いや……敵だからこそと言った方が正しいかもしれないね」

　だけど、そんなことを言いながらも、彼（彼女？）は余裕を携たずさえた笑えみを浮かべている。相変わらず気味が悪い。

「なぜなら君と私の目的は似ている」

　目的？

　その単語にすごく引っかかる。だって、僕はこの人に目的があるようには見えなかった。ただ僕らを弄もてあそんでいるだけのように思えた。

　それに似ているだなんて信じない。むしろ逆だったはずだ。今までだって、僕が日常を保ちたいのに、それを壊そうとしていたんじゃないのか？

「だとしたら、君の身体からだが乗っ取られたときに、私が〝箱〟を壊すのに協力をすると思うかい？」

　それは僕を観察したいだけじゃないのか？

「ふふ……それをするのは私の道楽であって目的ではないよ。いや、道楽することそのものが目的であるとも言えるけどね」

　意味が分からない。

「そうは言うが、それは君と同じではないかな？　君だって日常を保ちたいだなんて漠然としたことを言っている。それが分かりやすい目的なのかな？」

　それには僕も思わず口をつぐんだ。

「分かりにくいが故ゆえに、その目的は維持しにくい。だからそこを突いた醍哉くんはさすがだと思うよ。でも、それでも私は、君の本質はまだ変わらないと思っているよ」

　僕は、相変わらず煙けむに巻くような言い方をする彼に、苛いら立だちを感じながらその理由を尋ねた。

「もし、そんな簡単な人間ならば、私はこうやって君を見み出いだせない」

　微ほほ笑えみを浮かべたまま続ける。

「醍哉くんはこう君に言ったようだね。『君は他人の願いを踏ふみにじる存在』だと。それは実に正しいと思うよ。まったく彼の的確さはなかなかに興味深い。でも、それは一面的な捉とらえ方だ。十分な答えとは言えないね。君は他人の願いを踏みにじる存在であり──」

　彼はしたり顔で言い放つ。

「あるいは、誰かの願いを叶かなえる存在だ」










　シンナーのような刺激臭がする。

　幻覚症状を呼び起こす、人を壊す、有害な香りだ。だけど依存したくなる香りだ。

　ここは、自分のために作られたサウナのように、居い心ごこ地ちがいいのとは違う、しかし快適な黒い空間。

　軽々しく命を消費できる、空間。

　目の前で、命が消費されていく。通帳に記載されている残高が、みるみるうちに０に近づいていくみたいに分かりやすく見える形で。

　ああ[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]快感だ。

　だって消費することは快楽だ。買い物依存症の人間は、物が欲しいわけではなく、金を消費することに安心し、心を癒いやしている。それが結果的に自分を追いつめることを知っていても、消費の快楽から抜け出せない。

　この〝箱〟も同じだ。

　逆説的だが、自分の命を危険に晒さらすことで、消費することで、俺は快楽と安心感を得ている。

　それは、愚おろかなこと？

　きっとそうだろう。だけどどうでもいい。どんな人生を歩もうとも、どうせ最終的に老人ホームにぶち込まれて、介護士に舌打ちされながら尻しりに付いた糞くそを拭ふかれるような末路が待っている。そんな結果しかないのなら、何かを為すために努力という名の苦痛を浴び続ける人生なんかより、快楽を求め続ける人生の方がまだマシってもんだ。そうだろう？

　そんな思考さえどうでもいいと思いながら、俺はこの〝箱〟を与えてくれた、あの人外のことを思い出す。




「願い事はあるかい？」




　そいつがどこか異常であることはすぐに分かった。男だか女だかもよく思い出せない。まあ、そんなこともどうでもよかった。だがその異常性は、退屈している俺の好奇心を刺激するには十分だった。

　質問には『願い事なんて思い付かないけど、この世界はどうしようもなく退屈だ』とか、そんな風に答えたはずだ。その言葉にそいつは、何を考えているのか分からない笑えみを浮かべて〝箱〟を差し出した。

　それが本当に〝願い〟を叶かなえる物だということは、すぐに分かった。

　とっさに〝箱〟が欲しいか欲しくないか考えたが、よく分からなかった。ただまあ、別にもらえるもんはもらっておくかぐらいの気持ちで、俺は受け取った。予備校の宣伝が載ってるティッシュを受け取るぐらいの気持ちで。

　くどくどとよく分からないそいつの説明を適当に受け流しながら、立ち読みした今週のファミ通に載っていた新作ゲームがおもしろそうだったから予約でもしようかななんて、何の気なしに考えていた。

　で、もっとおもしろそうなゲームのことを想像した。

　だから、それでいいや、と思った。

　そしてこの、ただ【王降ろしの国】というゲームをするためだけの、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟が生まれた。発売前のゲームの代わりに。

　さてさてさて。

「僕は、醍哉に勝つよ」

　そんなことを星ほし野の一かず輝きが言い放っていた。

　思わず失笑してしまった。

「絶対に無理だ」

　俺は確信している。星野一輝は絶対に自分の目的を果たす事なんてできない。
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　▼一日目〈Ａ〉【星野一輝】の部屋

　──ブチリ。

　潰つぶす。透明な手が僕の身体からだを貫いて、臓器を潰す。潰して潰してミンチにして、細かくして、無理矢理このゲームの中に入り込ませるように作り替えられる。まるで洗濯機の中に衣類と一いつ緒しよに放り込まれたように、ぐるぐると全身が酩めい酊ていしている。

　生理的嫌けん悪お感に耐えながら、自分も透明な手と同じように色を失っていく。何もかもなくなってしまったみたいにすっかり軽くなった僕は、いつの間にかつぶってしまっていた目をゆっくりと開ける。

　目に入るのは、コンクリート打ちっ放しの天井と裸電球。

　鼓動が高鳴る。

　僕はまた、牢ろう獄ごくのようなこの部屋にやってきたのだ。

　……いや違うのか。本当の意味で僕がこの部屋にやってきたのは初めてなのだ。僕はこれから、本当に一つも間違うことのできない戦いをする。

　さっきのやり取りの中でした、醍だい哉やとの約束を思い出す。




『八日間、誰かが誰かを殺されなければ、生き延びることができる』

『そして──もしそのエンディングを迎えられたなら、俺がこの〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を潰してやる。それがお前の言うフェアなんだろう？』




　僕の目的は〝箱〟を潰し、マリアを助けて、現実世界に戻ることだ。

〝拒絶する教室〟や〝泥の中の一週間〟では、〝所有者〟を見つけ出し、説得し、〝箱〟を出してもらうことで解決した。でも今回はそうはいかない。〝怠惰なる遊戯〟の〝所有者〟である醍哉は、説得に応じる人じゃない。

　だから説得ではなく、勝負に持ち込むしかない。

　僕がやるべきことは、誰も殺し合わないように全員を導くこと。誰も死なないエンディングを迎えること。

　辺りを見渡す。そこにあるものは記憶と同じもの。狭せまい部屋に剝むき出しになったトイレと洗面台。20インチほどのモニター。テーブルに、そしてその上に麻袋。

　中身も同じだ。ボールペン、メモ帳、水色の腕時計、固形の食糧七つ、携帯端末、そしてナイフ。

　けれど──

『はじ・めマして』

　気持ちの悪い緑のクマ──ノイタンは、そう挨あい拶さつした。

　──はじめまして、か。

　違和感はあるが、その挨あい拶さつは正しい。僕はノイタンに何度も会っている気がしているが、実際はこれが初対面なのだ。今までノイタンに会っていたのは、僕のコピーであるＮＰＣだ。僕はその体験を、【追体験】でしただけにすぎない。

『グフフ・はじ・めマして・カズキくん・さてさテさて・早速だケど・プレイヤーには・【役職】選択を・してもラうよ』

「……？【役職】を選べるの？」

『うン・【王降ろしの国】は・プレイヤーが・ＮＰＣよリ・有利になルよう・作られて・いるかラね・他ノ・キャラが・ＮＰＣ・でアるが故ゆえの・心理的優位性・も・そうダし・ＮＰＣの・データが・見らレる・【追体験】も・そうダ』

「【役職】選択もその一つ……」

『そノ通り』

　ノイタンのグラフィックが一旦消え、画面に【役職】が表示される。

【王】

【王子】

【影武者】

【魔法使い】

【騎士】

【革命家】

「……ん？」

　僕は、なぜか【王】、【魔法使い】、【革命家】のボタンが黒ずんでいることに気付く。

『黒くナって・いルのは・選択でキない・【役職】ダよ・すデに・他プレイヤーが・選択しタ【役職】は・選べなイ・ように・なっテいるんだ』

　疑問に答えるように、ノイタンが説明する。

　すでに選択された【役職】か。【革命家】は醍だい哉や、【王】は悠ゆう里りさん、【魔法使い】は……知る機会はなかったけれど色いろ葉はさんが選んだのだろう。

「でも、どうしてそんなルールが？」

『そウしないと・前半に・順番が回っテきた・プレイヤーが・不利すぎル・からダよ・【追体験】で・得らレる知識が・少ないカらね・代わリに・【役職】・の・自由ハ・大きくシて・平等に・してルわけさ』

　なるほど。……まあ、それでも一番初めのプレイヤーは不利だと思えるけど……。

　とにかく僕が選べるのは、【王子】、【影武者】、【騎士】だということだ。……残ったものというだけあって、場の流れを操作するのにあまり向かない【役職】に思える。

「あ」

　あることに気付く。

　僕はこの三つの【役職】しか選べない。それは逆に言えば、【王】、【魔法使い】、【革命家】という他の人に回ると危険な【役職】が、必ず僕以外に振り分けられてしまうということだ。

　悠ゆう里りさんがプレイヤーだった、二回目のゲームを思い出す。あのときは僕が【革命家】だった。それでも惨さん劇げきは起きたけれど……もしあのとき、例えば【革命家】が神かみ内うち昂こう大だいだったらどうなっただろう？

　きっと、もっとどうしようもない惨さん状じようになっただろう。マリアを助けることさえできなかっただろう。

　もし今回、【革命家】が醍だい哉やや神内昂大に回ってしまったら──

「────う」

　身震いする。そんな状況になったら、何も起こらず平穏に解決できるなんて考えられない。

　……いや、弱気になるな。それでも僕は、全員が死ぬことなく八日目の〈Ｅ〉の時間を迎えるよう、導かなくてはならないんだから。

『早ク・選んでヨ』

　ノイタンの声に急せかされ、僕はモニターへと意識を戻す。

【王子】、【影武者】、【騎士】、この中で最も死者を出さずに導ける【役職】はどれだ？　やはり鍵かぎは【革命家】を抑えることだ。そうなると──

　僕はあるボタンを押すために手を伸ばす。

『そレで・いイの？』

　急かしていたくせに、ノイタンはそんなことを言ってくる。

「…………いいよ」

　うまく言いくるめれば勝利条件の近い【革命家】を仲間にできる【役職】。そして抑よく止し力も持つ【役職】。それは──

　僕は、【騎士】のボタンを押す。

　すぐに画面が切り替わり、ノイタンのグラフィックが現れる。

『はい・コの瞬しゆん間かん・カズキくんハ・【騎士】に・なリました・設定通り・他プレイヤーへの・復ふく讐しゆう心ヲ・押し隠シて・裏切っテ・ソの剣で・首をはネるといいよ』

「……なんだよ復讐心って」

　呟つぶやくと、緑のクマの口が裂けるほどに大きく開き、つり上がる。

『だって恨うらんでいるでしょ？・自分を騙だまして無む惨ざんに殺した奴やつらをさあ・だってあいつら自分が生き延びるためにカズキくんを殺そうとしたんだよ・ククク』

　たどたどしかった口調が変わり、流りゆう暢ちようにそんな悪意ある発言をする。そうだった。この醜みにくい緑のクマは、こういう内容ならスムーズに話すのだった。

「……見当違いもいいところだよ。恨んでなんかいない」

『偽善者ぶるのもいい加減にしろよこのカスが。テメエは自分が殺されそうになったときにヘラヘラ笑って許すのかドＭの変態が。どうして自分が殺されなくちゃならないんだ死ぬのはこいつらであるべきだってどうせ思ってるんだろう？　そりゃそうだ他の奴やつらは現にそう思ってテメエを殺してきたんだからな』

「そんなこと思うわけ──」

　でも、そこで言葉に詰まってしまう。

　もちろん恨うらんでなんていない。復ふく讐しゆうしようともしていない。そんな気持ち、これっぽっちもない。

　だけど──確かにコピーとはいえ、僕と同じ『僕』を、悠ゆう里りさんたちは殺した。

　僕の目的は命がけじゃないと達成できない。だから僕は命を賭としてみんなを護まもる覚悟でいる。みんなの盾になって、矢や面おもてに立たなきゃいけないこともあるかもしれない。

　──僕を何度も殺したみんなを護るために。

　何の迷いもなく、気持ちよく、僕はそれを実行できるか？　そう尋ねられたら……やっぱり自信がない。じゃあ、そのわずかに引っかかる気持ちが、目的を達成する障害になることはないだろうか？

　首を振る。

　やめよう。こんなことを考えることに意味はない。

　ただ僕は、誰も疑ぎ心しん暗あん鬼きにならず、お互いを信じ合える状況を作り上げればいい。そうすれば、誰も殺したりしない。

「────いや」

　違うかもしれない。……違う。

　それじゃあ、足りない。

　信頼関係が必要なことに間違いはない。でも、それだけじゃあ到底足りない。それだけじゃ、気まぐれな神かみ内うち昂こう大だいは自由に動くし、死にたくない悠里さんは裏切るし、意志の強い色いろ葉はさんは自分が正しいと思うことを貫き通すし、醍だい哉やはそもそも従わない。

　じゃあ、どうする？

『だから全員無む惨ざんに自分の欲望のままに殺してしまえばいいんだよむっつり鬼き畜ちく野郎』

「黙だまっててよ！」

『手を取り合えるとでも思ってんのか殺人鬼が混じってることも知ってるんだろうが。無む駄だなんだよお前が他の奴らを下僕のごとく支配するしかないんだよ』

「……うるさい。何が下僕だ！　支配するだなんて──」

　……いや、そうなのか？　そうするしかないのか？

　殺し合いをすることでしか解決しないという意味じゃない。相手を信用するだけで何もせず、野放しにしてしまったら、解決しないという意味だ。

　そう、つまり、勝利するためには──

　──全員を僕の支配下に置くしかない。

「…………はは」

　何だよそれ？　このゲームを打ち破るには、それこそ【王降ろしの国】という名称が示すように、誰かが『王』のごとく他の全員を支配し、君臨し続ければいいって？




　僕が『王』になれば、このゲームに勝利できるって？




　僕がそんな柄か？　現実的じゃない。そんなことできるはずがない。

　だけど、同時に僕は分かっている。

　誰も殺し合わない状況を作るには、それ以外の手段はない。

　だったら──

『私は、この【王降ろしの国】の中では、ただの無力な女だ』

『──それでも、命を投げ出してでも、お前を護まもりたい』

　──やるしかない。この〝箱〟の中では、無力なお姫様でしかない、マリアを護るためにはやるしかない。

『ほラ・そロそろ・カズキくんヲ・殺シた・みんナと・挨あい拶さつする・時間・だヨ』

　言ってノイタンは消え、扉が開く。

　そこには欲望を剝むき出しにしたような闇やみが広がっている。僕が立ち向かうべき悪意が広がっている。

　拳こぶしを握りしめる。

　ああ……分かったよ。

「僕が──」

『王』になってやる。




　▼一日目〈Ｂ〉大部屋

　できたての病院のような白い部屋には、もう六人が揃そろっていた。

　色いろ葉はさんの例のナイフでの脅おどしは、醍だい哉やが二回目のゲームと同じく止めたらしく、僕の喉のどにナイフが突き付けられることはなかった。

　そのおかげもあって場は必要以上に荒れずにすみ、二回目のゲームと比較的近い様子で進んだ。やはりその時と同様に、神かみ内うち昂こう大だいの提案で自己紹介をすることになった。

　自己紹介を聞きながら、僕はそれぞれをどうすれば支配下にできるのか考える。

「あたしは新しん藤どう色葉。趣味は──」

　生徒会長の色いろ葉はさん。時計はオレンジ。超優秀。本人曰いわく、非凡な集中力が彼女の超人性を支えているとのこと。直情的な性格で、噓うそを吐つくことはほとんどない。上に立っている人間の特徴なのか、自分も含めて心の機微には鈍感なところがある。腹を括くくってしまうと、自分の感情を完璧に殺して、殺人さえもしてしまう。

　悠ゆう里りさんを好きだが、それは恋愛のもつれで生まれた自分の負の感情を、うまく処理するために合理化した感情にも見える。

　つまり悠里さんとの関係性の中には、爆弾がある。

　信頼さえ得られれば、まず裏切らないと思われる。場を支配する力もあり、仲間になれば頼もしい味方になってくれる。

「わ、私は柳やなぎ悠里です」

　３年１組で首席の悠里さん。時計はベージュ。色葉さんと対照的に他人の感情に敏感で、自分への印象を操作することさえある。また、生き延びるためには、自分へ寄せられた好意さえ利用するしたたかさがある。表に出ている感情がフェイクであることもあり、読み取るのは困難。

　でも基本は臆病で、善良。罪を犯さなくてもいい状況なら、絶対にしない。

　色葉さんに対しては、ただの仲の良い友達とは思っていない節がある。

　つまり色葉さんとの関係性の中には、爆弾がある。

　信頼よりも、僕らと協力することでの利点を確実に示し、安心させることが重要。

「俺は神かみ内うち昂こう大だいっす。よろしく」

　一年の神内昂大。時計は緑。人殺しにも躊躇ためらいを覚えない危険人物で、この状況を楽しんでさえいる。行動基準は自分が『おもしろい』かどうかであり、自分の命にさえ無む頓とん着ちやくで、故ゆえに行動が読みにくい。なぜか暴力に慣れている。取っ組み合いになった場合、一対一ではマリアや醍だい哉やでさえも敵かないそうもない。

　悠里さんに好意を抱いだいているが、彼女を思いやる気持ちがあるわけではない。

　信頼されることに意味はないし、僕も決して彼を信頼しない。唯一、間違いようのない敵。攻略するには、彼に殺人ができなくなる状況を作るしかないだろう。

「大おお嶺みね醍哉だ」

　時計は黒。

〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の〝所有者〟だが、【王降ろしの国】でのスタンスはいまいち不明。

　攻略方法なんて分かるはずない。

「一年の音おと無なし麻ま理り亜あだ」

　時計は赤。姫。

「──と、あ！」

　ガクンと膝ひざが折れた。あまりに集中して考えていたせいで、マリアまでの自己紹介が終わって、無意識に安あん堵としたのだろう。

「……何をやってるんだ一かず輝き。天然キャラアピールか」

　マリアがジト目で僕を見て、それに悠ゆう里りさんがくすりと笑う。

　それにしても──仕方ないとはいえ、ゲームを攻略するかのように他人のことを分析するのは、あまり褒ほめられた行為じゃない気がする。……まあ実際問題、ここにいるみんなは僕以外ＮＰＣなんだけど……。

　でも、やっぱりそれは関係ない。今まで三回のゲームの記憶がなくても、ここでの生死が現実のみんなに影響がなくても、ＮＰＣのみんなは現実のみんなと何ら変わる部分はないんだ。

「お前の番だ」

　突然マリアがそんなことを言う。

「え？　何が？」

「何がじゃない。お前が自己紹介する番だと言っている」

「あ、そうか」

　自然と僕へと視線が集まる。

　口を開こうとして──躊躇ためらう。

　……そうだ。安易に自己紹介するわけにはいかない。もしここで、他のみんなに合わせて何も知らないふりをしたら、後々なぜ初めに隠し事をしたのかと疑ぎ心しんを生み出すことになる。

　かといって、知っていることを現時点で安易に洗いざらい告白するのも危険だ。下へ手たなことを言えば、僕は不審者扱いされるだろう。

「……一輝、黙だまり込んでどうした？」

「あ、いや──」

　でも、ノイタンがルール説明する前が、最も疑われずに〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟について話せる機会だ。何も明かさないわけにはいかない。

　重要なのは、提示するべき情報の取捨選択。

　僕は腹を決めて口を開く。

「二年の星ほし野の一輝です。醍だい哉やのクラスメイトで、マリアとは彼女の入学前からいろいろあって知り合いになりました。それから──」

　一度、唾つばを吞のみ込んで、言う。

「──僕は【騎士】だ」

　みんなの表情に、クエスチョンマークが浮かぶ。

「……星野くん。その『キシ』っていうのは、『ナイト』の意味の『騎士』？」

　色いろ葉はさんが尋ねる。

「そうだね」

「ああ、びっくりした。一いつ瞬しゆん将しよう棋ぎか囲い碁ごのプロ棋き士しなのかと思った。で、『騎士』ってのは何かの暗あん喩ゆ？　それとも──」

　そのセリフは遮さえぎられる。

『やアやあやあ・何カ・暴露ヲ・しちゃっテいる人が・いルようだし・さっサと・コの・【王降ろしの国】に・ついテ・話スよ』







『それジゃあ・全員の・健闘ヲ・祈ルよ・全員・ミイラ化・なんテ・そんなつマらない・終わり方だケは・ヤめてね』

【王降ろしの国】のルールを話し終えたノイタンが消える。

「星ほし野のくん、それじゃあ説明してもらおうか」

　ノイタンが説明している間も、怪け訝げんな目を頻ひん繁ぱんに僕へと向けていた色いろ葉はさんが尋ねた。

「どうしてあの時点で、一人ひとりだけ【王降ろしの国】のことを知っていたのか。しかもこの時点でもまだ、誰も知らないはずの自分の【役職】を、なぜ一人だけ知っているのか」

　そう、【役職】をカミングアウトすることは、そういうことになる。僕はこの時点で、他のみんなが知り得るはずがない情報を持った曲くせ者ものだ。

　毎回のゲームで、色葉さんがナイフで脅きよう迫はくしてまで捜さがそうとした、曲者だ。

「…………でも」

　色葉さんの問いかけに口を開いたのは、僕ではなく悠ゆう里りさん。

「そうやって【役職】を明かしたことは、決して自分に有利に働くことじゃないですよね？　だってそのまま黙だまって、私たちを騙だましていた方が、ゲームに勝つためにはいいに決まってますから……」

「まあ、そうだと思うけど？」

「だから星野さんは、このゲームを仕掛けた黒幕の思惑通りに事を運ばせないために、敢あえて不利なことをしたのかな、って思うんです」

　よかった。わざわざ【騎士】だとカミングアウトした僕の意図を分かってもらえてた。

「……敢えて不利なことをした。……うん。そうかもね」

　色葉さんは納得したのか、若じやつ干かん厳しい表情を軟化させる。

「問題は、どうしてそんなことをしたか？　だね」

　色葉さんはそう言って鋭い視線を向ける。

　その視線に対して神しん妙みように頷うなずいて、口を開く。

「信じて欲しいことがあるんだ」

　それは、もう一つの勝利条件。

『八日間、誰かが誰かを殺されなければ、生き延びることができる』

　あの醍だい哉やの言葉だ。

「勝利条件を満たさなくても、【王降ろしの国】から抜け出せる手段がある」

　その言葉に、みんなが固かた唾ずを吞のむのが分かった。

「全員がミイラ化なんて、そんなエンディングは用意されていないんだ。つまり、八日目の〈Ｅ〉の時間まで、全員が生存していれば強制的にゲームは終わる」

　それは、僕が果たすべきことであり、そして同時にみんなにとって望ましい解決策だ。

　みんなだって、【王降ろしの国】で殺し合うことを望んでいるわけじゃない。生き延びるため、あるいは他のみんなを護まもるために、殺人を選ばざるを得ないだけだ。悠ゆう里りさんや色いろ葉はさんがプレイヤーであるときに殺人をしてしまったのだって、それしか解決策がなかったと判断したからだ。

　殺し合うこと以外の解決策を提示することは、一番の殺人抑よく止し策になる。だから、これだけは絶対に言わなければいけなかった。

「そういえば……ノイタンさんも言ってましたよね？　ミイラ化なんてつまらないことはやめて欲しいって。それってつまり言葉の裏を返せば……そういうことになる、のかも」

　悠里さんがそんなことを呟つぶやいた。信じられる材料を探してくれているのは、この情報を好意的に受け取ってもらえているからだ。

　都合のいい情報が受け入れられやすいのは当たり前のこと。こうやって少しずつ真実を話して、最終的に〝箱〟の詳しよう細さいや、〝所有者〟が醍だい哉やであることを話せばいい。

　うん、いい感じだ。

　みんな同じ目的に向かって、動くことができれば、殺人なんて起こるわけないんだ。

　そう──




「いまいち納得いかないすね」




　──それが都合の悪い人間さえいなければ。

【王降ろしの国】というゲームを楽しみたいが故ゆえに、殺し合いがなくなってしまうのが困る神かみ内うち昂こう大だいが、ここにはいる。

「何か言いたいことでもあるの？」

　色葉さんが聞くと、神内昂大は軽薄な表情で、頭を搔かきながら答える。

「いや、確かに星ほし野のセンパイが、【王降ろしの国】に関わっていることは間違いないと思うんすよ。でもだからって、そのセンパイが勝手に言ってるだけの解決策を信じちゃっていいんすかね？」

　悠里さんの顔立ちに不安の色が濃くなっていくのが、目に見えて分かった。

「本当はそんな解決策なんて噓うそかもしれないじゃないすか。星野センパイにとって、そう信じさせると都合がいいから、そう言ってるだけかもしれないっすよね？」

「それは…………違うよ」

「口で言うのは簡単ですけど、その根拠は？」

　口ごもる。どう説明すればいい？　どこまで説明すれば納得してくれる？　真実を話して信じてもらえるかも分からないのに。

「何で説明できないんすか？　善意で俺たちを導こうとしてくれてるなら、包み隠さず話せるはずなんじゃないすか？」

　反論できない僕に、彼はさらにつけ込んでくる。

「説明できない。……なるほど、いい説明が見つかりましたよ」

「……え？」

「スパイ。星ほし野のセンパイが、俺たちをより混乱させるためのスパイだったとしたら、すべてに説明がつきます」

　その単語は、強力だった。

　僕の言葉の意図を裏返しにして、不信感を抱いだかせる単語だった。

　悠ゆう里りさんの目の色に警戒が宿る。

　色いろ葉はさんは眉み間けんにしわを寄せる。

　過去のゲームを知らない中で、僕を信頼できるか、神かみ内うち昂こう大だいを信頼できるか、悠里さんも色葉さんも判断できるわけがない。

「…………う」

　まずい。このままじゃ、『王』になることは愚おろか、信頼さえされない。それどころか敵だと思われてしまう。

　集まる冷たい視線に、思わずうつむく。

　状況を打開する言葉は、頭にはちっとも湧わいてこない。

　もう、ダメなのか？

　もう、終わりなのか？

　やっぱり、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟に勝てないのか？

　神内昂大は、口の端を上げ、勝利を確信し──




「いい加減にしろ、神内」




　だけど彼女の声に、その不穏な微ほほ笑えみを消し去る。

　マリア。

　彼女が声を上げてくれただけで、僕は安あん堵どした。微笑みを浮かべた。

　そう、彼女はいつも助けてくれる。だから大丈夫。もう僕は助かっ──

「────ぁ」

　…………ダメだ。何を僕は安あん堵どしているんだ。

　こうやって甘えた結果が、最悪の結果を招いた。それを僕は、今までのゲームで散々学んだはずだ。

　だけど……それは分かっているのに、マリアに助けられるのではなく助けなくちゃいけないのに、僕はまた、マリアの手を借りてしまっている。

「一かず輝きを陥おとしいれるのをやめろ」

　神かみ内うち昂こう大だいは目を丸くして、オーバーに手を広げる。

「ちょっと、妙みようなこと言うのやめてくださいよー。みんなを陥れようとしてるのは、どう考えても星ほし野のセンパイの方じゃないすか」

「ならばなぜお前は、混乱する方に持っていこうとする」

「……どういう意味っすか？」

「分からないか？　それはお前がまともな人格をしていない証明になるな」

「いやいや……なんで？」

「なぜか答えてやる。お前が普通の考え方の持ち主ならば、信じるか信じないかはともかく、一輝の提案に乗りたいと思うはずだ。一輝の提案が怪しいと忠告するにしても、もっと違う問い詰め方をするはずだ」

「そうっすか？　星野センパイが疑わしけりゃ問いつめるでしょ？」

「そんな風には問いつめない。なぜなら、一輝は殺し合いを防ぐための提案をしている。一輝の意図までは分からなくとも、その提案が否定される事態は避けたいと考えるはずだ。それなのにお前は一輝を強く否定している。殺し合いを防ぐ提案をする人間を強く否定している」

　神内昂大は口を閉じる。

「それが危険な行為であることは分かるな？　ある意味それは、殺し合いに繫つながりかねない行為だ。他の皆に注意を促すにしても、慎重に動かなければならないはずだ。……もっとも、ゲームへの参加を促進させたいのなら別だがな」

　押し黙だまっていた彼は、だけど苦笑してまた反論を始める。

「……まあ確かにやりすぎたかもですけど。でも、じゃあなんで星野センパイは、何も説明できないんすか？」

「お前だってこの空間が異常だってことぐらい分かるだろう？」

　突飛な言葉に、神内昂大は唇くちびるを尖とがらす。

「まあ、分かるけど……それが？」

「この空間は、地球人の生態を観察するためにシリウス星人が生み出した超空間だ」

「………………は？」

　予想通りの反応だったのだろう。マリアは口の端を上げる。

「信じるか？」

「……いや、信じるわけないっしょ」

「ならばお前は、この空間に巻き込まれた原因が、どんなものであれば信じるんだ？」

　マリアの問いに、神かみ内うち昂こう大だいは眉まゆを寄せる。

「噓うそでも創作でも何でもいい。この空間の原因を、私たちが納得するよう説明してくれ」

　彼は少しだけ考えて「……いや、無理っす」と答える。

「じゃあもし一かず輝きが真実を知っているとして、それが私の言った、シリウス星人レベルの荒こう唐とう無む稽けいなものだとしたら、それを今この場で話せると思うか？　自分が間違いなく不利になるのが分かっていて言えるのか？」

「…………」

　言われた神内昂大は、ちらりと盗み見るように、僕を見た。

　口元は、いつも通りににこやかに上がっている。だけど、その瞳ひとみには──

「…………う」

　──押し隠しきれない、狂気の光。

　見せたのは本当に一いつ瞬しゆんで、その狂気に気付いたのはおそらく僕だけだ。すぐに神内昂大は屈くつ託たくがないように見える微ほほ笑えみを浮かべて、わざとらしく両手を広げた。

「はいはい負けたよ。疑いを暴こうとすることにばっかり囚とらわれて、みんなへの配慮が足りませんでしたすみませんっ」

　そう言って浮かべた笑え顔がおに、悠ゆう里りさんや色いろ葉はさんが少しだけ安あん堵どしたのが分かった。

　でも僕は知っている。この笑顔は危険だ。自らの狂気を、狡こう猾かつに隠すための笑顔。これでごまかされ、かつての僕は失敗したのだから。

　だけど、とりあえず、この時点で敵対する最悪の状況は免まぬがれた。

　でも──

『大丈夫だ一輝。私がお前を護まもる』

　拳こぶしを握りしめる。

　──ダメだ。これじゃあ、ダメだ。

　こんなにもあっさりと神内昂大に押し切られるようでは、こんなにも無力な僕のままでは、絶対にこの〝箱〟に屈してしまう。

　そうして、マリアは〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟に殺されてしまう。




　▼一日目〈Ｃ〉【星野一輝】の部屋

『あなたの【役職】は【騎士】です』

　モニターには、そんな当然のことが書いてある。

　今頃みんなもこの画面を見たはずだ。僕は、何とか都合よく【役職】が回っているよう祈るしかない。

『おいテメエ余計な暴露してんじゃねえよ偽善者がつまんねえ展開になったらどうしてくれんだそしたら金返せよ』

　現れたノイタンが耳みみ障ざわりなことを言っているが、当然こんなのに返す言葉はない。

『【密談】相手を選べカス』

　血走った目をしたノイタンは消えて、六人の顔写真が表示される。

【密談】か。相手なんて決まってる。僕はほとんど反射的にマリアの写真に手を伸ばそうとして──その手を空中で止める。

　いいのかそれで？

　マリアを選ぶのは間違いじゃない。マリアを助けるためには、マリア自身の協力は絶対に必要になってくる。

　でも……僕は反射的に手を伸ばした。ほとんど考慮する前に。

　それは、その選択が正しいと瞬しゆん間かん的に判断が付いたからか？

　……違うに決まってる。僕はさっきあんなことがあっても、それでもまだ無意識にマリアに甘えているんだ。

　だから、正しい正しくない関係なしに、彼女を選ぶのをやめよう。

　僕は、マリアへの甘えを断ち切る。

「一人ひとりで、戦うんだ」

　だから選ぶのは、一番初めに倒す相手にする。

　僕は、止めていた手を伸ばす。選ぶのは──

『ほウほう・意外な・とコろ・に・行っタね』

　──『新しん藤どう色いろ葉は』だ。

　僕は『王』になる。

　そのためにまずは、色葉さんを支配する。
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　▼一日目〈Ｃ〉【大嶺醍哉】と【密談】、【星野一輝】の部屋

　色いろ葉はさんとの【密談】に意気込んでいたけれど、順番は醍だい哉やとの【密談】が先だった。僕が色葉さんを選ぶのより早く、醍哉が僕を選んだということだ。

　すっかり色葉さんと話す気になっていた僕は、少し拍ひよう子し抜けして、でも、すぐに兜かぶとの緒おを締める。

　油断なんてできない相手だ。

　時間になると、醍哉はすぐ部屋にやってきた。テーブルに腰掛けるよりも前に、醍哉は僕を睨にらみ付ける。

「……お前、本当に星ほし野の一かず輝きか？」

「え？」

　突飛な質問。

　むしろ他の人たちこそ、本物とは言えないコピーなのに、醍哉はそれが分かっていない。

　いや、でもそんな質問をするということは、醍哉は自分が〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の〝所有者〟であることを知らないってことになる。醍哉のＮＰＣは、他のＮＰＣと同じ条件で戦っているのだ。

　……待てよ。ということは──

「…………醍哉。この〝箱〟のことをどう思う？」

「俺の質問は無視して質問とはいい度胸だな。……まあいい、答えてやる」

　醍哉は不快感をあらわに、言い放つ。

「ゴミ屑みたいな〝箱〟だ」

　やっぱりだ。

「殺し合いのゲームをさせるだけの、生産性のない〝箱〟には存在意義がない」

　この醍哉は、二回目の醍哉と同じ考えを持っている。

　現に今のセリフなんて、二回目のゲームで聞いた言葉とほとんど同じだ。考えてみれば当たり前だ。醍哉のＮＰＣは記憶を引き継いでいない。情報量が変わらないのならば、当然同じ行動を取る。

　そして二回目の醍哉は確か──

「こんな不ふ愉ゆ快かいな【王降ろしの国】なんてゲームを、誰がやってやるか」

　──【王降ろしの国】を止めようとしたはずだ。

　つまり、ここにいるＮＰＣの醍哉とは、【王降ろしの国】を止めるという目的が一致する。言ってみれば『味方』なんだ。

　いや、『味方』は醍哉だけじゃない。他のＮＰＣであるみんなも、神かみ内うち昂こう大だい以外は、積極的に殺し合いをしたいわけじゃない。実際、生き残るために動いたのは、それしか生き延びる術がなく、他がＮＰＣだと知っているプレイヤーだった。

　……ちょっとだけ、勝機が見えてきたかもしれない。

「醍だい哉や、聞いて欲しいことがあるんだけど、いいかな？」

「何だ？」

「醍哉が、一番危険なんだ」

　醍哉は顔をしかめる。

「……何だそれは？　確かに俺は他の人から見れば危険人物だろう。必要ならば誰かを殺すこともあり得るだろうしな。……それで？　なぜ今そんなことを言う？　俺が危険だから説得したいのか？」

「……違う。醍哉が脅きよう威いって意味じゃなく、醍哉が一番危機に晒さらされてる、つまり殺される可能性が高いって言ってるんだ」

「何をバカな──」

　でも言いかけた言葉はすぐに止まる。

「いや、そうでもない……か。一番かはともかく、こんな性格の俺が狙ねらわれやすいのは納得できる。それこそ、俺が危険だと見なされてしまうから」

「それだけじゃない」

　言う僕を、醍哉は無言で見み据すえる。

「醍哉は〝所有者〟だからだ」

「はあ？　ふざけるな。俺は確かに〝所有者〟ではあるが、間違ってもこんな〝箱〟の〝所有者〟じゃない」

　そういえば、二回目のゲームでも、この〝箱〟が生産性がないとか言ってこきおろしていたなあ。退屈しのぎに〝箱〟を使ったくせによくもまあ……。

　それとも退屈しのぎって言ったのも噓うそなんだろうか？　実は本当の目的があって、それは僕に知られると都合が悪いとか？　そして、ＮＰＣの醍哉でさえ現実の醍哉の意図が見抜けていない？

　……分からないけど、この場ではややこしくなりそうなことは伏ふせておこう。

「……事実はどうあれ、マリアに醍哉は【王降ろしの国】の仕掛け人だと思われている。その話が広まると、他のみんなが醍哉の〝箱〟を潰つぶせば──醍哉を殺せば、万事解決すると勘違いする可能性が高いと思うんだ」

　実際、二回目はそれが理由で、醍哉は真っ先に殺された。

「……まあ、あり得る話だ。それにしても、まさかこの俺が、『誰かを殺すな』と言われるのではなく、『誰かに殺されるな』って忠告をされるとはな」

　言って醍哉は、俺を睨にらみ付ける。

「やはりお前、様子がおかしいな。そんな発想、おめでたい星ほし野の一かず輝きからそう出てくるものじゃない。仮に思い付いたとしても、今のように自信たっぷりに言ったりしない。何だその態度は？　その、まるで見てきたような──」

　そこで言葉を止める。

「……そうか……腑ふに落ちた。お前の新しん藤どうたちに対する態度に違和感を覚えた理由もそれか。お前──【王降ろしの国】をやるのが一回目じゃないな？」

　さすが、醍だい哉やだ。

　あれだけの説明で、他に可能性はいくつも思い付く状況で、その真実にたどり着く能力はやっぱりすごいとしか言い様がない。

「……お前の顔を見る限り正しそうだな。まあ真実は俺にとってどうでもいい。お前が、俺にそう答えを出させたことで、何をさせようとしているかだけ分かればいい。だから、ほら、言ってみろよ」

　不ふ遜そんに醍哉は言い放つ。

「利用されることを覚悟した上でな」

　その言いぐさに、思わず口をつぐむ。

　僕はこの【密談】で、醍哉がどう動くつもりなのを見極めるつもりでいた。逆に言えば、具体的に醍哉をどうするつもりかは決めていなかった。

　でも、ＮＰＣの醍哉と、目的が一致することが分かった。

　もしかしてこれは、醍哉と協力し合える、最大限のチャンスなんじゃないか？

　だって、これ以上醍哉が素直に話を聞いてくれる展開はあり得ない。僕の話を信じてくれれば、醍哉が殺されやすい状況を何とかできる。そして何よりその知恵を借りることもできる。目的達成に大きく近づけるんだ。

　もちろんリスクはある。醍哉がそのつもりなら、彼の言葉通り、僕は簡単に利用されてしまうだろう。そう思うのは、弱気になっているのではなく、一回目でゲームを体感した上で実感した、ただの事実だ。

　でも──

「僕は、この〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟のシステムを詳くわしく知ってる」

　やっぱりもう、黙だまっていることなんてできるわけがない。すでに──おそらく僕が【騎士】だとカミングアウトしたときに、こうなると決まっていたんだと思う。

「話したいことはたくさんあるけど、まずは今までの計三回の【王降ろしの国】でどういう展開になったか話すよ。まず一回目のゲームは──」

　そうして僕は、説明を始めた。

　醍哉はほとんど口を挟はさまず、僕の話を聞いていた。

　残りの時間ですべてを話すことはできず、次の【密談】に続きを話すことを約束して、今回の【密談】は終わった。




　▼一日目〈Ｃ〉【新藤色葉】と【密談】、【新藤色葉】の部屋

　醍だい哉やとのやり取りがどう転ぶかは分からない。でも、とにかく頭を切り換える。

　次に【密談】するのは、一番初めに攻略すべき──支配すべき相手、新しん藤どう色いろ葉は。そのためにどんな話をするかは、ほとんど決めている。

　色葉さんをまっ先に支配下に置きたい理由。それは、醍哉よりも誰よりも、彼女が最もその場の空気を一変させる力を持っているからだ。

　だから、僕にとって不利になることをやられる前に、手を打たなくちゃいけない。

　少なくともさっきの様子なら、僕の話をまったく受け付けないなんてことはないはずだ。

　だから大丈夫。

　言い聞かせ、色葉さんの部屋に行く。

「…………」

　なのにどうしてだろう？　色葉さんは、まるで敵を待ち構えていたかのように、無表情で腕を組んで仁に王おう立ちしていた。

「聞いていい？【密談】相手がなぜあたしなのか？」

　大部屋ではあまりなかったはずの警戒心。

　僕は不安を感じながらも、答える。

「色葉さんを、一番初めに仲間にしたいからだよ」

　噓うそは言っていない。

「……色葉さん？」

　色葉さんは、疑わしげに目を細める。

「ええと、なにか？」

「……初対面の人には大体『会長』呼ばわりされるからね。いきなり名前で呼ばれることに違和感があるわけ。どうもあたしは、馴なれ馴れしく接しづらいタイプらしい」

　そういえば、僕も彼女に言われるまで、『会長』と呼んでいたんだった……。

「で、それはいいとして……どうしてあたしを一番に仲間にしたいわけ？　……って、やっぱ言わなくていいや。どうせあたしが場の流れを操作しようとしていることを、見抜いたんでしょ？」

「…………え？」

　あまりの理解の早さに戸惑う。

「あたしに勝手に動かれて、都合が悪くなっては困る。だから、早く仲間にしたいわけだね」

「そう、だけど……」

　何だこれは？　まるで僕がこう言ってくることを予測していたみたいじゃないか。

「あたし思うんだけどさ、仮に誰かにただただウンウン頷うなずいて従って、結果、好ましい終わりを迎えられたとするよ？　でも、運良くうまくいったとしても、あたしはそういう人間に感心できない。自分の運命を人任せにしちゃって、思考停止しちゃってるってことだから。ねえ、星ほし野のくんはそう思わない？」

「…………ええと──」

「やっぱり性に合わないんだよね。誰かの指示に従う、誰かの手のひらの上で転がされるってのはおもしろいことじゃない。……で、何だっけ？　星野くんは、あたしを仲間って名目で支配下に起きたいんだっけ？」

　やはり。

　やはり、もうすでに意図を見抜かれていた。

「だからね、悪いけど星野くんの主導ではあたしは動かないことにする。自分の頭で考えて、『あたしたち』は動くことにする」

「……あたしたち？」

　それが誰であるか、そんな当たり前の質問には色いろ葉はさんは答えない。

　この時点で、色葉さんが手を組む相手なんて、一人ひとりしかいない。

　柳やなぎ悠ゆう里り。

　かつて色葉さんを【魔法】で殺そうとした彼女しかいない。

　……それがいい傾向のわけがない。

「正直言うとあたしはね、大部屋での星野くんの発言を、基本的には信じたかったんだよ」

「……え？」

「でもね、さっきの【密談】で、悠里が指摘してくれた。どうも星野くんは、一方的にあたしたちを知っている風だって。いや……あたしも悠里も、ぼちぼち有名だから噂うわさ程度のことは知られているかもしれないけど、そういうレベルでなく詳くわしく知っている感じだって」

「それは──」

　だけど、色葉さんは口を挟はさませない。

「あたしたちのことを知っているのはいい。【騎士】だと知っていたように、星野くんが特別な立場にいることは知っているから。問題はね、それを隠していたこと。自分がゲームで戦う上で有利な情報を握っていると、すぐに明かさなかったこと」

「そ、そういうつもりは……！　違う。そんなこと、すぐに話せることじゃないから言えなかっただけだよ！」

「うん、そうかもしれないね。でも保証はない。私たちには星野くんが、このゲームの仕掛け人なのか、賛同人なのか、離反者なのかは分からない。一番最後のだと信じたいけど、もし違った場合、あたしたちの命はない。それなのに、言っていることにただ漠然と従うのは、危険すぎるでしょ？」

　だから僕には従わない。

　ああ、くそ……当然の帰結だ。

「安心して。星ほし野のくんの意見に耳を閉ざしたりしない。ちゃんと耳を貸すよ。でも、それが正しいかどうかは『あたしたち』で判断する。自分たちの命が掛かってるんだから、盲もう目もく的に誰かの言うことを信じられないのは当たり前。だから星野くんの『仲間』にはならない。ごめんね」

　それは妥当な判断だと思うし、色いろ葉はさんたちにとって最も正しい選択に思える。

　僕にとっても、まだ何とでもできる状況に思える。

　でも思えるだけで──もうできない。

　この状況は、すでに袋小路なんだ。

「…………色葉さん」

「なに？　それでも説明しとく？　いいよ。もちろん聞くよ」

「…………」

　実は、醍だい哉やにしたように、色葉さんにならほとんどのことを暴露しても構わないと思っていた。冷静に判断ができる彼女ならば、僕の話を比較的好意的に受け入れてくれるだろうという見込みがあったからだ。少なくとも、『誰も死なずに終わらせる』という目的に、多少なりとも手を貸してくれたと思うのだ。

　でも──

「……やめとく」

　──もう、そんな状況にはならない。

「そう」

　だって色葉さんは、この話を悠ゆう里りさんにする。そして悠里さんの意見が混じると、状況がどうしても変わる。

　なぜなら悠里さんは、自分のことさえどこか他ひ人と事ごとにできる色葉さんと違って、自分に都合の悪い事実は信じようとしない。例えば今ここにいる自分がＮＰＣであることや、本当の自分が人殺しの罪を背負ってしまったことを、信じてくれるとは思わない。

　そんな自分にとって都合の悪い僕の話を聞いた悠里さんは、どうするか？

　目に見えて分かる。

　その話を否定する。

　僕を、敵と見なす。

　そして色葉さんを巻き込んで、【王降ろしの国】での勝利を目指す。

　つまり──殺人に走る。

　だからもう、この状況は袋小路なのだ。

「────」

　まだ、時間はあった。

　だけどもう、僕がこの【密談】で口にできることは見つからなかった。




　▼一日目〈Ｄ〉大部屋

　そして何もできなかった結果は、すぐに最悪の形で反映された。




「グループ分けが必要かもしれないね」

　全員が椅い子すに座ったタイミングを見計らって、色いろ葉はさんはそう口にした。

　その意図がすぐには分からなかった。だって、色葉さんと悠ゆう里りさんはすでに結けつ託たくしている。どうしてわざわざそれをみんなに宣告する必要がある？

　だけど、僕を見て口元を上げる彼女を見て、分かる。

　これは牽けん制せい。

　僕と、色葉さんがいると思っている、『【王降ろしの国】の事情を知る人間』に対する、牽制。

　色葉さんは、さっきの時間に何もできなかった僕を、敵側に置いたのだ。

「説明が必要みたいね。まず、私たちの目的を確認しよう。それは当然、殺し合いなんてせずにここから抜け出すこと。ここまではいいね？」

　誰も異論を挟はさまない。

「で、そのための一つの方法を、星ほし野のくんは提案してくれた。全員が生き延びれば自動的に抜け出せる。それはかなり魅力的な話だよ。でも、星野くんの正体が分からないのに、その主張をすべて鵜う吞のみにして、そのまま彼の望むように行動するのはあまりにも危険じゃない？」

　全員が真剣に聞いているのを確認し、続ける。

「でもさ、普通に考えたら、結局それに代わるいい解決策なんて見つからない。それどころか本当か噓うそかも判断できない。そうなるとさ、殺人は起きないよね。だってそんな魅力的な解決策が、もしかして本当かもしれない状態で、積極的に勝利のために殺人を犯せるわけないんだから」

「ま、そうっすね」

　神かみ内うち昂こう大だいが同意したのを聞いて、思わず『お前だけは違う』と叫さけびたくなるけど、何とか堪こらえる。

「つまり結局、星野くんの目的に、自動的に従うことになる。星野くんを信じ切れていないのにも関わらず、何も動きなく八日目を迎えることになる」

「かもしれないな。だが、結果救われるかもしれんし、ゲームで殺し合うよりよっぽどマシなんじゃないのか？」

　マリアの言葉に、色葉さんは頷うなずきながらも答える。

「そりゃあたしはそうだけど、そうじゃない人がいるでしょ」

「誰だ？」

　そうして色いろ葉はさんは、顔色を変えず口にする。

「ゲームの仕掛け人」

　彼女が、敵だと認識した相手を。

　敵にする相手を、彼女は間違ってはいない。でも、彼を、ここにいないＮＰＣでない彼を倒すのは不可能だ。

　だから色葉さんは、正しい戦い方からずれてしまう。

「どんな意図があるかまではよく分からないけど、このゲームの仕掛け人は、間違いなくあたしたちが醜みにくく争う様を望んでる。そうでないとしても、なにかしらのドラマを望んでいるのは間違いない。だってこんな無意味なゲームに、それ以外の目的は見み出いだせないでしょ？」

　誰も反論しない。確証はなくても、その内容は十分みんなにとって納得できるものだからだ。

　そして実際それが正しいことを僕は知っている。醍だい哉やが退屈しのぎで生み出したこの〝箱〟は、確かに何も起こらず事が進むのを望んでいない。

　でも、繰り返すけれど、その相手はここにはいない。

「だから誰かが──仕掛け人と協力する誰かが、ゲームで人が死ぬように流れを変えるに決まってる」

　色葉さんは、明らかに僕の顔を見て言い放つ。

　ずれてしまっている彼女は、戦う相手を間違えてしまっている。

「……一かず輝きがそれをすると言いたいのか？」

「ううん、そうとは言ってない。あたしが言いたいのは、流れを変えようとする相手が、この中にまだいるかもしれないってこと。そして、それをされたら危険だということ。だから、『グループ』を分けるの」




「『あたしたち』と、『仕掛け人たち』に」




　そうか、色葉さんの勘違いは、『仕掛け人たち』なんてものがいると思っていることだけじゃないんだ。

「そっすね。いいんじゃないすか？」

「私も……そうしないといけないのかなって、思います」

『仕掛け人たち』がいなければ、ゲームを促進させる存在がいない。そう考えてしまっているのが一番の勘違いだ。

　無理もない。ＮＰＣの僕だって、神かみ内うち昂こう大だいのように、殺人ゲームを歓迎する人間がいるとは思っていなかった。悠ゆう里りさんに人を殺すだけの行動力があることを見抜けなかった。どちらも二回目のゲームを体験しなければ、知り得なかったことだ。

　今までのゲームの記憶がない色いろ葉はさんが、気付ける事じゃないんだ。

　でも、そんなこと分かりようのない、色葉さんは説明を続ける。

「現状あたしたちが恐れるべきは、ゲームの仕掛け人の罠わな。でもそれだって、仕掛け人の意図に流されなければはね返せる。むしろその意図を読み取り、逆手に取り、誰も殺し合わずにすむ結果を摑つかみ取ってやればいい」

　マリアは顔をしかめながら尋ねる。

「だから『グループ』を分ける？」

「そう。もしそれぞれがバラバラに行動していた場合、誰かしらその仕掛け人の意図に引っかかってしまうと、あたしは思う。ましてやあたしたちにはどうしても利害関係があるわけだしね。そうやって疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいり、心の弱い奴やつが殺人に手を染める。それがあたしが想定する、最悪のシナリオ。

　でも、あたしたちの意思が統一できていたらどう？　絶対的に揺ゆるがない意思があったらどう？　『仕掛け人たち』の罠なんて屁へでもないでしょ。だから、意思を統一した『グループ』を作ろうって言ってるわけ。もちろんそこに、あたしたちをたぶらかす『仕掛け人たち』は入れない」

「ふん」色葉さんの説明に、醍だい哉やが鼻を鳴らす。「理屈は分かったが、そんなものをどうやって形成するんだ？　そもそもどうやってその仕掛け人側だと見分けるんだ？」

「見分ける方法なんて、あるわけないでしょ？」

　色葉さんは当然のように言う。

「なんだそりゃ。それじゃあ──」

「だから──自由を奪えばいい」

　醍哉に言わせる前に、色葉さんは言い放つ。

「……意味が分からないな。自分に従わない人間を殺すとでも言って脅おどす気か？」

「逆だよ」

　醍哉は眉まゆを寄せる。

「逆？」

「うん、逆。従わない人間の自由を奪うんじゃなく、あたしに賛同した人間の自由を奪う」

　それには、醍哉だけでなく、ここにいる誰もが目を見開いた。

「あたしの『グループ』に所属した以上、あたしへの反論は一切許さない。あたしに絶対服従を誓ってもらう。刃向かったら殺す」

「こ、殺すって…………」

　思わず呟つぶやいた僕をしっかり見て、新しん藤どう色葉は説明をする。

「やり方はね、まず賛同者はあたしに食糧を渡してもらう。あのキモクマが言ってることが確かなら、食糧を〈Ｅ〉の時間に口にしないとミイラ化して死亡するでしょ？　だからあたしに刃向かうそぶりを少しでも見せたら、あたしは食糧をすべて全員分トイレに流す。ちゃんと従ってくれたら〈Ｄ〉の時間に、一日分の食糧を渡す。まあ食糧管理で、実質【革命家】の【暗殺】と同じことができるわけだね」

「待て待て待て」

　醍だい哉やが色いろ葉はさんの説明を止める。

「どうしてそこまでされるのを分かって、お前の『グループ』に所属したがる奴やつがいる？」

　その問いに、色葉さんは冷たい笑えみを浮かべる。

「『グループ』に所属した人間は、あたしに絶対服従だ。当然、何もできない。殺人ゲームを促そうとすることもできない。だからあたしは、『グループ』に所属した人間を、このゲームに巻き込まれた被害者と判断する。あるいは、あたしと戦うことを諦あきらめた、負け犬と判断する。逆に、『グループ』に所属しない人間を、戦う意思のある敵だと判断する」

　色葉さんは、一度言葉を止めて、息を吐く。

　そしてわずかに口の端を上げて、言い放つ。




「敵でないことを証明するためだったら、あたしに媚びへつらうぐらいしろよ」




　あまりの乱暴な言葉に、みんな──それこそ醍哉でさえ、言葉を失う。

　つまり色葉さんはこう言っているのだ。『グループ』に入るのは、自由ではなく強制だと。そうしないと自分によって排除されると。

　黙だまり込むみんなを見て、それでも色葉さんは顔色を変えず、続ける。

「あたし気付いたんだ。このゲームの攻略法。それは、正しい志こころざしを持った誰かが、全員を支配すること。そうだね、言ってみれば一時的な『王』になることだって言ってもいい」

『王』になる。

　それは、僕の結論と同じだ。

「虫が良すぎることを言ってるのは分かってる。あたしが判断を間違うことももちろんあり得る。その結果、間違って誰かが死ぬこともあるかもしれない。その可能性は認めるよ。でも、それぞれがバラバラに動いて、混乱して、疑ぎ心しん暗あん鬼きになるより数倍マシだって、分かってもらえるでしょ？」

「それをやるのが、お前である必然性は？」

「ないね」

　醍哉の指摘に、正直に白状する。

「でも、あたし以上にうまくやれる人間がいるとは思えない」

　自信に溢あふれる口調。そんな彼女に醍哉は頭を搔かいて続ける。

「問題はそれだけじゃない。俺たちから見れば、お前こそが『仕掛け人側』である可能性を否定できない。お前に従うには、お前自身が信頼できる人間であると見せる必要がある」

「なるほど。それはあたしが『仕掛け人たち』でないから失念してた。……と、口頭で言っても信じてもらえないよね。じゃあ仕方ないね。見せつけるしかない」

　言って、彼女はシャツをたくし上げた。

「『王』になる人間の覚悟を」

　そこには、ナイフがある。

「な、何を──」

　言った僕の言葉を無視して、スカートの中から取り出したナイフをテーブルに突き立てる。そのドンと鳴った大きな音に、悠ゆう里りさんが身体からだを強ばらせる。

「見てろよお前ら。これが覚悟ってやつだ」

　色いろ葉はさんは自分のスカーフを千切り、それを自分の左の小指に鬱うつ血けつしそうなほどにきつく結びつける。

　一体何を──

　色葉さんの行為への理解が追いつかない。でもそんなこと関係なく、彼女は目の前に突き立てたナイフを右手で摑つかむ。

　鋭すぎる、真っ直すぐな目。口角を上げ、荒い呼吸をする。額ひたいに脂汗が滲にじんでいる。

「い、色葉？」

　近寄ろうとした悠里さんを目の迫力だけで退ける。そして──

「う、うああああああああああああああああああああああああ!!」

　咆ほう哮こうし、

　小指を──

「あはっ！　あははあはははははははははははははははははは!!」

　──切断した。

「あ、ああ────」

　絶句して青くなる悠里さんをよそに、色葉さんは笑い続けている。

「な、何をバカなことを──!!」

　突然のことに対応できなかったマリアが、色葉さんに駆かけ寄り、自分のＹシャツを千切って止血を始める。色葉さんは、その行動を止めはしないもののまったく気に掛けず、口角を歪ゆがませながら荒い息を吐いている。

　そして、狂気的にさえ思えるほどに迷いのない視線を、僕へと向ける。

　そんなもの、恐怖を抱いだいてしまうに決まってる。

「どうだ？　こんなくだらないゲームを楽しもうという奴やつが、こんな覚悟ができると思うか？　決意だけで指を切断できるあたしが、そんな三下に見えるか？」

「う、うう…………」

「あり得ないね！　あたしは！　絶対にぃ！　こんなゲームを楽しんだりしないし、屈したりしない強つわ者ものなんだよ……率いるべき存在なんだよ！　分かるかお前ら!!」

　圧倒される。

　こんな彼女を見たら、従うしかないと、思い知らされてしまう。

　そうだ。

　これが──新しん藤どう色いろ葉はだ。

　これが──新藤色葉の、『王』になる覚悟だ。

「あたしに預けろよ。その命を、魂を、このゲームの間だけ預けろよ！　あたしが全部背負ってやる。全部責任を持ってあたしが潰つぶれるまで背負ってやる！」

　小指を投げる。

　もう、そんなものへの執しゆう着ちやくなど切り離してしまったと言わんばかりに。

「付いてこいよ愚ぐ民みん共ども！　そして覚悟しろよあたしの敵共！　誰がテメエらの思惑通りにさせてやるかボケが!!　あたしがこの場を支配してやるんだ。そう、あたしが──」

　そうして、啖たん呵かを切る。




「あたしが『王』になってやる」




　その迫力。

　どうしても気後れしそうになる。『王』になれるのは一人ひとりだけだ。『王』が同時に二人ふたりいることなんてあり得ない。つまり僕は、どうしても彼女と、紛まごう方ないこの超人と、戦わなきゃいけないのだ。

　そんなの無茶だ。勝てるわけがない。

　僕はあまりの恐怖に、ふと考える。

　……いっそ『王』を譲ゆずってもいいんじゃないのか？

『王』が誰であるかは重要じゃない。この場を支配できる人間がいて、最終的に誰も殺し合わない結果があれば、マリアを護まもる僕の目的は達成される。だから彼女にすべてを任せてもいいんじゃないか？

「────」

　分かってる。そんなの無理だ。

　だって彼女は、彼女の敵と戦えないんだ。彼女はＮＰＣで、本物の彼女はもう戦いを終えているんだ。

　僕は周りを見渡す。

　怯おびえている悠ゆう里りさんの目に、空虚さが宿り始めている。

　平然としている神かみ内うち昂こう大だいの目に、隠し切れていない愉ゆ悦えつが浮かんでいる。

　けれど新しん藤どう色いろ葉はは、気付いていない。あまりに突出している彼女は、それ故ゆえにどうしても他人の心の機微に気付けない。

　彼女は『王』になっても、まるで【王降ろしの国】のシナリオの中の【王】ように、裏切られ、殺されてしまう。

　そう、だから僕がやるしかない。

　色葉さんには頼れない。マリアにも頼れない。この四回目の【王降ろしの国】の中で、誰も頼る事なんてできない。

　だって、ここにいるのは、僕一人ひとりなのだから。

　あの空間にいる醍だい哉やと現に今戦っているのは、僕一人なのだから。




　投げられた指を見る。

　色葉さん、あなたの覚悟は分かった。

　すごい人だってことも分かってる。

　でも、それでも──役不足だ。

　色葉さんは『王』になれない。ＮＰＣでしかない脇わき役のくせに『王』になろうとする、裸の王様は引っ込んでろ。

『王』になる権利は──端はなっから僕にしかないんだよ。




　▼一日目〈Ｆ〉【星野一輝】の部屋

　その後、『グループ』には、悠ゆう里りさんと神かみ内うち昂こう大だいが所属することに決まった。悠里さんはともかく、神内昂大があっさりと賛同したのは意外だ。まあ彼は、十中八九何も考えてないのだとは思うが。

　マリア、醍哉は一応返事を保留している形になっている。絶対服従なんてそう簡単に決断できないだろうからと、色葉さんは三日目まで──つまり実質全員が集まる、三日目の〈Ｄ〉の時間までは待ってくれるらしい。

　でも、三日目を待たずとも、もう僕らは色葉さん側から見て、『仕掛け人』側の人間でないかと疑われている。

　色葉さんだけでなく、悠里さんもきっと、顔には出さないが僕らを警戒しているだろう。僕らはすでに敵対してしまったのだ。そして敵対している『グループ』の人間の発言に、信頼性なんてあるはずもない。

　でも、当たり前だけど、僕は動かなきゃいけない。彼女が『王』になれるなんて思い上がりを、僕は解かなくちゃいけない。

　そもそも『グループ』制度でこのゲームが止められるはずもないのだ。神内昂大の凶悪性がそんなもので抑よく制せいされるわけがないし、悠里さんの行動を色葉さんに制御できるとも思えない。二人ふたりは『グループ』に属したところで実は服従していない。そのことを過去のゲームの情報がない色いろ葉はさんは分かりようもない。

　だから僕は、『グループ』制度そのものを、崩壊させるしかない。

　でも、腹を括くくってしまった彼女を攻めて、何とかなるとは思えない。彼女は『王』になることを目標にしてしまった。

　目標を定めて集中した彼女が揺ゆるがないことは、さっきの小指切断と、三回目のゲームで思い知ってる。

　そうなると、別の人を攻めるしかない。

「…………ということは、」

　自おのずと攻める相手が決まる。

　柳やなぎ悠ゆう里り。

　彼女だって一ひと筋すじ縄なわでいく相手じゃない。でも、それでも悠里さんから『グループ』を壊す以外手段はない。

　うん、そうだ。明日あしたは、悠里さんを攻めよう。




　僕はそこまで考えて、ベッドに横たわる。

　あまりいい状況にはならなかったと思う。全然、力不足だったと思う。僕はもっと覚悟を決めて、うまく立ち回らないといけない。でも、とりあえず──

　一日目に、死者はなし。




　▼二日目〈Ｂ〉大部屋

「さあ、出して」

　色葉さんが指示をすると、悠里さん、神かみ内うち昂こう大だいは、テーブルの上に食糧とナイフ、そしてなぜか腕時計を置いた。

　色葉さんは頷うなずいてそれらを受け取り、そしてベージュと緑の腕時計を小指のない左腕に巻き付ける。たぶんそれは、自分が二人を支配しているというのを形で示したいのだろうと、何となく分かった。

　……それにしても、見るだけで痛々しいのに、まるで彼女は小指が初めからなかったみたいに、何の表情の変化もない。……まだ痛いはずなのに。

「あ、二人に話しかけても無む駄だだよ？　発言も制限させてるから」

　そういえば二人は、挨あい拶さつを交わした以外に口を開いていない。

　この様子だと二人は間違いなく【役職】は明かしただろうな、と僕はそんなことを考える。

「まあ、『あたしたち』の方から新しく話せることはないからさ、そっちから何かあるならあたしにどうぞ、って感じです」

　マリアがちらりと僕を見るが、やはり口を開けない。マリアはこれが〝箱〟の仕業であること自体は知っている。それがきちんと伝われば、解決に近づけることを知っている。

　でも、言えない。

　色いろ葉はさんが『グループ』を形成してしまった今は、真実がどうこうではなく、彼女が納得するかそうでないかが、この場の流れを動かす。そして、彼女に納得してもらえない場合、もう挽ばん回かいは難しい。

　少なくとも、僕がなぜ〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟についてすでに知っていたのか、それが分かるまではマリアは動けないだろう。

　だから必然的にこの場は、まるで指を切るような事例なんてなかったかのように平然としている色葉さんが、話を振ってくるばかりになった。彼女は僕たちを知ろうと、趣味は何だとか、休みの日はどうしているだとか、そんな何気ない会話を明るく振ってきた。でも、僕らはその一言一言で誤解を生み、崩壊させる可能性を知っている。まるで法廷で検察官と被告人が合コンをやっているようだ。

　そんな中、僕は色葉さんに警戒しつつ話を合わせながら、悠ゆう里りさんを見ていた。

　彼女は話の最中、ほとんどずっとうつむいていた。

　もし、彼女が動き出したら──

　二回目のゲームを思い出す。表立って行動する色葉さんと違い、悠里さんは秘密裏りに行動する。彼女の行動──暗あん躍やくは、明るみに出たときは手遅れなものになる。

　悠里さんは動くだろうか？　良くも悪くも打算的な彼女は、色葉さんの策が生き残るのに一番いいと判断していたら、下へ手たに動かないと思うけど……。

　ふと、悠里さんが僕の視線に気付いて、顔を上げる。

　彼女は自分が見られていたことに少し戸惑いながらも、「困ったことになったなぁ」とでも言いたげな苦笑に近い微ほほ笑えみを浮かべる。その頼りない微笑みは、小動物的な魅力を持っていて、やっぱりかわいいと思う。

　かわいい？

　かわいいと、僕に思わせようとしている？

　僕と敵対している状況で、警戒するのではなく、味方に付けようとしている？

「…………」

　考えすぎだ。彼女だってそこまで意識して表情を作ってるわけじゃない。そんなことは分かってる。

　分かっているけど……気付いてしまった。




　悠里さんが動くかどうか？

　僕は何をまだそんなのんきなことを考えているんだ。もう、そんな段階じゃない。

　二回目のゲームの彼女は──もちろん自分がプレイヤーだってこともあったけれど──ここに来てすぐ動き出していた。彼女の行動はいつだって迅じん速そくだ。だから今回だって、もう仕掛けている。

　柳悠里はもうとっくに動き出している。




　▼二日目〈Ｃ〉【柳悠里】と【密談】、【柳悠里】の部屋
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　悠ゆう里りさんとの【密談】は、緊急にやらなければならないことになった。

　だから、醍だい哉やを選ぶと約束していたのだけど守れなかった。こればっかりはしょうがないとしか言えない。

　僕は悠里さんの部屋に入る。

　僕の姿を確認した悠里さんは、ベッドから立ち上がってすぐに、ぺこぺこと頭を下げる。

「ごめんなさい、星ほし野のさん。【密談】でも会話を許可されてないんです。だから、星野さんが私とお話ししたくても喋しやべれないかも……」

　この態度。

　悠里さんは絶対に僕を『仕掛け人』側の人間だと思い、警戒しているはずだ。それは間違いない。

　それなのにその態度を見せず、色いろ葉はさんにただ従っているだけで、僕を嫌っているわけじゃないとアピールしてる。

　いざとなったら、僕を味方に付ける余地を残すために。

　…………でも、彼女がそれほど狡こう猾かつでも、崩さなくちゃいけない。

「……ここには色葉さんはいないよ。それでも言いつけを守るの？」

「えと……色葉に携帯端末のデータも見せなくちゃいけないんです」

　色葉さんはさすがに抜かりがない。でも、そうかもしれないとは予想してた。

　だから、対策はできてる。

「率直に聞くけど、悠ゆう里りさんはこのままでいいの？」

「あ、あの……ですからその……答えられないんです、そういうことは」

「色いろ葉はさんの計画に従っていれば、解決すると思う？」

「え、えと──」

　困っている悠里さんの、目がテーブルの上に止まる。

　僕がテーブルの上に置いたメモ帳に、何かを書いていることに気付いたからだ。




『筆談なら分からない』




　メモ用紙に書かれたことは、携帯端末には残らない。これは二回目のゲームのとき、神かみ内うち昂こう大だいにメモ用紙を渡されて気付いたことだ。

　書いてあることの意味に気付いたのだろう。悠里さんは目を大きくして僕を見つめる。

　ボールペンを彼女に差し出す。でも、どうしていいのかすぐには判断付かないのだろう。彼女は僕を見つめたまま両手を胸の前で重ねるだけで、動かない。

「……分かったよ。何も言えないんだね。うん、じゃあ僕も何も言わない。あーあ、そっか。【密談】が無む駄だになっちゃったな……」

　色葉さんを惑わすために、本心の全くないフェイクの言葉を口にして、僕は手を動かす。

『本当はどうしたいの？　このまま色葉さんに従うの？』

　書き終え、またボールペンを悠里さんに差し出す。

　だけど、彼女は「無理です」と言うように首をふるふると振る。

『どうしても？』

　そう書いたが、悠里さんはやはりまた首を振る。

　……まあ、当たり前といえば当たり前だ。警戒している相手に素直に従うわけがない。

　だから、仕向ける。

　悠里さんが、冷静でいられなくなるように、仕向ける。

　そのための言葉を、僕は書いてやる。

『好きでもないのに』

　突然のわけの分からない言葉に、悠里さんは目を丸くして、僕を見ている。でも、やめたりしない。僕は悠里さんに衝撃を与えて、揺ゆさぶって、返事を書かざるを得なくしてやる。

　僕は続きの文字を書く。




『色葉さんの好きな男と付き合ったでしょ？』




「────ッ!!」

　効果は抜群だった。

　悠ゆう里りさんは、肩をわなわなと震わせて、かわいそうなくらいに顔を青くしている。

　僕は平然とした顔を作って、ボールペンを再度差し出す。悠里さんは僕とボールペンを何度か交互に見つめて、そして拒否することは無理だと思ったのだろう、泣きそうな顔でようやくボールペンを握る。

　それでもまだしらを切ろうとしたのか、一度は震える手で『なんのことか　わからない』と書いた。でも、僕が何も反応せずいると、すぐにそのメモ用紙を切り離して、丸める。

　悠里さんは、一筋の涙を流しながら、書く。

『どうして　しってるんですか？』

『そんなの　しりようがないです』

『だって　色いろ葉はでさえ　きづいてないはずです』

　そこまで書いて、メモ帳とボールペンを僕へと返す。涙を拭ぬぐって、僕の顔を上目遣いで見つめる。

　…………そんな表情に、揺ゆさぶられるもんか。

『悠里さん自身がそのことを言ったんだよ』

　正確にはそれを聞いたのは色葉さんからだけど、それは説明が大変なので書かない。

　悠里さんは、怯おびえているように首をふるふると振る。

『意味がわからないですよ　そんなこと私　星ほし野のさんにしゃべってない　いったい　なんの話をしてるんですか？』

　ここまでは想像通りの反応だった。こうやって彼女の『どうして？』を引き出すのが、僕の狙ねらいだったのだ。

　おかげでようやく書ける。

『僕は【王降ろしの国】をやるのが、初めてじゃないんだ』

　さすがにこれだけじゃ分からないのか、悠里さんは不安そうに僕を見つめるだけ。

　でも、こう書けば頭のいい彼女は、きっとすぐ察してくれるはずだ。

『同じメンバーで、僕はこのゲームを何度かやってる。今回は四回目なんだ』

　悠里さんの目が見開く。そして徐々にその目に理解の色が宿り、同時に恐怖するように震え出す。

『だから、悠里さんのこともよく知ってる』

　悠里さんは受け入れないとばかりに、首を大きく振る。そして自らボールペンを要求する。

『うそです！　私が元カレのことを　だれかに話すわけない！』

『普通の日常ならね。でもこの極限状態の中で、絶対に話さないって自信はある？』

「────ッ」

『悠里さんのことを、三度のゲームで見てきた。だから僕は悠里さんのことを結構知ってるつもりだ』

『だから分かっちゃったんだ』

　どうして色いろ葉はさんは、昨日きのうの【密談】の時に態度を硬こう化かさせたのか？

　それは僕の前に【密談】した人の名前を見れば分かった。




『色葉さんを言いくるめて、グループを作らせたね？』




「な──」

　思わず声を上げてしまった悠ゆう里りさんは、だけど素早く口を左手で押さえる。彼女は口を押さえたままで、焦あせったようにメモ帳に書き連ねる。

『なにをいってるんですか？　私がこうなるよう仕向けたっていってるんですか？　全部？　そんなのできるわけないですよ』

『それをできるのが、僕の知る悠里さんなんだ』

　もちろん、すべて分かっていたわけじゃない。小指を切断するだなんて予測できたはずがない。

　でも、色葉さんの性格をよく知る彼女は、少なくともこれだけは把は握あくしていたはずだ。

『少なくとも、色葉さんが全員を支配しようとすることだけは、分かっていたはずだ』

　悠里さんはうつむき、口を閉ざす。

『僕が知る悠里さんは、生き延びるために利用する』

『色葉さんを利用する』

　彼女が生き延びるには、そうするしかない。

　なぜなら悠里さんは、色葉さんのように『王』になれない。彼女の性格では、場を支配し、全員の意思を統一させる真ま似ねなんてできない。

　でも彼女は、『王』になった人間をコントロールすることはできる。

　だから彼女は、色葉さんを『王』に仕立て上げようとした。そして間接的に場をコントロールしようとした。そうして自分の安全を確保するつもりだった。

　彼女は黙だまったまま、顔を上げない。

　そのまま彼女はしばらく動かなかった。だけど、荒くなっていたはずの呼吸が、いつの間にか静かになっていた。

「…………」

　彼女はゆっくりと腕を動かし、無言のままメモ帳に文字を書き始める。

『星ほし野のさんの考えが　合っているとします』

　一定のペースで、丸っこい女性らしい、だけど丁寧なきれいな字で、書き続ける。

『星野さんが　実際に３回ゲームを　乗り越えてきたとします　そして　私のことを　よく知っているとします』

　彼女は、静かにメモ用紙を切り離し、新しい用紙に続きを書く。




『だから　なに？』




　彼女は顔を上げる。

「────う」

　凍り付く。

　その目が、いつか見た、空うつろな目だったから。

『私が泣いてあやまって　「星ほし野のさんの言う通りにします」っていえば　星野さんはまんぞくしてくれますか？　そんなことなら　いくらでもしてあげますよ』

　そうして本当に、その瞳ひとみに涙が浮かび始める。その本当につらそうな顔をした彼女は、こんなことを書いている。

『かんたんに　できますし』

「────」

　ああ、なんてこった。

　僕はもう、失敗している。

『聞いて、僕はそんなつもりじゃ』

　書いている文字を、もう悠ゆう里りさんは見ようともしない。彼女は押し黙だまって、適当にやっつけたような笑え顔がおを貼り付けて、ベッドに横になった。

「う……」

　僕は悠里さんを屈服させ、いや、そこまでしなくても現状を把は握あくさせて僕の味方に付けるつもりでいた。そしてそれを足がかりに、次は色いろ葉はさんを攻略するつもりだった。

　でも、やり方を明らかに間違えた。

　確かに普通に事実を言っても、彼女は信じなかっただろう。でも、こんなやり方じゃなくてもよかったんじゃないか？　どうしてよりにもよって、臆病な彼女を攻撃するようなやり方を僕は選んでしまったんだ？

『だって恨うらんでいるでしょ？・自分を騙だまして無む惨ざんに殺した奴やつらをさあ・だってあいつら自分が生き延びるためにカズキくんを殺そうとしたんだよ・ククク』

　そんなノイタンの言葉を思い出す。

　もしかして、本当にそうなのだろうか？　無意識にみんなを救う相手というより、倒す相手だと思いたくて、だから攻撃してしまったのだろうか？

　だとしたら……もしかして僕は、無意識のうちにこの最低な〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の罠わなに嵌はまっているのかもしれない。




　▼二日目〈Ｃ〉【音無麻理亜】と【密談】、【星野一輝】の部屋

　マリアは不ふ機き嫌げんそうに腕を組んだまま、僕の部屋にやってきた。

「……ようやくだ。ようやくまともに一かず輝きと話ができる。まったく……お前は何を考えている。何よりもまず真っ先に私と相談すべきだろう。それを──」

　マリアは言葉を止め、顔をしかめる。

「何だその不景気な面つらは？」

　やっぱりそう見えてしまうのか。

　僕は先ほどの失敗のショックが大きくて、ベッドに腰掛けたまま、顔をほとんど上げられないでいた。

「はあ……。何という辛しん気きくささだ。一体何があった？　柳やなぎに振られでもしたのか？」

「振られた、か。…………似たようなものかな」

　当然冗談で言ったつもりだったであろう彼女は、僕の返答に一いつ瞬しゆん驚いて、そして大きい溜ため息いきを吐ついて呆あきれる。

「何という手の早さ……天然女たらしの面めん目もく躍やく如じよだな。柳が自分に自信がなさそうな態度を取っているから、いけるとでも思ったのか。勘違いも甚はなはだしいな。あんな男受けしそうな女、引く手あまたに決まっている。お前のような女装趣味の男にどうにかできるわけがない」

　……いや女装は、マリアに無理矢理させられただけだけど。

　でもそんなツッコみさえも入れる気力が湧わかずに、僕はうつむいたまま口を開けない。

「……そもそも昨日きのう今日きよう出会った女に惚ほれるとはどういうことだ。茂も木ぎならまだしも……」

「え……？」

　そんな小さな声に思わず顔を上げる。マリアは鼻を搔かいて僕を睨にらみ付けると、無む駄だに勢いを付けて僕の隣に座る。

　そして無言で僕の肩にパンチする。

「一輝。イチゴタルトを奢おごれ」

　そしてなぜかこのタイミングでたかられた。

「…………」

「何だその目は？　振られ男に付き合ってやると言っているんだ。あんな女よくよく考えたらどうでもよかったとか、実は大してかわいくなかったよなとか、そんな振られ男がよく言う女々しく醜みにくい負け惜おしみぐらい聞いてやる。私がその見苦しい精神性に耐える代金だと考えれば、イチゴタルトぐらい安いものだろう」

「……いや、その──」

「柳は知らんが、私なら一いつ緒しよにいてやると言っているんだ」

　そんなことを、マリアは平然とした顔で言った。

　ぶっきらぼうに、それこそどうでもいいことのように言うので、僕はその優しい言葉に意表を突かれてしまう。でもすぐに、込められた心遣いに微ほほ笑えむ。

　そうだ。落ち込んでいる場合じゃない。確かに失敗はした。でもまだ手遅れじゃないはずだ。だったらこれからできることを、今度こそ間違えないようにやるしかない。

　マリアを護まもるために。

「ごめんマリア。その、別に告白して振られたわけじゃないんだ」

「……そんなことは分かっている。お前にそんな度胸があるわけがない。あれは落ち込んでいるお前を励ます冗談だ」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰まっていたように見えたけど……。

「では、柳やなぎと何があったんだ？」

「悠ゆう里りさんの説得に失敗したんだ」

　マリアはいぶかしげに眉まゆを寄せる。

「柳を説得？　新しん藤どうではなくか？」

　頷うなずく。その返答に、マリアは顎あごに手をやり考える。

「どういうことだ？　お前が摑つかんでいる情報だと、そうするべきだと判断できるということか？　……ああそうだ。そもそも私は真っ先に、お前が一体何を知っているのか問いつめようとしていたのだ」

「あ、うん……」

「話せ」

　マリアの表情は、僕が彼女を頼り、何もかもを話してくれるだろうと信じて疑っていないものだ。

　それは間違いない。一生分の時間、僕と一いつ緒しよにいた彼女には何もかもお見通しだ。

　だけど──

「……ごめん、言うのはやめとくよ」

　ここにいる僕は、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟のせいで、彼女の知らないいくつもの悲劇を体験した僕だ。

　マリアを護らなければいけないと、存分に思い知っている僕だ。

「…………何を……言っている？　言わない？　何のためだ？」

「いつもいつも、マリアを頼っちゃいけないと思うんだ」

「……何をわけの分からないことを言っている。頼る頼らないの問題ではないだろう。一人ひとりより二人ふたりで解決に向かって動いた方が、いいに決まっているではないか！」

　その通りに思える。僕の知恵じゃ、さっきみたいな失敗を繰り返すかもしれない。我ながら自分の能力は頼りないと思う。

　でも、だからってマリアに事情を話してしまったらどうなる？　例えば彼女に自分がＮＰＣである事実を教えてしまったら──おそらく自分を代わりのきく、死んでもいい人間だと認識し、これまで以上に自分の身体からだを蔑ないがしろにするに違いない。

　そんなことをされたら堪たまらない。僕は全員を生かさなきゃいけないんだ。

　他人を護まもるために、自分の身を顧みないマリアの行動は、目標達成の──足を引っ張る。

　だからやっぱり、言えない。

　マリアには、できる限り動かないでいてもらうのが一番だ。

「────」

　僕が押し黙だまっているのをどう思ったのか、マリアは沈痛な面おも持もちで口を開く。

「……もしや、私がいつも手を貸すことで一かず輝きのプライドを傷付けていたのか？　私が、一輝を見下している思ったのか？　もし私に、そんなことを思わせてしまう態度があったのだとしたら謝る」

「そんなこと思ったことないよ」

「なら！」

　そんな大声を出すつもりがなかったのだろう。マリアは気まずそうに目を逸そらし、声を抑おさえて続ける。

「……なら……私を、頼れ」

「…………マリア」

　……もしかしたら、以前の僕ならば、その言葉を頼もしいと思ったのかもしれない。

　でも、今の僕にはそう思えない。むしろ逆にすら思えるぐらいだ。

　だって僕は知っている。

　それがわがままだと、マリア自身が自覚していることを。

　だからきっとこの発言は──

「私がお前を助けるんだ」

　──悲鳴なんだ。

　でも、そう感じたとしても、僕のやるべきことは変わらない。

「……マリア、しばらく〝箱〟のことは黙っていてもらっていいかな？　色いろ葉はさんにそのことを話すのは危険だと思うんだ」

「……私に事情を話す気はないのか？」

「…………うん」

　言うと、マリアは目を伏ふせて腕を組んだ。

「……そうか。お前にも考えがあるのだから、仕方ないな」

　感情を押し殺し、納得したような言葉を言う。

　でも、やりきれない感情を、その表情に押し隠し切れていない。

　無表情を装ったマリアは、じっと僕を眺ながめる。その瞳ひとみに、悲しみが内包されていることに気付かないほど、僕らの関係は浅くない。

　そして、彼女は言った。




「お前……一かず輝きだよな？」




　いつも、まるで覗のぞき見ることができるかのように、僕の心中を読めていた彼女が──〝泥の中の一週間〟に巻き込まれても、表情筋の使い方だけで僕を見極めることができると言い放った彼女が、そんなことを言った。

「…………え？」

　だから信じられなくて、彼女が僕を分からないだなんて信じられなくて、僕はただただ呆ぼう然ぜんとする。

　マリアは、僕から視線を逸そらす。

　そっぽを向きながら、力なく呟つぶやく。

「……なんでもない、忘れてくれ」




　▼二日目〈Ｆ〉【星野一輝】の部屋

　その後のマリアの態度は、特に今までと変わらなかった。

　きっとあの発言は、ちょっとした失言だったのだろう。その証拠に、彼女は〝箱〟のことを色いろ葉はさんたちに話すことはなかった。

　誰も事を荒立てることがなかったからか、事態は硬こう直ちよくした。

　でも、事が動かないのは、今日きようまでだろう。

　色葉さんは、三日目に『グループ』に入るかどうかの決断を迫る。

　でも、とにかく今日きようは終わった。

　僕はベッドの上に倒れる。

　二日目も、死者はなし。




　▼三日目〈Ｃ〉【大嶺醍哉】と【密談】、【星野一輝】の部屋
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「…………本当に俺が言ったのか？　八日目の〈Ｅ〉の時間まで誰も死ななければ、自分の〝箱〟を潰つぶすすと」

「うん」

　頷うなずくと、醍だい哉やは黙だまって考え込む。

　今回の【密談】で、ようやく醍哉に〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟についてすべて話し終えた。ここにいる醍哉がＮＰＣであることはさすがに黙っていようと思ったのだけど、醍哉は何か伏ふせていることにはすぐに気付いてしまって、白状せざるを得なかった。

　でも、醍哉はそれだけのことをあまり気にしなかった。むしろ醍哉が気にしたのは、自分が〝怠惰なる遊戯〟の〝所有者〟であることに見えた。

「…………なあカズ。俺はお前をこのゲームに送り出すときに、どんなことを言ってた？」

「なんでそんなことを知りたいの？」

「つべこべ言わず答えろカスカズ」

　なんだその語感のいい悪口。

「……ええと、僕が醍哉に勝つって言ったら、『絶対に無理だ』って言ったよ。それが最後に醍哉と交わしたやり取りだったはず」

「そりゃあお前が俺に勝てることなんて、地球の自転速度が十倍速くなるぐらいあり得ないからな」

　さっきから失礼すぎるだろ、この人。

「となると、その『本物の俺』は、【王降ろしの国】で誰も死なないなんてあり得ないと思っているわけだな」

「……そうだろうね」

　いまいち納得できないのか、醍哉は顔をしかめて腕を組む。僕の話を信じるのか信じまいか考え込んでいるように見えたので、僕は恐る恐る尋ねた。

「……信じてくれる？」

　醍だい哉やは顔を上げ、厳しい顔を崩さずに答える。

「お前が間違いなく星ほし野の一かず輝きだとしたら、信じるしかないだろうな。俺の知る星野一輝は、こんなにすらすらと創作話はできないし、平然と噓うそも吐つけない」

　……要は信じてくれたわけか？

「……しかし、星野一輝だとしたら……お前、変わったな」

　思いも寄らない言葉。

「変わった？　僕が？」

「ああ。他人の〝願い〟と反発する存在であることは変わっていないが、その反発する理由が少し変わった気がする。前に言ったよな？　お前は浮遊しているように見えると。それが少し感じられなくなった」

「それって……どうして？」

「知るわけがないだろ。この〝箱〟の中で、意識が変わる事例でもあったんじゃないのか」

「〝箱〟の中で……？」

　そう言われて、一番初めに思い付いたのは、柳やなぎ奈な々なのことだった。

　目を逸そらし続けて、忘れていたつもりでも、だけどずっと僕を囚とらえ、がんじがらめにしてきた初恋。

　別に解放されたわけじゃないだろう。僕はまた彼女のことを忘れて、救われようとする。

　でも確かに、逃れられないことだけは悟さとった。それだけは悟ることができた。

　そんなちっぽけな変化で、僕は傍はた目めから見ても変わった？

「俺にはお前に目的……いや、欲望が出てきたように見える。そうなると、もしかしてお前、もう〝箱〟を使いこなせないかもしれな──」

　言いかけた醍哉の言葉が止まる。

「……どうしたの、醍哉？」

　しかし醍哉は、まるで僕の言葉が聞こえないかのように、目を大きく開いて固まっている。

「…………〝箱〟を使いこなす……？　なるほど……そうか……」

「醍哉……？」

　だけど醍哉は答えず、顎あごに手をやって、何かをひたすらに考えている。返事が返ってくるのを諦あきらめて待っていると、ぶつぶつと呟つぶやいていた醍哉の口元が上がった。

「ク、クク……」

　その含み笑いの意味が分からない。

「カズ、感謝するぜ」

「え？」

「自分の思考ってのは、分かりやすいものだな。おかげで俺は、『本物の俺』が何を考えているのか分かった」

　そんなことを言う、醍だい哉やは不敵に口の端を上げていた。

　その表情に、否いや応おうなしに不安を覚える。

　……なんだ？　醍哉は何かをたくらんでいるのか？

　でも、ＮＰＣの醍哉とは目的が一致しているはずだ。『八日間誰も死ななければ勝利』というのも信じてもらえたはずだ。

　だけど、どうしてだろう？

　もう醍哉が味方になってくれる気がしない。




　▼三日目〈Ｃ〉【柳悠里】と【密談】、【柳悠里】の部屋

　プレイヤーは孤独だ。

　一人ひとりだけゲームを有利に戦える情報を持ち、そしてそれを他のＮＰＣと共有することができない。だから結局情報を、他のＮＰＣを欺あざむく材料にすることしかできない。

　だから一人で戦うことになるのは、当然なのかもしれない。

　罪悪感に押し潰つぶされながら、生き延びるためにＮＰＣを殺す。それがきっと、このゲームの正しい戦い方なんだ。

　でも、それを打ち破ろうとしてきた。そうしないと、マリアを救えないと思っているし、こんな〝箱〟に屈したことになる気がしたから。

　だけど──本当にそれは実現できることなんだろうか？

　こんな誰も味方が作れないシステムの、【王降ろしの国】の中で。

　暗あん澹たんとした気分で柳やなぎ悠ゆう里りの部屋に入る。彼女は僕に視線を合わせることさえしない。僕は無む駄だと分かりながらも、メモ用紙に彼女へのメッセージを書く。

「…………」

　柳悠里は、僕が書いたメモを読むことなく、用紙を千切って丸めて投げた。

　もう僕に取り合う気はないらしい。

　唇くちびるを嚙かむ。

　言葉を伝えることもできないで、どうやって僕は、彼女を支配できるっていうんだ？

　今からでも、どうしても彼女を助けたいと訴えて、耳を傾けてもらうように動く？　……無駄だ。僕でさえ疑い始めているそんな言葉が、今更彼女に届くはずがない。

「────」

　拳こぶしを握りしめ、うつむく。悠里さんは落胆している僕に気付いていて、だけどやはり目もくれない。

　もう、打つ手はないのだろうか？

　もう、失敗してしまったのだろうか？

　次の〈Ｄ〉の時間に、色いろ葉はさんは『グループ』入りを強要する。彼女の予定通り事が進んでしまえば、僕が『王』になれることなんてない。

　ふと僕は、テーブルの上のメモ帳に気付く。きっと悠ゆう里りさんのものであるそれには、こう書いてあった。




『【革命家】は　色葉です』




　その意味。

　それは、すぐに読み取れた。

　つまり悠里さんは、こう言っている。

　──余計なことをすれば、殺す。

　それは事実だろう。色葉さんが自分がこの場を支配するなんて言えたのは、自分が殺される心配がなかったから──つまり【革命家】だったからだ。さらに、悠里さんが【王】か【魔法使い】なんだろう。この【役職】配分を知った時点で、色葉さんは、自分が【王降ろしの国】で殺される心配はなくなったと判断できた。

　そして、自分の指さえ切断できる彼女は、必要があれば僕を殺す決断を下せる。

　自分の現状を確認する。僕は誰も彼も敵に回してしまっている。悠里さんはもちろん、色葉さんも、神かみ内うち昂こう大だいも敵で、醍だい哉やはいつも通り何を考えているか分からない。唯一の味方であるはずのマリアは頼ることを許されない。

　こんな状態では何をしても裏目だ。

　じゃあ、もう『王』になることはできない？

「…………く」

　諦あきらめるなと自分に言い聞かせても、逆転の手は何も浮かばない。

　あまりに絶望的。

　僕はとうとうその場に膝ひざを突く。

　やっぱりもう無理だ。『王』は色葉さんに任せよう。うまく行くとは思わないけど、それでも僕が動くよりマシだ。神内昂大や醍哉の気まぐれに期待して、運を天に任せて、色葉さんに従おう。

　僕はただ、そこら辺に転がる石みたいに、ただそこにあるだけで何もしないようにしよう。

　僕は──もう負けたのだ。

　許ゆるしを請こおうと顔を上げる。

　そして目に入った。僕を無表情で見下ろしている、悠里さんの瞳ひとみが目に入った。




　──空ろな瞳が目に入った。




「────あ」

　そうして僕は、突然分かった。

『だって恨うらんでいるでしょ？・自分を騙だまして無む惨ざんに殺した奴やつらをさあ・だってあいつら自分が生き延びるためにカズキくんを殺そうとしたんだよ・ククク』

　その言葉に対する返答が突然分かった。




　──違う。恨んでいない。だけど……遠慮なく叩き潰して屈服させる。




　昨日きのう悠ゆう里りさんを苦しめてしまったときに、倒しても構わないという気持ちがあるのは、〝箱〟に屈しているからじゃないかと思った。

　でもそれは、違うんだ。

　僕はきちんと惑わされず分かっていたのだ。僕がしなきゃいけないことは、目の前の、ＮＰＣでしかないみんなに、無む駄だに優しくすることじゃないと。

　現実にいるみんなを救うことだと。

『私を殺してくださいね』

　二回目のゲームで、『本物の悠里さん』はそんなことを僕に言った。こんなことを言わなければならないほど彼女は、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟に追いつめられた。

　でも、彼女がそれだけ苦しんだのは、〝怠惰なる遊戯〟だけのせいか？

　違う。彼女は元々、苦しんでしまうだけの要素を、現実世界から抱え込んでいたんだ。それが今の僕には分かる。どうしようもない、何の役にも立ちそうもないこの〝箱〟の中で、学んだから。

　すでに起こってしまったことは変えられない。色いろ葉はさんたちを殺してしまった悠里さんはもう救えない。

　でも、現実世界から抱え込んだ要素を、分析して、解体して、取り除くことはできるんじゃないか？

　そうすれば彼女の苦しみを、少しは解き放てるんじゃないか？

　そのために、勝利する。

　ＮＰＣである彼女たちを叩たたき潰つぶすことも厭いとわない。

　それが、僕が現実を、日常をきちんと見み据すえていた証明になる。〝怠惰なる遊戯〟なんかに屈していなかった証明になる。

　ということは、

「────ふふ」

　まだちっとも僕は負けていない。

　立ち上がる。

　このゲームのプレイヤーは確かに孤独だ。でも孤独だろうが何だろうが構わない。

　どんなに状況が絶望的でも、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を打ち破れるのは僕しかいない。僕以外、誰も他のみんなを救うことができない。

　だったら……それは僕がやる。

　手始めにまず悠ゆう里りさんを屈服させ、僕はみんなを救う。

「…………何ですか、その笑えみ？」

　悠里さんは、まだ僕を空うつろな目で見ていた。

　ありがとう。その目のおかげで気付いた。悠里さんが本音を押し殺すことに慣れてしまったことに、彼女の苦しみの原因があることに気付いた。そのことを何とかしたいと思っていたことを確認できた。

　僕は笑みを浮かべたまま、『革命家は　色いろ葉はです』と書かれたメモ用紙をわざと乱暴に引きちぎり、彼女の目の前で音を立てて破り捨てる。

　悠里さんの空ろの瞳ひとみが、驚きの色に変わる。

　ああ、そうだ。それでいい。

　もう、そんな空ろな目を、二度とさせてやるもんか。

「柳やなぎ悠里」

　突然呼び捨てにされた彼女は、大きく目を見開かせ、僕を見つめる。

「お前は、現実の悠里さんの糧になれ」

　彼女をよく知る僕は、どんなリアクションをするか分かってる。

「…………あ」

　ああ、予想通り、臆病な君は顔を青くしたね。

　これでもう、僕を無視する余裕はないね？

「そのために、色葉さんの言う『グループ』を崩壊させる。まずは手始めに悠里さんを脱退させる工作を、今するよ」

　たっぷり数秒間絶句して、でもどうにか彼女は反論する。

「な、何を言って──だ、脱退なんて私がするわけがないし、できるわけないじゃないですか」

「させるって言ってる」

「そんなこと宣言したら……い、色葉に殺されますよ……？　色葉は本当にやりかねない……いえ、やってしまう人ですよ？」

　もう悠里さんに、この会話を色葉さんに聞かれてしまう、そんなことを考える余裕はない。

「分かってるよ」

「じゃ、じゃあなんでこんなことを言い出すんですか！　自殺行為ですよ！」

「色葉さんも倒すからに決まってる。そうすれば殺されない」

　その言葉に、悠ゆう里りさんは目を見開く。

　そして大きく首を振る。

「無理に……無理に決まってます。私が、私がそれをどれだけ思い知ってるか……」

　そう──

　それだ。

　悠里さんにこびり付いているその膿うみが、苦しみの原因だって、ようやく分かったんだ。

「じゃあ、僕が色いろ葉はさんを倒せれば…………」

　彼女に空うつろな目をさせている原因。それは──

「僕が倒せれば、悠里さんは、色葉さんへの嫉妬を克服できる？」




　──色葉さんへの劣等感。




　それは、醍だい哉ややマリアが近くにいる僕にも容易に理解できる感覚だ。いつもいつもすぐ側そばで敵かなわないと思い知らされて、自分がちっぽけな存在だと錯覚してしまう恐怖。

　ましてや、僕と違い、彼女は二番目だった。追いつけると思える分だけ、きつかったに違いない。

　わずかに届きそうで、ずっと届かない、新しん藤どう色葉への距離。

　それを思い知らされるのは、どれだけつらいことなのか？

『やっぱり、私みたいなバカは、静かにしてればよかったんですね……。みなさん、混乱させてごめんなさい』

　一回目のゲームで、彼女は自分をバカだと言っていた。僕から見れば十分優秀で、頭のいい彼女は、いつも自信がなさそうだった。

　その心の中に、いつも敵かなわない比較対象がいたから。

「────あ」

　自覚は、やっぱりあったんだろう。

　悠里さんはかわいそうなぐらい動どう揺ようして、震えている。

「色葉さんに何でもいいから勝ちたかったよね？」

　僕の言葉に、悠里さんはビクンと肩を上げる。

「悠里さんは、色葉さんに勝ちたかった。ずっとずっと勝ちたかった。だから今回のゲームの中でも勝ちたいと思った。色葉さんを自分の思惑通り動かすことができれば、それは勝ったと言えるんじゃないかと思って、実際に行動した」

　自分がプレイヤーの時に、色葉さんを欺あざむくように動いたのも、わざわざ元カレのことを彼女に話して苦痛を与えたのも、きっと彼女に勝つ実感が欲しかったからだ。

「な、何を分かったようなことを──」

　動どう揺ようしながら否定する彼女の表情は分かりやすくて、いつものような狡こう猾かつな演技性はまるで見えない。

「でも、実際悠ゆう里りさんの思惑通りに事を運んだけれど、到底勝ったなんて思えなかった」

「────ッ!!」

「だって圧倒されたから。自分の指さえ切断できるその覚悟の差に、すごみに、自分のちっぽけな策略なんて、敵かなわないと思い知らされたから」

「…………やめて」

「そして彼女のすごさを知った上で、それに頼ることで生き残ろうとしか考えられなかった、ふがいない自分の矮わい小しようさを思い知らされたから」

「やめて」

「そもそもどうやっても勝てないと自覚していたんだ。だって、想い人を奪っても消えない劣等感が、その程度のことで拭ぬぐえるわけないって知ってたから」

「やめてって言ってるんでしょ！」

　その悲鳴のような叫さけび声と一いつ緒しよに、頰ほほに痛みが走った。

　……平手で殴なぐられた？

　一いつ瞬しゆん信じられなかった。だって、悠里さんが殴る？　自分のコントロールが誰よりもうまい彼女が？

　他でもない悠里さん自身が、自分の行為に驚いて目を丸くしていた。彼女は僕を殴った手を、閉じたり広げたりして、じっと見つめている。

「──あ」

　そうして肩を震わせる。

「ご、ごめんなさ──」

　言い切る前に、彼女の瞳ひとみからボロボロと涙がこぼれ始めた。

「…………ご、めんなさい。でも、お願い……もうやめてください……もうそんな酷ひどいこと言わないでください……私の心を土足で踏ふみ荒らさないでください……お願いします……お願いします」

　つらいだろうな。

　そんな醜みにくい感情を、直視しするのはつらいだろうな。

　何せ二回目のゲームで、自分の欺ぎ瞞まんを暴露したときでさえ言えなかったことだ。

　でも、

「ダメだ」

　関係あるかそんなの。

　だからこそ、踏み込まなきゃいけないんだから。

「う……ああぁ……」

　僕の冷たい言葉に、悠ゆう里りさんは、泣き声を上げてしゃがみ込み、自分の顔を覆い隠す。

「ここで逃げられちゃ、僕は現実の悠里さんに何もしてあげられない。だから顔を隠すのはいいけど、耳はふさがないでよね」

「う、うう…………」

　彼女が苦しんでいるのを見るのは、もちろん胸が痛い。でも、そんな僕の感情も関係ない。

「二回目のゲーム、悠里さんが僕の立場だったときの話だ」

　僕は、悠里さんにとどめを刺す。

「悠里さんは色いろ葉はさんを、殺したよ」

　しゃくり上げるような泣き声が止まり、真っ赤な目で僕を見上げる。

「…………な、何を言って……？」

　僕は敢あえて何も言わない。

「……こ、殺す、なんて……そこまでするわけないです！　私は……確かに卑ひ怯きような人間で……でも、さすがにそんなこと、できないです！」

　間違いなくは本心から言っていた。きっとそれは本当なのだろう。あんなことができたのは、あくまで自分がプレイヤーで、色葉さんを含めた他の人間がＮＰＣだからできたことなのだ。

　でも、そうであっても現に殺した。

　色葉さんは悠里さんを、自分を欺あざむき殺した最低の女だと認識した。

　その事実は、もう変わらない。

　他人の表情を読むことが得意な彼女は、僕の表情を見て、色葉さんを殺したことが事実だと分かったのだろう。もう彼女は何も言えず、ただ放心状態で涙だけを流し続けている。

　僕はそんな彼女に続ける。

「悠里さん。詳くわしくは後で話すけれど、自分のプレイヤー時に勝利した悠里さんと色葉さんは、もう生き延びることができているんだよ」

　その言葉に悠里さんはわずかに反応する。話を理解できているようだから続ける。

「でもこのままじゃ、自分が殺されたことを知った色葉さんは、悠里さんを許さない。そして悠里さん自身も、それだけのことをしてしまった自分が許せない。生き延びたけれど、それじゃあ到底幸せになれないと思う。だから、噓うそくさく聞こえるかもしれないけど、僕はそれをなんとかしたいんだ」

　そして僕は言う。

「そのために、どうすればいいのか僕は考えたよ」

　悠里さんは、涙を流しながらも意思を取り戻した様子で僕を見る。

「結果を作ればいい。今回の【王降ろしの国】で、二人ふたりがお互いへの感情を全部打ち明けて、それでも助け合い、信用し合う結果を作ればいい。このゲームで信頼し合える二人なら、これからも大丈夫なはずだ。色葉さんは悠里さんを許すはずだ」

　ゆっくりと言う。

「だから全部話すんだ。色いろ葉はさんへの想いを全部、言葉にするんだ」

　悠ゆう里りさんの言葉を待つ。

　ずっと黙だまっていた彼女は、ようやく口を開く。

「…………意味が、分からない」

　抑よく揚ようのない声で、彼女は言った。

「私と色葉がもう生き残っているだとか、私たちが信頼し合えば助かるだとか、全然、意味が分からない」

「……そっか」

　それもそうだ。事情をほとんど知らない彼女に、こんな内容が伝わるわけがない。

「でも──」

　その逆接の言葉に、僕は顔を上げる。

　悠里さんは、弱々しく微ほほ笑えみを浮かべている。

「分かんなくていいや、もう。生き残るために、酷ひどいことばかり考えるのは限界だから……もういいや」

　言って、彼女は突然僕に抱きつく。

「だから……頼っていい？」

　抱きつくその腕の力は、力加減ができていないのか、痛い。

　その調節できていない強い力が、頼りない。

　僕はそのことに驚く。

　彼女はどんなに苦しくても、自分なりのやり方で一人ひとりで戦っていた。いつも不安げにしているけれど、だけどそれでもずっと心を折らずに、戦い続けられる少女だった。自分がプレイヤーの時にだって、ＮＰＣを騙だましつくし、追いつめ、殺して、罪悪感に潰つぶれても、最後には戦う意思を取り戻して勝利した。

　柳やなぎ悠里は、そんな強い少女なのだ。

「私を……助けて」

　それなのに今、もう、僕に頼ることしかできていない。

　コントロールできずに、ただ目の前のわずかな救いにすがりつくことしかできない。

　その様は少しだけ似ていた。

『柳奈な々な』に似ていた。

「うん。僕が助けるよ」

　でも、もう、『悠里さん』と『柳さん』を混合したりしない。

　僕は他でもない『悠里さん』を助けるために、抱きしめ返して、言う。

「絶対にみんなを助けるよ」




　▼三日目〈Ｄ〉大部屋

　こう見えても中学生の頃までは自信家だったんです、私。成績はいつも一番だったし、ピアノも得意でコンクールで賞を取ったりとかしてたんですよ。吹奏楽部では部長で、生徒会長もやっていました。私の周りには、私を慕ってくれる人たちが、絶え間なく当たり前のよう集まっていました。

　そんなだから、無意識に自分が特別だと思っていたのかもしれません。

　高校になっても、ずっと変わらないと私は疑ってなかった。でも、私のその『特別』って席は、高校生活の中には用意されていませんでした。その席に座っていたのは、入学式で新入生の挨あい拶さつを彼女がした時から、新しん藤どう色いろ葉はだったから。

　でも私だってすぐに諦あきらめたわけじゃない。その席が取り戻せると信じてた。むしろライバルができたことを喜んでたぐらいです。

　私はすぐに色葉を追い抜けると、一番になれると信じて、中学の時以上に努力しました。とにかくまずは勉強と、机に向かう時間を増やしました。もちろんただただ長時間勉強するだけじゃなくて、効率とか、集中力の保ち方とか、試行錯さく誤ごして勉強しました。

　だけど、敵かなわない。

　さすがに焦あせりだして、とにかく成績だけは勝ちたいって思って、私は小学生から続けていたピアノをやめて、入っていた文芸部にも行くのをやめて、好きだった海外ドラマも見るのをやめて、友達と遊ぶのも控えるようにして、睡眠時間を削けずって、真ま面じ目めちゃんだと揶や揄ゆされるのも覚悟で休み時間も勉強しました。

　なのに、いつも色葉が私の上にいた。

　色葉は部活もやってるのに、ずっと生徒会に入っているのに、授業中眠ったりしてるのに、私ほど努力しているようには見えないのに……全然敵わない。

　でも別に、それはおかしなことでも何でもなかったんです。模試の結果でも、これだけ努力している私の上に、常に百人近くもいました。私よりピアノがうまい人もたくさんいたし、テレビを点ければ私なんかが絶対敵わない美人が代わる代わる映ります。敵わないのは何も色葉だけじゃない。だからこの結果はおかしくない。

　私は、ただ思い知っただけなんです。私が、ただの凡人だってこと。特別なんかじゃないってこと。

　色葉のおかげで、私はそのことを知って、恥ずかしい思い上がりから卒業できただけなんです。色葉がいなくたって、遅かれ早かれ気付いたことだと思います。

　でも、悔くやしかった。

　とてつもなく、悔しかった。

　どうして、特別なのが、私じゃなかったの？

　気付くのがこんなに遅かったせいで、私には何もなくなっちゃった。友達も離れて、趣味も特技も何もなくなって、ただちょっと勉強ができるだけのつまらない女になっちゃった。

　そんなとき、色いろ葉はに好きな人がいることが分かりました。色葉は隠そうとしてたけど、私から見たらバレバレだった。そして、色葉の気持ちに気付いた途端、その人がとてつもなく魅力的に見えた。だって、あの色葉が好きな人なんだから素敵に決まってる、そんな風に思ってしまったから。

　あの人、私と色葉に言い寄られたら、どっちと付き合うのかな……？

　そんなことを考えたときに、私によこしまな考えがよぎりました。




　もし、あの人が私を選んだら──

　そうしたら、私の方が、色葉より魅力的ってことになるのかな？




　自分のやろうとしていることが、どれだけ最低なことかは分かっていたつもりです。でも、それでも止められなかった。

　だって私は、どうしても見たかった。

　私を羨うらやむ色葉を、私に嫉しつ妬とする色葉を、絶対に敵かなわないと思っていた色葉が負け犬になる姿を。

　そして負け犬になって、思い知ればいいんだ。

　色葉に敵わないで、ずっとずっと悔くやしい思いをしてる人がいることを、思い知ればいいんだ。




　そうして私は、あの人と付き合うことに成功しました。

　私は何食わぬ顔で、色葉のあの人への好意なんてあたかも気付いていないかのように無む邪じや気きに喜んでいるふりをして、そのことを色葉に報告しました。内心は、色葉が歯を食いしばって悔しがる様を期待して、ほくそ笑えんでいました。そのときの自分を思い出すと本当に吐き気がします。

　ねえ、色葉。悔しがってよ。嫉妬してよ。憎にくんでよ。

　何でも良かった。私にマイナスの感情をぶつけてくれれば何でも良かった。でも、色葉の反応は、私の想像したものとまったく違いました。




「おめでとう」




　言って、優しい笑え顔がおで、私の髪をぐしゃぐしゃと撫なでました。

　色葉は──よりによって、私の恋愛の成じよう就じゆを、心から祝福したんです。

　私を。

　こんな私を。

　こんな、色いろ葉はをおとしめることばかり考えていた私を。

　信じられなくて、信じたくなくて、私はまだ工作を続けました。勘違いだと気付き始めてる恋愛感情に気付かないふりをして、まだ利用し続けました。なのに、どんな相談をしても、別れたと話しても、色葉は私を応援してくれるだけ。

　その度に突き付けられます。

　私が見て見ぬふりをしてきた醜みにくさを、矮わい小しようさを、惨みじめさを、色葉の輝きによってより明確にされ、強調され、突き付けられました。

　ああ、ちゃんと分かっています。苦しくて、苦しくて、それだけ苦しくても──だけど、私は保護されるべき被害者ではなく、罵ば倒とうされるべき加害者だってこと。

　でも、やめられない。

　引き返せない。

　これだけの罪を犯して、自分が凡人どころではなく、どうしようもない愚者にまで落ちてしまった事実を認めたくないから。

　色葉に勝てば、『特別』な彼女に勝てば、自分が愚者でなくなり、許されるだなんて思っているわけじゃない。

　でももう、私にはそれしかできなかった。引き返す道なんてどこにもなかった。

　だってそうでしょう？

　ごめんなさい。

　ごめんなさい。

　そんな言葉だけで許してもらえるほど、私の罪は軽くないのですから。







「って言えば、あたしが許してあげるって？」

　全員が揃そろった大部屋で、色葉さんは冷たく嗤わらう。

　悠ゆう里りさんの携帯端末に保存されたその告白を、あの後の【密談】で聞いたのだろう。

「自分の惨みじめさを訴えれば、あたしがアンタの欺ぎ瞞まんを許してあげるって？」

　事情が分かっていないマリア、醍だい哉や、神かみ内うち昂こう大だいは、無言で事の成り行きを見守るしかない。

「許さねえよ、クソビッチ」

　言って、白の下着姿で上正座させられている悠里さんに、唾つばを吐き捨てる。

　色葉さんの酷ひどい行為にも、悠里さんは小さく震えるだけで、何も言い返すことなくうつむいている。その左頰ほほは、色葉さんの部屋で殴なぐられでもしたのか腫はれている。

　その様を直視するのはつらい。だって、僕はこうなることを想定していた。だからこれは僕の責任でもあるんだ。

　でも、これぐらいしなければ、色いろ葉はさんに対抗なんてできない。

「…………おい新しん藤どう、一体何があったんだ？」

　マリアが悠ゆう里りさんの様に耐えられず、口を開く。

「別に大したことじゃない。『グループ』に入ってあたしに服従を誓ったくせに、命令に背そむいて余計なことをするとこうなるってだけのこと」

「しかし、これはやりすぎでは……」

　マリアの忠告に反抗するように、色葉さんは正座をしている悠里さんの頭の上に靴底を載せる。

　その行為に「う……」と思わず悠里さんが声を漏もらすと、色葉さんは舌打ちし、無言で頭を踏ふんでいる力を強くした。ぐぐぐ、と足に力を込め、額ひたいを床に着けさせる。

　悠里さんのその体勢は、まるで土下座しているようだ。

「誰が口を開いていいなんて言った？　アンタはただ置物のようにこうべを垂れてればいいんだよ。それさえこうやって無理矢理身体からだに叩たたき込まないとできないわけ？」

「や、やめろ新藤！」

「やめない。……それはさておき、分かっているよね？　タイムリミットだ。この時間に、全員あたしの支配下になってもらう。それはこのクソアマにどんな思惑があろうと、あたしが考えるベストのやり方だから変える必要はないよ」

　色葉さんは、悠里さんの頭の上に足を載せたまま言い放つ。

「そしてこんなゲーム、あたしが『王』になることで、終わりにしてやる」

　そう、色葉さんはそういう人だ。

　こうやって、さっきまで親友だと自分が認識していた人を、自分の目的に都合がいいように扱える。

　もちろん何も感じていないわけじゃない。しっかり傷付いているはずだし、罪悪感もあるはずだ。でもその感情を封じ込める。色葉さんは目的のためなら、自分の感情さえ一時的に操作することができる。

　それを、初日に彼女が全員を殺し勝者になった、三回目のゲームで知った。

　そう、だから予測していた。

　彼女がこういう行動に出ることを、予測していた。

　だから僕は──

「無理だよ」

　──色葉さんを、偽いつわりの王の座から引きずり下ろせる。

　色葉さんは悠里さんの頭からゆっくりと足を降ろし、じろりと僕を見る。熱量のあるその視線には、間違いなく殺意が含まれている。

「……それは、つまりあれかな？　あたしの『グループ』に入る気はないって宣言しているわけかな？　残念だね。星ほし野のくんは死ぬよ」

「違う。単に事実を言ってるだけだよ。だって、こんなにも甘い色いろ葉はさんが、支配なんてできるわけがない」

「甘い？　何のことを言ってるわけ？」

　睨にらみ付けるその視線が、本当は怖い。でも精一杯余裕を作るために、口元を緩ゆるませる。

「悠ゆう里りさんへの対応が甘いって言ってるんだよ。服をひん剝むいて、殴なぐって、唾つばを吐きかけて、足を頭に載っけただけ？　はは、甘いね」

　色葉さんは、僕と同じく余裕を見せつけるような笑えみを浮かべる。

「じゃあどうすれば満足するのかな？」

　その笑え顔がおを消すために、言う。

「殺せよ」

　思惑通り、色葉さんは笑顔を消して、目を見張った。

「初めに言ったじゃないか。刃向かうそぶりを見せただけで、全員の食糧を流すって。でもしてないんだよね？　服をひん剝いて、下着姿にする、そんなパフォーマンスをわざとらしくやるぐらいだから、してないんだよね？」

　色葉さんは口の端を上げる。

「……はは。あたしが実際に食糧を流して殺さなかったらパフォーマンス？　ずいぶん歪ゆがんだ考え方だね。食糧を流すってのは誇張表現だったって、どうして分からないわけ？　実際そこまでやるつもりがなくても、あの場ではそう言っておく必要があったって分からない？」

「たとえそうであっても、実際に刃向かった悠里さんにこうも甘い対応を見せれば、もう『グループ』の拘束力はないって見せつけてしまったようなもんじゃないか」

「…………なんなの？　君は悠里を殺せって言ってるの？」

「まさか。僕はただ示しているだけだ」

　淡たん々たんと、告げる。

「『グループ』なんてシステムは、初めから破は綻たんしているってことを」

「…………」

　色葉さんは押し黙だまり、腕を組む。このままだと僕に押し切られてしまうことを、聡そう明めいな彼女なら分かっている。

　でも、考えたって、逆転の手段なんてないよ。

　だって僕の発言は、絶対的に正しい。

「…………どう破綻しているのか、言ってみてよ」

　その声は、さっきまでよりわずかに力なく聞こえる。

「『グループ』は悠里さんへの信頼で成り立っていたんだ。でも、そんなものは元々なかった。色葉さんは有りもしない信頼を前提に、この作戦を立てた。だから破綻してる。違う？」

「…………」

　後一押しだ。

　後一押しで、目的のためならナイフで皆殺しをすることも、ただ他の人を納得させるためだけに自分の小指を切断することもできる新しん藤どう色いろ葉はを、偽いつわりの王の座から引きずり下ろせる。

　僕は確かに、彼女を追いつめている。

　──そのはずなのに。

　それでも、色葉さんは口の端を上げた。僕に余裕を見せつけるかのように。

「うん、『グループ』制度の維持は難しいかもね。認めるよ。でも、それが何？『グループ』形成が難しいなら、さっさとこの作戦を放棄して、新しい作戦を立てればいいだけ。それがあたしにできないとでも？」

「…………」

　さすがに、想定をしていない切り返しだった。

　ここまで追いつめられても、色葉さんは投げ出したりしない。

「どうにしても、君に屈する理由は何一つない」

　そうだよな。

　この程度で新藤色葉が僕に屈するわけがない。色葉さんは一番初めに倒すべき相手で、そして──一番強力な敵なのだから。

　そしてその一番の強敵さえどうにかできれば、僕は目的を達成できる。醍だい哉やとは目的が一致しているはずだし、神かみ内うち昂こう大だいの気まぐれは色葉さんと悠ゆう里りさんがいれば、殺しまではやらないよう制御できるはずだ。

　どんなことだって、一番大変なのは軌き道どうに乗ることだ。軌道に乗ることができれば、後はそこまで難しくない。

　軌道に乗るための一歩目。色葉さんの攻略。

　それができればもう、目的を達成できる。

　だから絶対に引かない。僕は間違いなく色葉さんを追いつめているのだから、絶対に引かない。

　僕は後一押しを探す。

「…………」

　悠里さんを見る。頭を床に押し付けたまま震えている悠里さんを見る。

　──ああ、なんだ。

　色葉さんがどんなに粘ねばろうが、関係ないじゃないか。

「……じゃあ、悠里さんを見捨てるんだね？　自分と他の人を助けるために」




　だって色葉さんは、自分が負けている事実にもう気付いている。




　色いろ葉はさんは僕の質問に躊躇ためらいもせず、言う。

「そうだね」

　予想通りの肯こう定ていの言葉を。

　明らかな噓うそを。

　僕に見抜いて欲しいと願っている噓を。

「騙だまされないよ」

　だからこれでもう、終わりだ。

「さっき言ったよね？　じゃあ悠ゆう里りさんを殺せって」

「────」

「悠里さんを見捨てるなら、この場で見せつければいい。指を切ったように悠里さんを殺して、その決意を見せつけ、全員をその迫力で跪ひざまずかせればいい」

　色葉さんは。

　色葉さんはきっと、自分が誰よりも『王』にふさわしいと思っている。思っているからこそ前に立っている。それが自分の目的を達成するのに一番確率が高いと思っているからやっている。

　でも、もし他の誰かが『王』にふさわしいと思えたならどうする？

　きっとその人に『王』の座を譲ゆずるだろう。

　だから、色葉さんは試している。

　僕が『王』の座にふさわしいか、この程度の噓なら見抜けるかどうか、試している。

「……………………はは」

　色葉さんは笑い声を漏もらす。

「……そうだね、できないよ。だから、あたしはもう『王』になれない」




　そうして──

　色葉さんは僕に『王』の座を譲った。




　唇くちびるを尖とがらせた色葉さんは、そのまま一人ひとり椅い子すに座る。「はあ……」とわざとらしく溜ため息いきを吐ついて、苦笑を浮かべる。

「……色葉が、負けた……？」

　顔を上げた悠里さんは、諦あきらめたように椅子に座る色葉さんを見て、目を丸くしている。下着姿の彼女は立ち上がり彼女の元まで歩き、座っている色葉さんを見下ろす。

「…………どうして？　どうして色葉、私を殺さないの？　それぐらいやるでしょ……？　自分の目的のためなら、それぐらい色葉はできるでしょ？」

　それを聞いた色いろ葉はさんは、苦笑する。

「悠ゆう里り。あたしの目的って何？」

　肘ひじを突いて、視線をそっぽに向けたまま、そんなことを尋ねる。

「え？『王』になること……だよね？」

「そんなわけないでしょ。それは目的を達成するための手段」

「そ、そうか。じゃあ──」

　困惑したままの悠里さんに、色葉さんはなかなかかけ算ができない子供に根気よく教えるみたいに、優しい笑え顔がおで言った。




「あたしの目的は、悠里を護まもることだよ」




　悠里さんはますます困惑することしかできない。

　彼女にとって、それがあまりにも信じられない言葉だったから。

　でも、僕はそれを分かっていた。

　一回目のゲームで死ぬ間際に彼女はこう言った。『助けられなくてごめんね』と、自分の命が消える直前だったのに僕に向かって言った。

　その言葉が、色葉さんの目的が悠里さんを護ることだと示していた。

　もちろん自分の命も、他のみんなの命も護ろうとしていた。でも、こんな生き方をしている色葉さんは、自分よりも他人を優先するだろう。そして今日きよう出会ったばかりのよく知らない人たちよりも、悠里さんの命を救いたいと思うだろう。

　だから、『グループ』のシステムを保てなくなろうとも、悠里さんを殺すわけがない。

　悠里さんは色葉さんの言葉が信じられず、首を振っている。

「う、噓うそだよ。だ、だって私、色葉を裏切ってたんだよ？　だから怒ってこんなかっこにしたり、ぶったりしたんじゃ……」

「悠里、あたしを舐なめてるの？」

「え？」

「あたしが感情に振り回されて、目的を変えるとでも？　あたしがそんな小物だと？　単にあたしは、悠里が星ほし野のくんに協力してしまったから、『グループ』を保つために形だけでも制裁しなきゃいけなかっただけ。服をひん剝むくなんて、見た目にも分かりやすくていいパフォーマンスでしょ？」

「…………」

「ま、悪あがきだよね。あたしはね、悠里がただ黙だまって従ってくれると疑いもしてなかった。こうやって星野くんの手に墜ちてしまうことを想定してなかった。だからこうなったら、もうあたしの負けだったんだよ」

　言った色いろ葉はさんを、悠ゆう里りさんはじっと見つめて──それでも納得できないのか、また首を振る。

「……分からないよ。私の命を護まもることが目的？　仮に最初はそうだったとしても、色葉をずっと陥おとしいれようとしてきた真実を知って、私を助けるなんて思うわけない。こんなに酷ひどい私を助けるわけない」

「悠里さ、バカでしょ？」

　色葉さんは溜ため息いきを吐つく。

「う、え……？」

「そんなの考えるまでもないでしょ？」

　それでもキョトンとしている悠里さんに、色葉さんは頭を搔かきむしる。

「……ああもう！　じゃあさ、悠里はあたしの立場って考えたことあるわけ？」

「色葉の立場……？」

「そう。悠里さ、自分がずっと成績が一番だったって言ってたけど、そんなのあたしも同じだよ。あたしだってずっと一番だったんだよ」

　悠里さんはその発言の意図が分からないのか、まだ戸惑っている。

「その座に居座りたいのは同じなんだよ。それなのに、猛烈に後ろから追っかけてくる奴やつがいたらさ、頑張るしかないじゃん。負けたくないって思うじゃん。あたしがどれだけ影で必死になって努力して、その座を守り続けたと思うの？」

　悠里さんの顔に、驚きが宿る。

「努力したのに敵かなわないのはあたしが特別だから？　関係あるかそんなもん。あたしから言わせりゃ悠里は、きちんとした目標設定ができてないんだよ。悠里は、自分がどうなりたいか、何のために勉強してるかすぐに答えられる？　答えられないでしょ。だってあたしに勝ちたいぐらいしか考えてなかったんだから」

「それは…………」

「そんな志こころざしの低さであたしに勝てるわけない。努力した？　どの口が言ってるんだよ。全然足りないんだよ。本当に努力した奴は自分には何にもないとか、うんこみたいなこと言わねえっつの」

「…………じゃあ、私は、もっと努力すれば、色葉みたいになれるの？」

「ああ、もう！　人の話の何を聞いてたんだよ！　なれるわけないでしょそんなの。あたしはあたし。悠里は悠里。どんなに羨うらやましくたって、適正とか能力とかは絶対違うんだから、他人と同じになんかなれない。どんなに羨ましくたって悠里はあたしになれない！」

「そうだよね。あたしなんかが色葉になれるわけ──」

　その言葉を聞いた色葉さんは眉まゆをつり上げて立ち上がる。その様に震え上がった悠里さんの肩を、鬼気迫る表情で摑つかむ。

「い、痛ッ」

「そうだよ。どんなに羨うらやましくたって──」

　そして叫さけぶ。




「あたしは、悠ゆう里りになれないんだよ！」




　悠里さんは、痛みでしかめていた表情の代わりに、驚きで目を大きくして、色いろ葉はさんを見つめる。

「悠里が付き合うことを聞いて、平然としてた？　純粋に祝福してあげたように見えた？　そう見えたなら成功だね。だって親友が恋愛を成じよう就じゆさせたのに、それを祝福しないだなんて、そんな失態晒さらせるわけないからね」

「い、色葉……？」

　気丈にしていた色葉さんの表情はもう崩れていた。『グループ』が破は綻たんしても、平然としているように見えた彼女が、本気で目をつり上げていた。

「好きな人を奪われて、悔くやしくない人間なんているわけ？　あたしだって悔しかったに決まってるじゃん。嫉しつ妬としたに決まってるじゃん。でも仕方ないじゃない、あいつが悠里を選んだんだからさ！　付き合ったって聞いて『そりゃそうだな』って思っちゃったあたしの心境が分かるの？　そりゃあたしなんかより、悠里の方を選ぶだろうなってすぐに納得しちゃった心境が分かるの？　そう思っちゃった自分に悔しくないと思う？　でもあたしは悠里じゃないから諦あきらめるしかないじゃんかよ！

　なんなの悠里！　人の表情を読むのが得意なくせに、何でそこだけは分からないの？　あたしに嫉妬して欲しかった？　バカじゃないの！　あたしは…………あたしは！　入学した日に悠里を一目見たときから──」

　肩をますます強く摑つかんで、叫さけぶ。




「悠里に嫉妬してたよ！」




　まだ何を言われたのか理解できない悠里さんは、呆ぼう然ぜんと色葉さんを見つめている。

　悠里さんからしてみれば信じられないんだろう。超人だと、自分が絶対に敵かなわない相手だと思い込んでいた相手が、まさか自分に初めから嫉妬していただなんて、すぐには信じられないんだろう。

　──ごめんね、悠里さん。僕は知ってたよ。

『でも、そんなあたしが、初めて尊敬して、羨ましくて……たぶん嫉妬したのが、悠里なんだ』

　一回目のゲームの時から、そのことを知ってたよ。

　だから二人ふたりのすれ違いが、二人を壊していることも知ってたよ。

「あたしだって誰かに甘えられたらって思うよ！　でも、あたしはそんなことどうしてもできない。そう思ったとき……いつも悠ゆう里りの顔が浮かぶよ」

　言って、摑つかんでいた肩を離す。

　呆ぼう然ぜんと色いろ葉はさんを見つめていた悠里さんの顔に、驚きが宿る。

「色葉……なんで、泣いて」

「はは、何言ってるの？　あたしが泣くわけ──」

　冗談に付き合ってやるぐらいの調子で、色葉さんは頰ほほに手を当てる。

　そして、目を見開く。

　自分が泣いている事実に、気付いたから。

「噓うそ……？　あたし、泣いてる……？　物心付いたときから泣いた覚えさえないよあたし。それなのにましてや人前で泣くだなんてそんなの、あるわけないのに……」

　でも、涙を流している。

　現に涙を流している。

　歴然とした事実として、色葉さんは泣いている。

　色葉さんの表情が崩れる。

「う…………」

　ずっと張りつめていた顔が、まるで子供のように崩れる。

「うあ……うあああああああああああ！　ああああああああああああああああああああん」

　大声を上げて、泣き叫さけぶ。

　あの、色葉さんが。

　目的のために、指さえも切断できる色葉さんが。

　感情を抑おさえることができずに、子供のように泣いている。

「い、色葉……？」

「うあああああああああああああああああああん！　悠里のバカバカバカバカバカァ！　信じてたのに！　あたし……バカみたいに絶対悠里だけは裏切らないって信じてたのに！」

　大量に涙をこぼれ落とし、鼻水を垂れ流す。

「それなのになんだよ誰が超人だよふざけんなよおおおお！　あたしをちゃんと見ろよお！　あたしだって『王』になりたくなんかないよ！　殺人ゲームは怖いよ！　指を切ったの痛いよ！　誰かがあたしを護まもってくれたらなって思うよ！　でも嫌いやでもやるしかないじゃん！　あたしが一番『王』にふさわしいって思ってたんだから、責任を持ってやるしかないじゃん！　あたしが誰かを頼ったせいでみんなが、悠里が死ぬなんてやだからやるしかないじゃん！」

　子供のように号ごう泣きゆうする彼女にはもう、いつもの超然的な様子は欠片かけらもない。

　悠里さんは、驚いたまま尋ねる。

「色いろ葉は……どうして私なんかを護まもろうと……？」

　そのどこかずれた問いに、色葉さんは真っ赤な目で悠ゆう里りさんを睨にらみ付ける。

「そんなの決まってんじゃん！」




　僕は、ふと思い出す。

　一回目のゲームで、色葉さんが言っていたセリフ。

『あたし、本当に──悠里のこと好きだったんだと思う？』

　その答えは、今の今まで分からなかった。自分の都合の悪い感情を消し去れるほどコントロールできる色葉さんの本心は、三回のゲームの経験じゃ分からなかった。

　でも、ようやく分かった。

　剝むき出しの彼女の感情が見られて、ようやく分かった。

　色葉さんは、悠里さんのことを──

「大好きだから護りたいに決まってんじゃん！」

　──大好きなんだ。

「もし護れなくて死んじゃったら、好きじゃなかったって思わないと耐えられないぐらいに好きだからに、決まってんじゃん！」

「あ、」

　ずっと呆ぼう然ぜんとしていた悠里さんの目に、ようやく感情が宿る。

「ああ…………」

　一いつ瞬しゆんで、その瞳ひとみに涙が溜まり、流れる。その涙はすぐに色葉さんと同じように、大量に顔中に貼り付いて顔をぐちゃぐちゃにする。

　二人ふたりは。

　嫉しつ妬としてしまうほど、お互いに憧あこがれていた。

　それがこの〝箱〟の中で間違いを生んでしまったこともあったけど、でも、そんな強い感情を抱いだいてしまったのは、当然強い想いがあったからに決まっている。

「色葉……色葉ぁ…………」

　抱きしめる。

　泣きじゃくる二人は、抱きしめ合う。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

「そんな言葉、聞きたくないよ。『ごめんなさい』なんてそんなの、聞きたくないよ。そんな言葉じゃ絶対許さない。あたし、もっと聞きたい言葉あるよ」

　一瞬だけ戸惑って、でも、涙と鼻水でぐちゃぐちゃになった悠里さんは、すぐ理解する。もはやお世辞にもかわいいと言えない必死さで、演技なんてどこにもない不器用な笑え顔がおを浮かべて、優しくささやく。

「私も、色いろ葉はが好き……」

　ああ。

　その言葉を聞いて、ようやく僕は理解した。

　二回目のゲームで悠ゆう里りさんが、色葉さんの腕時計を腕に着けていた意味。そして、想い人を奪った罪を告白し、追いつめた意味。

『──私を殺してくださいね』

　色葉さんに自分を殺しやすくするためだ。

　もちろん色葉さんに勝ちたい気持ちもあっただろう。でも、その後、色葉さんがプレイヤーになることを知っていても、わざわざそんなことを言ったのは、ＮＰＣの自分を殺しやすくするためだ。そうして嫌われることも厭いとわず、色葉さんの命を救おうとしたのだ。

　そんなこと、簡単にできない。そんなの、

「色葉が……ずっと好きだよ」

　色葉さんが大好きじゃないと、できやしない。

　なんだ。

　許すも許さないも関係ない。だって、お互いがお互いを好きなら、そんなことどうだっていいことだから。

　もちろん、現実の二人ふたりの関係がこれで改善したわけじゃない。この二人はＮＰＣで、今現実で絶望している二人じゃない。

　でも、僕は信じられた。

　二人はすぐに、また仲良くなれるって、そして彼女たちが抱えてしまった絶望を振り払うことができるって。

　それはもう容易に、信じられた。




　そうして僕は思った。

　一番の難敵を倒し、誰も殺し合わないために確かな一歩を踏ふんだ僕は、確信した。

　もう大丈夫だ。間違いなく軌き道どうに乗った僕は、目的を達成できる。頭の中ではもう成功するイメージしか思い描えがけない。

　そう──

　僕は醍だい哉やに勝ったんだ。
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「僕は、醍哉に勝つよ」

　そんなことを星ほし野の一かず輝きが言い放っていた。

　思わず失笑してしまった。

「絶対に無理だ」

　俺は確信している。星野一輝は絶対に自分の目的を果たす事なんてできない。

　もし、勝てると確信したのであれば、それは錯覚に過ぎない。

　だって、星野一輝はとてつもない勘違いをしている。

　すべてが見通せる部屋──マスタールームとも言えるこの部屋にいることができる俺は、当然その勘違いを知っている。
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　それにしても、

『退屈──この怪物を押し潰つぶす、ただそれだけのために、人はピストルを己の脳のう漿しようにぶち込むことすらある』

　この言葉、気に入ったな。

　確かに退屈ってのは怪物だ。そうでもなきゃ、何でも〝願い〟を叶かなえる〝箱〟を退屈しのぎなんかに使ったりしない。

「それじゃあ、行ってくる」

　星野一輝は言って、画面に目を向ける。安っぽい筐きよう体たいからの青白い光に、顔が照らされている。

　真っ直すぐ画面を見み据すえる星野一輝に、いくつもの透明な手が伸びる。まるで貪むさぼり食われるように溢あふれる手に、嫌けん悪お感かんを浮かべながらも取り込まれる。その手にむしり取られるように彼は徐々に色を失い、透明になり、消える。

　悲ひ壮そうな決意、お疲れ様。

　でも、そもそも意味ないから。万が一誰も殺し合わないように仕向けることができたとしても、意味がないから。

　だって、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の〝所有者〟は、大おお嶺みね醍だい哉やじゃない。

『本質というのはそういうものだ。どんな出来事も本質に引っ張られ、形を変える。お前が楽しいと思っていることも、退屈という本質を持つ人間には退屈なものでしかない』

『退屈に吞のみ込まれてしまった、そんな奴やつには、〝箱〟を使っても退屈しのぎぐらいしかできない。だからこれはただのお遊び。空回りのお遊戯』




　俺──神内昂大だ。




　俺の解説をありがとう、大嶺センパイ。

　それを星ほし野の一かず輝きは勘違いしちゃってまあ。すっかり大おお嶺みね醍だい哉やの煙けむに巻くような物言いに騙だまされた憐あわれな星野センパイ☆

　そう──だから勝てない。

　当たり前だ。敵を間違っているのに、勝てるわけがないのだから。

「大嶺センパイ」

　俺が呼ぶと、大嶺醍哉は無言でこちらを見る。

「センパイは、星野センパイのこと、どうしたいんすか？」

「何でそんなことを聞く」

　不ふ機き嫌げんそうに大嶺醍哉は返事をする。

「いやあ、やり取り聞いてたらよく分からなくなりまして。だって、センパイ言いましたよね？『八日間、誰かが誰かを殺されなければ、生き延びることができる』って」

「言ったな」

「噓っすよね？」

　大嶺醍哉は答えない。

「だってそんな設定あるわけないじゃないすか。俺がそんな無意味な逃げ道作る性格だと思います？」

　強制的にゲームが終わる。その説明に説得力があったので、俺でさえ信じそうになった、でもよくよく考えれば、〝所有者〟でさえない大嶺醍哉がそんな裏技を知ってるわけがない。

　つまりデタラメ。

　大嶺醍哉は愉ゆ悦えつの表情を浮かべる。

　まったくどんな表情をするかと思えば、これか。

　思わず俺も苦笑する。この人、星野一輝に適当なほらを吹いて、騙して、笑ってるよ。

　そりゃ楽勝で一回目のゲームをクリアするわけだ。

「真実なんてどうでもいい。重要なのはそれを星野一輝が信じるかどうかだ」

「ま、見事に信じちゃってますよねー、かわいそうに。で、だからなんでそんなことをしたのかって聞いてるんです」

　大嶺醍哉は、頭を搔かきながら答える。

「カズが無様に踊る姿が見たいって言えば納得するか？」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ん？　そんな言い方するってことは噓うそなんすか？」

「本当だ」

　真相は分からないが、なんだか事実のような気がして、俺は吹き出す。

「センパイ、外げ道どうっすね。色んな意味で星野センパイに勝ち目ないっすよね」

「まあな」

　何でもないことのように、無表情で答える。

　といっても、理由はそれだけじゃないだろう。そんなに底が浅い人でないことは、俺には分かってる。事実だとしても、せいぜい彼がやりたいことの一つだ。

「ところで、センパイは何のためにこんなことをしてるんすか？　なんで【王降ろしの国】のガイドみたいなことをやりたがったんすか？」

　この〝箱〟は、プレイヤーをこの空間に強制的に呼び出し、実際に【王降ろしの国】の順番が回ってくるまで静止させることができる。けれど、なぜか彼は他のプレイヤーと違い、静止させることができなかった。

　理由を本人に聞いてみたところ、大おお嶺みね醍だい哉やもまた〝所有者〟だから、他人の〝願い〟に干渉できる云うん々ぬん言っていた。まあ率直に言って『なんだそりゃ』って感じだ。

　じゃあ同じく〝所有者〟らしい音おと無なし麻ま理り亜あは、どうして同じ事をできないのかと聞いてみたが、同じ事ができないわけじゃないらしい。単にゲームの順番がまだ回って来ず、静止されたままなので、〝箱〟の存在を感知できていないだけだという話だ。

　つまり大嶺醍哉がこうやって動けるのは、一回目のゲームをさせるために、一度彼を『静止』状態から解放したのが原因だということだ。

　とにかく、大嶺醍哉は自分が動ける状況を利用し、こうやって星ほし野の一かず輝きに【王降ろしの国】の説明をしたり、うそぶいたりした。

「だから理由は、カズの無様なダンスが見たかったからだと言っているだろ」

「それだけじゃないっすよね？」

「だったらこう言ってやる。答える気はない」

「おおう、自由にやらせてあげてる〝所有者〟に対してなんたる暴言。自分の立場分かってます？　ま、答えたくないんなら別にいいっすけどね。そこまで興味ないし」

　おもしろくなりそうなら何でもいい。実際、星野一輝が騙だまされて、必死になってるのを見るのは楽しそうだ。

　あっさり引き下がった俺に呆あきれたのか、大嶺醍哉は溜ため息いきを吐つく。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]そういえば聞いてなかったな。どうしてプレイヤーが俺たちだったのか？」

「いや、どうせなら強敵と戦いたいじゃないすか。ＥＡＳＹモードよりＨＡＲＤモードの方がおもしろいでしょ。だからうちの学校で成績優秀だと言われている人たちを選ぶことにしたんですよ」

「カズは？　あいつは成績優秀とは言えないだろう？」

「ああ、そうっすね。実を言うと別の人にするつもりだったんすよ。ほら、二年の『宮みや崎ざき龍りゆう』って人。でももううちの学校の生徒じゃなくなってるんでやめたんすよ。どうせなら敵キャラの統一感欲しいじゃないすか」

「宮崎の代わりがカズか。役不足もいいところだな」

「またまたそんなこと言って。大嶺センパイが、星野センパイを結構評価してるってことは分かってますよ。それにそうでもないっすよ。確かに星ほし野のセンパイは単独だと雑ざ魚こもいいところですけど、まりっちと組み合わせると結構やっかいです」

　大おお嶺みね醍だい哉やは不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめる。
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「あ、〝Ｏ〟がそう言っていたんです」

　その言葉に、大嶺醍哉は一いつ瞬しゆん驚いて、そして苦笑を浮かべる。

「何すか、その顔？」

「いや別に。そうだろうな、と思っただけだ」

　言って、画面に目を向ける。そこにはノイタンと会話をしている星野一かず輝きが映っている。何も分かっていないのに真剣になってるその様は、まさしく俺を楽しませるピエロで、やっぱり笑える。

　大嶺醍哉はその星野一輝の滑こつ稽けいな姿を、まばたきさえするのも惜おしいと言わんばかりの一途さで見つめていた。

　何だよ、笑いたいんじゃなかったのか？　何だよその真剣な面つら？

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]」

　どうでもいいか。

「おい」

　大嶺醍哉は画面を見つめたまま、言う。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]何すか？」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]確認するが、お前のＮＰＣは〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の詳しよう細さいも、自分自身が〝所有者〟であることも知らないんだったな？」

「そうじゃないと不平等でおもしろくないでしょ」

「ふん、知らないのにＮＰＣはあの態度か。お前はどうせこの〝怠惰なる遊戯〟も、【王降ろしの国】で行われた殺し合いも、意味がないものだと思っているんだろうな」

「は？　当然じゃないすか？　センパイは違うんすか？」

　大嶺醍哉は少し考えて、答える。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]俺はともかく、カズはこう思うだろうな」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]？」

　大嶺醍哉は顔を上げ、俺を見つめる。

　そして口を開く。




「〝怠惰なる遊戯〟を、意味のあるものにしてやるって」




　そんなことを、どこかうれしそうな顔で、大嶺醍哉は言った。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]」

　──不ふ愉ゆ快かいな面つらだ。

　まるで、踊らせているはずの星ほし野の一かず輝きを、信頼しているような表情。

　敵対し合ってるくせに、そんなものがあるわけないっつーのに。

　だが、もし実は二人ふたりが共きよう謀ぼうして、俺を嵌はめているのだとしたら[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]？　[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ああ、いや、あり得ない。俺はさっきのやり取りも見ていたし、ゲームでのやり取りもこの筐きよう体たいを通じてではあるが大体見ていた。共謀していれば、さすがに感じ取れる。

　[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]まあ、仮に共謀していたとしても、それでもやっぱり──

　どうでもいいか。









　▼四日目〈Ｄ〉大部屋

　僕は『王』になりつつあった。

　色いろ葉はさんと悠ゆう里りさんが陥かん落らくしたことで、流れは大きく変わった。色葉さんの存在感はやはり大きく、僕はついに〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟について話すことができた。

　三回のゲームでどんなことが起こったのかだけは伏ふせることにしたが、それ以外はほぼすべて話した。全員がＮＰＣであることも、醍だい哉やが〝所有者〟で、このゲームを外から見ていることも、その醍哉が全員が八日目まで生き残れば、〝箱〟を潰つぶすと約束してくれたこともすべて話した。

　神かみ内うち昂こう大だいは懐疑的に思っていたようだけど、色葉さんと悠里さんが無条件で僕に従っている状態では、表立って反論することはできないようだった。

　とにかく僕は、明確に示すことができた。

『全員が八日目〈Ｅ〉の時間まで生き残ること』

　その目標を明確に示すことができた。

　策を失った色葉さんも、もう演技する気のない悠里さんも、僕に従ってくれていた。あとの問題は神内昂大の気まぐれと、醍哉の欺ぎ瞞まんだけだ。

　僕は二人ふたりの力を失わせるために、まず、全員の【役職】をカミングアウトさせた。

　それぞれの【役職】は、

　新しん藤どう色葉、【革命家】

　柳やなぎ悠里、【魔法使い】

　神内昂大、【影武者】

　マリアが、【王子】

　醍哉は自らは明かさなかったが、僕が【騎士】なので消去法で【王】になる。

　色葉さんが預かっていたナイフと食料は、そのまま僕が預かることになった。とりあえずこれで、神内昂大の力はだいぶ奪ったことになる。【王】が動かなければ他プレイヤーを殺す力がほとんどない【影武者】だ。もし動こうとすれば、かなりの決意と労力が必要だろう。彼の性格上、展開を変えることを面倒くさがって、もうこのゲームにおもしろさを求めずに何もしなくてもおかしくない。

　もう、ほとんど【王降ろしの国】は機能していなかった。




　だからって、油断していたわけじゃない。




　大部屋に行くと、色葉さん、悠里さん、神内昂大が地べたに座って談笑していた。

「星ほし野のセンパイ、知ってましたか！　悠里ちゃん、処女らしいですよ！」

「か、神かみ内うちさん……や、やめてください」

　それはちょっと──いや、かなり意外かも。

「本当なの、悠ゆう里りさん？」

　悠里さんは真っ赤になって、答えない。

「お、星ほし野のくんまで悠里にセクハラか。いい度胸をしてるね」

「あ。ご、ごめん……」

　色いろ葉はさんの指摘に謝るけれど、悠里さんは赤くなったまま、すねたように僕から目を逸そらす。

　……よく考えてみれば勉強ばかりしていて、交友関係を無む碍げにしてきた彼女が、そんな経験豊富なわけないんだけど。

　じゃあ、そのあまりない経験で、今までのゲームであんな感じだったのか……。そりゃその人を魅了する才能に、色葉さんも嫉しつ妬ともするわけだよ……。

　そうなると、俄然気になる部分が出てくる。

「……悠里さんって、誰かに告白したことある？」

「な、なんで、そんなこと聞くんですか!?　ごめんって言ったくせに、全然反省してませんよね!?」

「ご、ごめん。でも気になって」

「…………ないですけど」

　その言葉に、ちょっとにやついてしまう。じゃあ、告白までされたのは僕だけなんだ。少しだけ誇らしい。

「え？　ちょっと待ってよ悠里。じゃあ、あいつとはどうやって付き合ったわけ？」

「にこっと笑って、手でも繫つなぎさえすれば男なんて簡単に落とせますよ～」

「ちょ、ちょっと神内さん！　私はそんなこと思ってませんからね！」

「噓うそつき悠里ちゃん。絶対思ってるでしょ。じゃあ、実際どうやって向こうに告白させたんですかあ？」

「そ、それは…………」

「どうせ似たような方法で、告白せざるを得ない状況にしたんでしょ？　よ、この小悪魔！　魔女！」

「うう……」

　神内くんにいじめられて悠里さんが沈んでいるその隣で、若じやつ干かん色葉さんも不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめている。

「なんでみんな悠里なのかなあ？　あたしだって結構美人だぞ」

「あ、その発言はちょっとかわいいすよ、会長」

「え？　どこがよ？　ひがんでるだけじゃん」

「正直な感情を吐と露ろしてくれたところがっすよ。なんていうか、自己完結してる女はかわいくないんすよ。いつも自分で自分の問題を解決してる人じゃ、自分が隣にいる必要はないって思っちゃうっしょ？」

「……ほう、なかなか興味深い見解ね。とすると、悠ゆう里りの普段から何かあると『自分なんてダメ子』だって感じてしまう自じ罰ばつ的な性格が、この『あたしが護まもってあげたい』オーラになるって考えられるかな。悠里悪魔だな」

「うう……色いろ葉はまでひどいよ～」

　すねた悠里さんを、色葉さんは思わずと言った様子で抱きしめる。

「ほらかわいい」

　少し驚いた様子の悠里さんは、でもにっこり笑ってなすがまま抱きしめられる。

　色葉さんの雰ふん囲い気きはあれから、少しだけ柔らかくなった気がする。もしかしたら、あんな子供のような泣き顔を披ひ露ろうしてしまったせいで、少し吹っ切れたのかもしれない。

　それはきっと、いいことだ。

「…………色葉さん」

「何、星ほし野のくん？」

「大丈夫だよ。色葉さんもこれからモテるようになるよ」

　色葉さんは僕の言葉に微ほほ笑えむ。

　そして、その優しい微笑みを浮かべたまま言う。

「上から目線でのアドバイスありがとう。超いらいらした」

　……やっぱり無理かも。

「そんなんじゃ一生処女っすよ、会長☆」

「うっさいわ」

「ってか小指ないとか恐すぎるし。会長、もはや裏社会でけじめを付けた女子高生にしか見えないし」

「あはは、息絶えろ神かみ内うち」




　──神内昂こう大だいは危険だ。

　実は、もうそのことを二人ふたりには伝えている。

　詳しよう細さいまでは話さなかったが、実際に過去のゲームでナイフを使って直接人を殺したことがあることも、あまつさえそれを楽しんでいる様子があることも伝えた。

　でも二人は、こうやってそこそこ楽しそうに話している。

　僕がそう要望したからだ。

　警戒心を剝むき出しにし、対立意識があることを見せてしまうと、神内昂大としてはおもしろくないに違いない。

　そうすると彼は刃向かい、場をまた混こん沌とんに戻し、【王降ろしの国】を始めてしまう。でもこうやって楽しくやっていれば、めんどうくさくなって、何もしないかもしれない。

　いや……その程度の策で、安心したわけじゃない。ずっと警戒はしていた。些さ細さいなきっかけで暴力を行使するのではないかと、油断せずに観察していた。

　だから、単に──




「いや、息絶えるのは会長のほうっす」




　──神かみ内うち昂こう大だいの行動が、僕の予想を遥はるかに上回っていただけなのだ。

　ぐしゃ。

　そんな音と共に、また惨さん劇げきが起きる。




　色いろ葉はさんの、悠ゆう里りさんを抱きしめていた腕が垂れ下がり、そのまま身体からだがずるずると落ちていく。悠里さんはまだ何が起きたのか分からず、色葉さんの頭が自分の胸の中に埋まっているのを呆ぼう然ぜんと見ている。

　悠里さんは、自分の手のひらを見る。

　付着している、赤い液体。

「────」

　悠里さんはその惨さん状じように、悲鳴さえ出せない。

　神内昂大は色葉さんの背中に突き入れたナイフを引き出し、彼女の髪の毛を鷲わし摑づかんで、放り投げる。仰あお向むけになった彼女の身体に馬乗りになり、ナイフを突き刺す。何度も。

　しばらくザクザクザクザクザクザクザクザクザクザクとリズミカルにナイフで彼女の身体を壊すと、神内昂大は立ち上がり、笑え顔がおで吐き捨てる。

「一生処女でしたね、かわいそうに」

　どうしてこんなことに……？

　ザクザクという音がする度に奪われそうになった理性を、肩を摑んで保って、そして考える。

　僕の部屋にナイフはちゃんと管理してある。僕、色葉さん、悠里さん、神内昂大の分の四本のナイフは確実にある。

　それなのに、どうして神内昂大はナイフを持っている？

　…………まさか。

　僕は考える。

　どうして神内昂大は僕の予想を上回った？　彼の気まぐれな性格は分かっていたはずなのに、どうしてもっといい対策ができなかった？

　僕は最善を尽つくしたつもりだ。だから何か、見落としていた要素があったのだ。

　その要素は──

「…………醍だい哉や」

　名前を呟つぶやいても、醍哉は僕を見なかった。

　ただ右耳のピアスを触っていた。

　理解できない。

　どうして、そんなことをする必要が？

　僕は思い立って、携帯端末を取り出し、調べる。

　ああ……やっぱり醍哉は一日目、二日目、そして今日きようと、三回も神かみ内うち昂こう大だいと【密談】している。

　きっと、醍哉は初めから僕を警戒していたんだろう。そして、昨日きのうの僕の対応を見て、すぐに対策を施した。

「いや、びっくりしましたよ」

　神内昂大を見る。

「大おお嶺みねセンパイの言った通りの展開になるんすもん。会長と、悠ゆう里りちゃん、星ほし野のセンパイが結託する。そして八日間生き残れば大丈夫だと言い聞かせ、ゲームに参加する意志を失わせる。そのためにフレンドリーに接してくる。ここまで当てられるとその後、大嶺センパイが言ったこともその通りになるって考えた方がいいっすよね」

「…………醍哉はなんて……？」

「結託した星野センパイたち三人が、残りの三人を殺す展開になるって言ったっすね」

　よくも、そんなデタラメを……！

「よく考えたら、そうすりゃ三人は勝利ですもんね。まったく星野センパイは、見かけによらず食えない人っすよね。センパイがどうして自分の【役職】を知ってたのかは分からないっすけど、初めっからこういう計画だったんでしょ？　殺す力を持つ三つの【役職】が共存可能だってことに目を付けて結託し、別の生き残り条件をでっち上げて、他の三人には殺し合いゲームをやる気力がなくなるように仕向ける。危あやうく騙だまされるところでしたよ」

　そんな解釈の仕方を……どうしてしてしまうんだ。

　でも、それが【王降ろしの国】なんだろう。疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいってしまう、騙し合い、殺し合いのゲームなのだろう。

　ふと視線を落とす。悠里さんは色いろ葉はさんを膝ひざ枕しながら、「色葉……色葉……」とぶつぶつ呟つぶやいて、はみ出した内臓を身体からだの中に押し込んでいる。

　神内昂大はそんな彼女を見て、コントを見ているかのようにおかしそうに笑う。

「後はまりっちと星野センパイを殺せば終わりだけど……もうちょっと楽しんでからにしますかね。どうせもう抵抗の手だてもなさそうだし。あはは、この現実世界では味わえない刺激が【王降ろしの国】の醍だい醐ご味みっすよね！」

　結局、神内昂大は殺しに走ってしまった。

　僕は失敗した。

　いや、違う……失敗させられたんだ。

『絶対に無理だ』

　大おお嶺みね醍だい哉やの手によって、失敗させられたんだ。

『自分の思考ってのは、分かりやすいものだな。おかげで俺は、『本物の俺』が何を考えているのか分かった』

「────あ」

　そうか。

　醍哉がこんな行動に出るのは当たり前だ。

　僕はすべて醍哉に話してしまった。『本物の大嶺醍哉』が何をしたのか、『ＮＰＣである大嶺醍哉』に話してしまった。そして『本物の大嶺醍哉』の意図を、『ＮＰＣである大嶺醍哉』は理解した。

　理解したのなら、当然、『本物』が望む行動を取るに決まっている。

　その『本物の醍哉』は、僕と敵対している。

　だから当然、目の前の醍哉も、僕と敵対する行動を取る。僕の目的である『全員を生き残らせること』を防ごうとする。

　そうして、実際にこうやって、僕の勝利を阻そ止しした。

　……なんだ。

　醍哉を味方に付けようとした時点で、僕は負けていたのだ。

「──くく」

　醍哉のくぐもった笑い声。

「お前に『王』なんて初めから無理なんだよ。そんな柄かよ」

　その言葉を聞いて悟る。

　僕は前に、色いろ葉はさんを裸の王様だと心の中で揶や揄ゆした。何を愚おろかなことを考えていたんだ。

　裸の王様と言われるべきは……他でもない僕だった。

「…………はは」

　初めから『王』になれるのは、一人ひとりだけだったんだ。

　大嶺醍哉だけだったんだ。




　そうして僕は、偽いつわりの王の座を、鮮やかに降ろされた。





・【新藤色葉】、【神内昂大】に背中等計17カ所刺され、死亡。






　▼五日目〈Ｂ〉大部屋

　悠ゆう里りさんが死んだ。

　時間になっても大部屋に来なかったために処刑された。

　昨日きのう、自失状態になり、大部屋から自分の部屋に戻ろうとしなかったのを見ていたので危き惧ぐはしていた。でも本当に実行してしまった。

　悠里さんは、消極的な自殺をしてもういない。

「うわぁ……本当最悪っすよ！　俺の大切な賞品が手に入れる前になくなった！　悠里ちゃんの処女があ！」

　言葉とは裏腹に、ニヤニヤ笑いながらただのポーズで頭を抱える神かみ内うち昂こう大だいに、心底嫌けん悪お感を抱いだく。

　でも、彼が最低である事なんて、もうどうだっていい。

　だって僕にはもう目的がない。

　今あるのは、色いろ葉はさん、悠里さんへの罪悪感だけ。僕が『王』になれると勘違いをしてしまったせいで、死なせてしまった二人ふたりへの想いだけ。

　僕も、悠里さんと同じようにすればよかったかな……。

　そんなことを思ってしまうほどに、どうすればいいのか分からない。ただ、余命数日の命を持て余すこと以外、今の僕には思い付けない。

　だからただひたすら、心の中で二人に謝罪する。

　ごめんね。

　本当にごめんね。

　もちろん死んでしまった彼女たちはＮＰＣで、生き残れば現実世界で再び会うことはできる。でも、この罪悪感が偽物だなんてことはない。ああ……今ようやく、自分がプレイヤーだったときにＮＰＣを殺さざるを得なかった、悠里さんたちの気持ちが分かった。

　本当に、ＮＰＣだから気持ちが救われるなんて、そんなことないんだ。

　僕はテーブルの上でうつぶせになる。

　テーブルの上には麻袋が一つあった。そこには使用不能になった携帯端末と、色葉さんがあの後もそのまま着けていたオレンジ、ベージュ、緑の時計が入っていた。

　その時計を、醍だい哉やが腕に着ける。

　それを見た僕は、自分の水色の時計も醍哉に向かって投げる。醍哉は僕を流し見るが、別に何も言わずに、その時計も自分の腕に巻き付ける。

「時計はいいが、ちゃんと約束の物を持ってきただろうな」

　醍哉の言葉に、僕は相づちも打たずに、自室から持ってきた麻袋から食糧を取り出し、テーブルに広げる。そんなことをしたのは、投げやりになっているだけではなくて、そうしないと殺されるだろうと想像できたからだ。

　自分の分は確保しているからすぐに死ぬことはないが、これで僕の【革命家】と等しい能力は失われた。

　もう、【王降ろしの国】は、元々の残ざん酷こくな形を取り戻した。それぞれが勝利を目指す以外、生き残る道はなくなった。当然醍だい哉やと神かみ内うち昂こう大だいは、僕を殺そうとするだろう。

　じゃあ、僕も勝利を目指そうか？

　…………無理だ。だって僕は【騎士】でマリアは【王子】だ。共に生き残ることができない。僕が勝とうとすることは、マリアが死ぬことを願うことになる。いくらＮＰＣでも、マリアが死ぬことなんて絶対に僕は願わない。

　そんな気持ちで醍哉たちに敵かなうわけがない。

　だからきっと、僕は死ぬ。

「…………」

　……僕が、死ぬ？

　そうだろう。そうなってしまうだろう。

　じゃあ──どうしてだ？

　僕は顔を上げる。

　マリアを見る。

　僕が殺されそうなことは、ここにいる四人は全員分かることだ。マリアも当然分かっている。

　それなのに、マリアは何もしていない。

　あのマリアが。他人のために命を平気で投げ出せる彼女が？　しかも今に始まったことじゃなく、昨日きのうからずっと、マリアは動くどころかほとんど発言していない。

　そんなこと、あり得ない。

「マリア」

　僕は彼女の名前を呼ぶ。聞こえているに違いないのに、だけどマリアはこちらを見ない。

　マリアはただ、隠れて唇くちびるを嚙かみしめている。





・【柳悠里】、12：10までに大部屋に行かなかったため処刑執行。首を切り離され死亡。






　▼五日目〈Ｃ〉【音無麻理亜】と【密談】、【音無麻理亜】の部屋
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　どうしてマリアは何もしないのだろう？

　その答えは一つしかない。

　僕と同じく、何をしていいのか分からないのだ。

　でも、どうしてそんな状態に？　僕が悠ゆう里りさんと色いろ葉はさんの死に打ちのめされたように、マリアにも打ちのめされるような事があったのか？

　部屋にやってきた僕を、マリアはやはりどこか気まずそうに、挨あい拶さつもせずに迎える。

「マリア？」

「…………」

　……やっぱり何かがある。

「……隣、座っていい？」

　本来の僕らなら尋ねることですらない。何の断りもなく、お互い隣に座るからだ。

　だけど、ベッドに座るマリアは、その言葉に顔をしかめていた。

「ダメだ、座るな」

　そして、信じられないことにそんなことを言い放った。

「……どうして？」

　マリアは口をつぐむ。答えたくないのか、僕の顔を見ない。

　でも、見逃してあげるわけにはいかない。

「……答えてよ」

　それでもマリアはなかなか口を開かなかった。でも、僕がずっと無言で見つめ続けていると、ようやく重たい口を開いた。

「私は、お前の動きをずっと追っていた」

　マリアは僕に視線を向けることなく、続ける。

「このゲームの中で、いつ私を頼ってくれるのかを待って、立ち回るお前を見てきた。お前はたった一人ひとりで新しん藤どうたちを追いつめ、〝箱〟を説明できる土壌を作り出し、一旦は勝利を摑つかみかけた。結局神かみ内うちの行為で台無しにはなってしまったが、行動自体はすばらしかったと思う。そして、そんなお前を見て、私は結論を出した」

　マリアは言う。




「お前は、星野一輝ではない」




　それが、こんな煮え切らない態度の理由……？

『お前……一かず輝きだよな？』

　確かに二日目に【密談】したときから、そんなことを言っていた。

　でも深刻に捉とらえたりしなかった。だってマリアは、〝泥の中の一週間〟の中でさえ、僕を見極めることができるのだから、分かってくれるに決まってる。

　だからこんなの冗談だ。

「……まったく何を言ってるの、マリア？」

　なのにマリアは、いつもみたいに「冗談だ」と言ってくれない。どんなに待っても、そう言ってくれない。

「一輝」

　代わりにこんなことを言う。

「私たちは【役職】上、敵同士だな？」

「……何を言ってるの？　【役職】は敵同士だけど……え？」

　もしかして、マリアはこう言いたのか？

「僕が、マリアを殺すって……？」

　そんな冗談みたいな問いに、なぜかマリアは首を横に振ってくれない。

「や、やめてよ……。そんなことするわけが──」

「一輝」

　マリアは僕の言葉を遮さえぎる。

「私はお前の行動を予想できると思っていた。何せ一生分の時間、一いつ緒しよに過ごした仲だからな。でも、【王降ろしの国】の中でのお前の行動は、私の予想をことごとく裏切った。だからもう分からない。これから私の予想通りに動くとは限らない」

「…………」

「お前の言っていた勝利条件はきっと本当だったのだろう。だが、それは失敗に終わった。では、お前はこれからどうする？」

「それは……まだ……」

「私はＮＰＣなのだろう？　仮に私を殺しても、現実の音おと無なし麻ま理り亜あが死ぬわけではないのだろう？」

「何を言ってるの……？　だから僕が……マリアを殺すって？」

「そんな風には思っていない。お前が私を殺すなんて想像できない」

「じゃあ……」

「だが言った通り、それは私のすでに当たらない予想に過ぎない。私の手を離れているお前の考えは、もう私には分からない」

「そんな……」

　僕は誤解を解こうとマリアに詰め寄ろうとする。

「近寄るな」

　マリアは手のひらを向けて、拒絶の意を示す。

　僕は、その言葉より、態度より、その困惑する表情に動きを止める。




「私は、星ほし野の一かず輝きの顔をしたお前が──怖い」




　僕はこのゲームでマリアを頼らなかった。

　このゲームで最弱の存在とも言えるマリアに頼ることが、敗北に繫つながることを知っていたからだ。頼りたい欲求を抑おさえて、甘えを捨てなければ勝てないと、知っていたからだ。

　それは今までのゲームの経験があるからできること。

　情報の蓄積がなければできなかった行動だ。だからその行動は、確かにマリアから見て僕らしくない行動だろう。

　でも、それでも平気だと思っていた。

　だってマリアだよ？　僕のことを誰よりも理解してくれているマリアだよ？　そのマリアが僕を見誤ることなんてあるわけがないし、何をしても受け入れてくれていると思っていた。

　それが僕の心の支えだった。

　信頼し合っていると信じられていることが、心の支えだった。

　それなのに──

「…………どうして？」

　目の前にあるのは、困惑するマリアの顔。

　それが僕が招いた結果。

　──そうか。

　マリアが何もしない理由が分かった。

　僕はとっくに信頼を失っていたのだ。

　何者か分からない人間を、マリアが助ける必要なんてない。

　だからマリアはもう、僕を助けない。

　……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………本当に？

　だって、マリアだ。

　目の前にいるのは、どんな相手だろうと自分を犠牲にして、他人を助けようとするマリアだ。

　そのマリアが、僕を見捨てる……？

　僕が星野一輝であるか疑っている程度で？

「いいの？」

　僕は尋ねる。

「……このままじゃ、僕は死んじゃうよ？」

　マリアの表情には、困惑も、恐れも、本当にあるように見える。

　でも、何をそんなに迷っているんだ？　何をそんなに恐れているんだ？　マリアは仮に僕が敵だったとしても、こんな反応をしない。敵だと思ったのならば、もっと毅き然ぜんと構えるに違いない。

　じゃあ、マリアは何を考えている？

「…………今のお前なら、自力で生き残れるだろう？」

　マリアはうつむいて、そう答える。

「無理だよ。僕にはマリアを殺すことも、殺されるのを受け入れることもできないよ。そんな状態で醍だい哉やに勝てるわけな──」

　待てよ。

　僕はマリアを殺すことは絶対にできない。マリアがいる間は、僕に【王降ろしの国】で勝機はない。それは間違いようのない事実。

　つまりそれは、逆に言えばこうなる。

　マリアがいなくなれば、生き残る可能性がある。

「…………マリア」

　顔を上げたマリアに言う。




「自殺する気なの？」




　その言葉に、マリアは何も言わずに僕を見み据すえる。

「悠ゆう里りさんみたいに、自分から死のうとしてるの？　そうして、わずかでも僕が生き残れるようにしようとしてるの？」

　黙だまっている彼女に、続けて言う。

「今の僕なら、ＮＰＣの醍哉なら殺せそうだから……？」

　じっと僕を見ていたマリアの表情が、緩ゆるむ。

「考えはしたな。何せ私は死んでも構わないＮＰＣだしな。だが、あくまでその方法を考慮していた程度だ」

「やめてよ……！　僕はゲームで勝つ気なんて、全然ないよ」

「私がいるからだろう？　私がいなければ、もう少しは生き残ろうとするはずだ」

「それは──」

　言葉に詰まる僕を見て、マリアは小さく溜ため息いきを吐つく。

「……なあ、一かず輝き。もうごまかせないようだから言うが、私はお前の変化を望ましく思っていない。なぜなら、お前の行動を予測できなくなるからだ」

「……予想して、どうするの？」

「予想できれば、例えば私が死んだときに、どういう行動を取って、そして生き延びられるかどうかを推測できるようになる。それが分からないから、私は何をすることもできなかった」

「…………何を、言ってるの？」

　例えばマリアが死んだときって──どんな仮定だよ。

　でも、そんな僕の反応に構わず、マリアは続ける。

「お前は今回、私を頼っていない。なるほど、確かに私は、【王降ろしの国】では無力で役に立たないのだろう。納得だ。でも関係ない」

　マリアは、よりにもよって笑え顔がおで言う。




「それでも私は、お前を護まもるよ」




　そのために、自分の命ぐらい使ってやるって……？

　僕がそんなこと、望んでいないと知ってるくせに？

『それでも、命を投げ出してでも、お前を護りたい』

　ちゃんと言った。

　その二回目のゲームで、ちゃんとこう言った。

『〝箱〟のない君を護るのは、僕の役目だ』

　だから──

「──させない」

　マリアが僕を護ろうとして死ぬ事なんて、絶対に許さない。

「それは僕の役目だって言ったでしょ！　そんなことさせないよ！」

　マリアは目を見開く。

　ああ、そうか。二回目のゲームでの言葉をマリアは憶えていない。いきなりそんなこと言われても、啞あ然ぜんとしてしまうだろう。

　構わない。僕の意思だけ伝わればいい。

「マリアが僕を護まもるんじゃない。僕がマリアを──」

「待て」

　しかし、言葉は止められる。

　見開いた目はすでに細く、鋭く変わっていて、僕を睨にらみ付けている。

「一体どうしたんだお前は？」

「……何がだよ？」

「お前が護りたいのは日常だろう？　私ではなく、茂も木ぎや桐きり野のがいる日常だろう？　そのためにお前は、確固たる信念を持ってたのではないか。なのに何を駄だ々だをこねている。あまり私を失望させるな」

　その言葉に愕がく然ぜんとする。

　それが、紛まぎれもない本音だったからだ。

「…………そうか」

　僕は今更になって気付いた。

　マリアは、僕を過大に評価していた。

　一生分の時間、日常に執しゆう着ちやくし、信念を変えない僕をマリアは見ていた。それが彼女からは、すごいことに見えたのかもしれない。ただ停滞する繰り返しの中で変われなかっただけなのに、そのせいで超人にでも見えたのかもしれない。

　それだけの永い時間変わらなかった僕を、マリアはいつまでも変わらないと思っていた。

　でも、そんなことはあり得ない。

　僕は普通だ。そう言い続けている。あの〝Ｏ〟でさえ、僕はそのうち変わると言っていた。

　そしてきっと、超人なんていない。新しん藤どう色いろ葉はも柳やなぎ悠ゆう里りも神かみ内うち昂こう大だいも大おお嶺みね醍だい哉やでさえも、【王降ろしの国】で生き残るとは限らなかった。誰が最も優れているのかなんて分からない。それは超人なんていない証明だと思う。それを、この退屈しのぎで作られた〝箱〟の中で皮肉にも悟った。

　だからもちろん僕も超人じゃなく、

　そして──マリアも超人じゃない。

　なのに、マリアは勘違いをしている。

「……どうして、その日常の中に、マリアがいないの？」

「そんなことは、当たり前だ」

　だから特別であろうとする。なれると思っている。

「私は〝箱〟だ」




　ただの、人間のくせに。




　そうして僕は、何の脈絡も根拠もなく思う。

　まだ、終わっていない。

　まだ、僕は負けていない。

　だって、マリアがまだ、生きている。




　▼五日目〈Ｃ〉【大嶺醍哉】と【密談】、【星野一輝】の部屋

『【神かみ内うち昂こう大だい】を【斬ざん殺さつ】で切り刻みますか？』

　そんなメッセージが、僕の部屋のモニターに表示されていた。

　他のプレイヤーに知られないよう、【密談】中はそのメッセージは消える仕様になっているのだろう。だから醍だい哉やが来た今、そのメッセージはもう消えている。

　でも、今に限れば、その仕様は意味がない。

　だって、【謀ぼう殺さつ】相手を選んだのは、【王】である醍哉に決まっているのだから。

「……どういうつもり？　醍哉は、神内昂大の手助けをしてるんじゃないの？」

　テーブルに足を組んで座っている醍哉は、不敵に薄笑いを浮かべながら返答する。

「おいおいおもしろい冗談だな。俺があんな奴やつに手を貸すかよ。ただ傀かい儡らいにするのに都合がよかったから使っただけだ」

「……でも、二人ふたりの【役職】、【王】と【影武者】は共存できる」

「俺の目的が、【王降ろしの国】で勝つことだとでも思ってんのか？」

「────」

　言葉を一いつ瞬しゆん失う。さすがにこうもはっきりと、ゲームに勝つことが目的ではないと言うとは思っていなかった。

　一体醍哉は何がしたいんだ……？

「……じゃあどうして悠ゆう里りさんと色いろ葉はさんを殺したの？　そんなことをする必要があったの？」

「……あったと言えばあったな。つうか、そもそも柳やなぎは自殺だろうが。あれは俺にとっても予定外だったんだよ」

「…………悠里さんは殺さないつもりだったの？」

　でも、醍哉は口の端を皮肉に上げる。

「いや、しばらく生かして利用するつもりだった。目の前で神内に蹂じゆう躙りんさせ、苦しんでいる様をお前に見せつけようとしていた。お前の危機感を煽あおるためにな」

　意味が分からない。

　醍哉が何を考えているのか、まったく分からない。

　ただ、その行為はどんな理由があっても最低の行為だ。

「そもそも何の危機感だっていうんだよ……!?」

「神かみ内うちが柳やなぎの次に、命と性欲処理、両方の意味でターゲットにするのは当然音おと無なしだろ？　お前が何もしなければ、次に音無がこんな目に遭うと思い知らせたかった」

「何のために!?」

　思わず叫さけぶ。

　でも分かっている。醍だい哉やは、やり方はともかく、意味もなくこんな残ざん酷こくなことはしない。それだけは間違いないし、そうだって信じてる。

「…………」

　そう、醍哉は意味のないことをしないんだ。

　だからこんな状況に持ち込んだことにも意味がある。神内昂こう大だいを【謀ぼう殺さつ】相手に選んだことにも、こうやって僕と【密談】したことにも、意味がある。

　でも、その理由となると、まったく分からない。

　だって、だとしたらこの〝箱〟は何だよ？　退屈しのぎをするための〝箱〟って何だよ？　そんなのあまりに醍哉らしくない。

『殺し合いのゲームをさせるだけの〝箱〟？　くく……なんだその生産性のなさは？　存在意義がないな』

　実際に醍哉は二回目のゲームでそう言っていた。〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟のことを知らなかったＮＰＣの醍哉が、あのとき僕を騙だまそうとしていたとは思えない。

『退屈に吞のみ込まれてしまった、そんな奴やつには、〝箱〟を使っても退屈しのぎぐらいしかできない。だからこれはただのお遊び。空回りのお遊戯』

　矛盾してる。醍哉の発言が一致していない。醍哉が退屈しのぎなんて〝願い〟を込めるわけがないのに、それなのに〝怠惰なる遊戯〟の〝願い〟が間違いなく退屈しのぎでしかないということになっている。それはどう考えても矛盾して──

「────」

　違う。

　矛盾していない。

『音無が〝箱〟を察知したり、干渉できたり、〝Ｏ〟のことを知っていたりするのは〝所有者〟だからだろ？　俺ももう〝所有者〟なんだから、同じ力を持っていてもおかしくない』

　そうなんだ。

　そうだったんだ。

　大嶺醍哉は誰かの〝箱〟を、自分の目的のために利用していたんだ。

　じゃあ、〝怠惰なる遊戯〟の〝所有者〟は誰か？

　そんなの一人ひとりしか思い浮かばない。退屈に吞のみ込まれてしまった人を、あまりにイメージ通りの人を、僕は一人だけ知っている。

「神内昂大」

　顔を上げて、醍だい哉やに言い放つ。

「神内昂大が〝怠惰なる遊戯〟の〝所有者〟」

　そう、醍哉じゃなかった。

　ああ、そもそもずっと醍哉はヒントを出していた。醍哉は一度たりとも、自分が〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の〝所有者〟だとは言わなかったし、ＮＰＣの醍哉は本気で自分が〝所有者〟であることを否定していた。醍哉は噓うそを、一回目のゲームで自分が【革命家】であることを隠すときぐらいしか言っていない。

　気付くことができるだけのヒントは十分にあった。醍哉は驚くほどフェアに、僕と戦えるように調整していた。

　それなのに僕は、わずかな違和感を抱いだくだけで、〝所有者〟が醍哉でないことを見抜けなかった。

　醍哉は不敵に片かた頰ほほを上げて言う。

「ヒントを出す必要はなかったか。なかなか早く気付いたな」

「早い？　……もう、遅いよ」

　もう僕は色いろ葉はさんと悠ゆう里りさんを犠牲にしてしまった。それで早いわけがない。

　おかげで醍哉の操あやつり人形がごとく動かされ、完全に敗北した。

「────」

　でも、それは。

　考えようによっては、希望なんじゃないか？

　僕は醍哉に負けた。けれど、負けたのは醍哉にであって、〝怠惰なる遊戯〟の〝所有者〟にではない。

　そう──僕はまだ、〝怠惰なる遊戯〟に負けたわけではない。

　だから、もしかしたら、〝怠惰なる遊戯〟を抜け出せる可能性があるかもしれない。

「なあカズ、どうしてお前が俺に勝てなかったのか分かるか？」

　醍哉はそんなことを言い出す。

「目的が曖あい昧まいだからだ」

「……え？　僕の目的は、日常に戻ることだって、はっきりしてる……はず……」

　誰も殺さない結果が必要だった。ＮＰＣとはいえ誰かを殺してしまった時点で、僕は日常に戻れなくなってしまうから。

　そのために醍哉が提示した『八日間全員を生き延びさせる』条件をクリアしようとして、僕は『王』になろうとした。

「なあカズ、お前が『王』って柄かよ」

　昨日きのうにも言ったセリフ。

「……どういうこと？」

「そのままの意味だ。『王』になっていいのは、自分の利益を、幸せを一切顧かえりみず、自分以外の幸せのためだけに命を尽つくせる覚悟のある人間だけだ」

　……そうなのだろうか？

　もしそんな人しか『王』になれないのであれば、確かにそれは僕の柄じゃない。僕はそうなりたくはない。

　そんな人間になりたいのは──マリアぐらいだ。

「それが幸せだと思えないお前は、そんなものになれるわけないし、なる必要もない。そんなお前がせいぜいなれるのは、」

　醍だい哉やは苦笑するみたいに、言う。




「誰かさん一人だけを護る『騎士』だろ？」




『騎士』

　その言葉でイメージする。

　膝ひざを突いて、お姫様に手を差し出している自分をイメージする。

　その映像を、僕は知っている。

　背景はぼやけていた。そこが城だか、テラスだか、路地だか、教室だかは分からない。きっと背景は日常によって塗り潰つぶされてしまったのだろう。

　でも、お姫様が誰かは、鮮明に分かる。

　そのお姫様はきっと、僕が連れ出さなければ『王』にでもなってしまうのだろう。そうして自分の幸せについて考えることは二度となくなるのだろう。本当は僕に手を引かれて逃げ出したいと思っていたとしても。

　だから僕は、すべてを裏切り、すべてを敵に回し護まもろうと決心したのだ。

　彼女のために。

　……ああ、そうだ。

　彼女に出で逢あうまで、日常に固執していたのは、歪ゆがみのせいだった。『柳やなぎ奈な々な』の事件を忘却するための心の措そ置ちだった。

　それが、彼女に逢ってから変わり始めていた。

　彼女を自分の側そばに引き寄せたかった。僕の生活の中に、日常の中に、彼女が欲しかった。

　彼女が側にいることを、僕は『日常』と表現した。

　そうだったんだ。

　いつからか僕の目的は──




　僕の目的は、マリアを救うことになっていた。




　だから醍だい哉やは僕に言った。

　勝つのは『絶対に無理だ』と。

　僕が目的をはっきり理解していないことを見抜いていたから。そんな僕に負けるわけがないと、自信を持っていたから。

　まったく……その通りだよ。

「目的がはっきりしたのなら、やるべきことをやれ」

「……やるべきことって？」

　醍哉は平然と言い放つ。

「ああ。お前がすべきこと。神かみ内うち昂こう大だいを殺すこと」

「…………殺す……？」

　ここにいる神内昂大はＮＰＣで、殺したとしても〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟が終わるわけじゃない。

「でも……いや、そうか」

　そうしなければここにいるマリアは殺されてしまう。それだけでなく、彼に玩具おもちやにされてしまう。

　それを、『騎士』である僕が許すわけにはいかない。

　だから僕は、〝所有者〟の神内昂大を殺さないといけない。

「…………だけど」

　そんなことができるのか？

　神内昂大はどうしようもない人だ。僕だって他ひ人と事ごとだったら、彼のＮＰＣぐらいなら殺されてもしょうがないと思うかもしれない。

　でも、実際に自分が手を下すとなれば話は別だ。『殺す』ことを選んでしまえば、きっと僕はもう元には戻れない。変化した僕は、心ここ音ねや陽はる明あきや茂も木ぎさんたちに自分を偽いつわって生きなければいけなくなる。

　だけど、それでもやれと、醍哉は言っている。

　自分にとって大切なのは何か、分かっているならやれと言っている。

　でも、彼を殺し、そして〝怠惰なる遊戯〟から抜け出したとして、手を下した僕は、『日常』に戻れたと言えるのだろうか？

「カズ、モニターに少しの間、手を触れてみろ」

　言われたままに、モニターに触れる。すぐには何も起きなかったが、五秒くらい触っていると消えていたはずのモニターが付き、『画面を表示させますか？』と表示が出る。

「了承すれば、【斬ざん殺さつ】のコマンドを使うための画面になる。今すぐにでも神内昂大を殺すための決断ができる」

「…………そうなんだ」

　表示されていた『Yes』のボタンを押す。すると、『【神かみ内うち昂こう大だい】を【斬ざん殺さつ】で切り刻みますか？』というメッセージが現れる。

　これを押すだけで、僕は人が殺せる。

　今までのゲームでも、結局一度も僕は手を下さなかった。でも僕はもう、避けることはできないだろう。

　でも、それでマリアが護まもれるのならば、僕は…………。

　僕はスイッチに手を伸ばして、そして──

「…………」

　──その手を止める。

　待って。

　いいのか、これで？　醍だい哉やの言われるがままに動くだけでいいのか？

　醍哉に従っていれば、マリアが護れるとでも思っているのか？

「……どうした？　怖おじ気づいて押せないのか？」

「醍哉」

　眉まゆをしかめて呼んだ僕を、怪け訝げんそうな顔で醍哉は僕を見る。

「ここにいる醍哉はＮＰＣだよね？」

「……何を当然のことを言っている？」

「じゃあ、『現実の醍哉』のすべての意図が分かるわけじゃないよね？」

　ますます醍哉は僕を怪訝そうに見つめる。

「答えて」

　醍哉を見み据すえて、言う。

「約束は、どうなるの？」

　醍哉は僕の発言の意図が分かり、押し黙だまる。

「『八日目まで全員を生存させる』ことを、僕はできなかった。だから、向こうにいる醍哉は〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を壊さなくてもいい」

「…………」

「〝怠惰なる遊戯〟が壊れなければ、僕はマリアを護ることができない。それどころか、このゲームで【王子】のマリアを殺せない僕は、間違いなく負けて死ぬ。マリアは、回ってきた自分がプレイヤーのゲームで絶対に勝てない。だからそれは、マリアを護れないのと同じだ」

　醍哉は押し黙ったままだ。だから僕は構わず続ける。

「もしかして醍哉は、『現実の醍哉』がどうやって解決しようとしているかまでは、分かっていないんじゃないの？」

「…………」

　醍哉は答えない。

　それは答えを知らないと言っているに等しい。

「……じゃあ僕は、このまま醍だい哉やに従うわけにはいかない。僕は自分で、マリアを助ける方法を見つけなければいけない」

「…………神かみ内うち昂こう大だいを殺さなければいけないのは、間違いない」

「うん、このままじゃマリアは殺されてしまうから、【斬ざん殺さつ】しなきゃいけないとは思うけど、だけど…………」

　……あれ？

　いや、待て。今、醍哉は何て言った？

　ばつが悪そうな表情から、勝手に質問を濁にごそうとしているのだと思い込んでしまったけど、本当にそうか？

　もし醍哉の発言が、どうやって『現実の醍哉』が解決しようとしているか、という質問に対する返答だとしたら？

『神内昂大を殺さなければいけないのは、間違いない』

　その意味。

　僕は知っている。最も安易に〝箱〟を壊す方法を知っている。

　すると、醍哉はこう言っているのか？




〝怠惰なる遊戯〟を〝所有者〟ごと潰す。

『現実の醍哉』が『現実の神内昂大』を殺すことで解決する。




　でも、だとしたらどうして醍哉は、さっき言葉に詰まったんだ？

　最悪の解決策だから？　……いや、醍哉はそういうことは平気で口にする。

　醍哉は僕を睨にらみ付けている。その理解を口にするなと、視線で訴えている。

　何だこのリアクション？【密談】なのに、誰にこのことを聞かれるわけでもないだろうに、なぜ警戒しているんだ？

　この会話を携帯端末で聞ける可能性が、神内昂大にあると言えばある。だけど、それだったら、そもそもその前に『神内昂大を殺せ』なんて言うはずもない。

　だとしたら、この会話を聞けるのは他にいる？　聞かれてまずい相手がいる？

　他にいるのは──

「…………」

　思わず天井を見上げる。

　コンクリート打ちっ放しの天井。凝視しても変わらない天井。

『現実の醍哉』は、僕の今までしてきたゲームを知っているようだった。断言はできないけれど、きっと今も僕の戦いをあの筐きよう体たいから見ている。

　そう、つまり──『現実の醍哉』と『現実の神内昂大』はこの会話を聞ける。

『現実の神かみ内うち昂こう大だい』に、『現実の醍だい哉や』は、彼を殺す意図を知られるわけにはいかないのだ。まともに戦闘になれば、醍哉はかなり分が悪い。あの空間には、ナイフのような武器がないだろうから尚更そうだ。

　でも、だとしたら醍哉は、どうやって神内昂大を殺そうとしていた？

　今まで醍哉が言ったセリフを反はん芻すうする。「本質というのはそういうものだ。どんな出来事も本質に引っ張られ、形を変える」「関係あるかそんなもん。俺はもう〝箱〟という『希望』を知ってしまった。知ってしまった以上、絶対に奪われるわけにいかない」「知ってるはずだ。俺が〝箱〟を手にしてから、しばらく動かなかったことを。つまり俺は、〝箱〟をただ所有しているだけで、使わずにいた状態だった」「八日間、誰かが誰かを殺されなければ、生き延びることができる」「俺が噓うそを吐ついたことがあったか？」「だから俺は──お前の敵だ」

「…………」

　そうか。

　そういうことか。

「醍哉」

　顔をしかめて僕を見る。

「醍哉は、あの一週間のことを、詳くわしく聞いたんだね」

　その言葉に、醍哉は何も答えない。

　それで確定。

「…………ふふ」

　僕は醍哉の意図すべてを理解した。

「醍哉。噓つきだね」

　だから僕は思わず毒づいた。

「僕に勝ってなんて、いないじゃないか」

　だって、今ここで醍哉のたくらみを暴露するだけで、その計画は破は綻たんする。

　それで勝ったなんて、よく言えたもんだ。

「……調子に乗るなよカズ。音おと無なしを殺せないお前に何ができる？」

　確かにそうだ。

　僕は神内昂大が〝所有者〟だと知ったが、でも彼と対たい峙じするには、一旦今回の【王降ろしの国】に勝利しなければいけない。マリアを殺せない僕には、勝利はないにも関わらず。

　でも醍哉がやろうとしている策なら、そんなこと関係ない。その前に〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を壊してしまうんだから。

　でも──

「だから醍哉を頼れって？」

　それは、ずいぶんおかしな話だ。

「敵であるはずの醍だい哉やを？　そうでもなくても、うまくいくかも分からない計画なのに？　だったら僕は、もっといい作戦を考えてみるよ」

「…………」

　醍哉は口を閉ざす。

　醍哉の策は、お互いにとって都合がいい。それを本当は僕も理解してるし、その僕の理解を醍哉は把は握あくしているだろう。

　だから醍哉が軽く頭を下げて頼み込めば、僕は従う。

　でも、醍哉はそれをしない。

　絶対に僕に頭を下げない。

　醍哉は絶対に屈した姿勢を見せない。その理由はプライドを守るためだけじゃない。醍哉の目的はいまだ分からないけれど、きっと目的のためには、頭を下げてはいけないのだ。

　マリアが決して屈しないのと同じように。

　だから醍哉は、頭を下げたりせず、敵意を持って僕をただただ睨にらみ付ける。

　祈るような一途さで。

「…………醍哉」

　だから、僕が折れるよ。

　そうしないと、醍哉は殺されてしまうかもしれない。それはやっぱり嫌いやだ。だって醍哉はずっと友達だったんだから。

「頼みがあるんだ。聞いてくれる？」

　本当はそれはお願いじゃない。醍哉にとっては聞かざるを得ないことだ。何も言わずともそうせざるを得ないことだ。

「一日だけ、マリアに危害を加えないよう、神かみ内うち昂こう大だいを言いくるめて欲しい」

　だって神内昂大が暴れて、そのせいでマリアが死んでしまえば、僕はもう遠慮しない。

　もしそうなったら、醍哉を殺してやる。

　そして醍哉は僕に勝てない。醍哉が思い描いている作戦上、僕を殺せないからだ。

「…………」

　醍哉は顔をしかめたまま無言でいたが、それは了承の意味に違いなかった。




　▼六日目〈Ｃ〉【音無麻理亜】と【密談】、【星野一輝】の部屋
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　醍だい哉やはうまく言いくるめることができたのだろう。神かみ内うち昂こう大だいは、結局一日何もしなかった。

　でも、大人しくしてくれるのがせいぜい今日きようまでだってことは、見ていれば分かる。彼は、自分の中にある暴力への渇かつ望ぼうを押し隠すことができず、周囲にまき散らしている。

　黒く、暗く、欲望を煮詰めたようなその空気を、僕はどこかのマスタールームで知っていた。




　醍哉にはまだ抜け落ちている視点があった。

　それは、マリアがこれからどうしようとしているかだ。

　醍哉の策は、時間が経たたなければ実行されない。食糧がなくなり、ミイラ化する直前まで、『現実の醍哉』は動かない。それを僕は知っている。

　でも、マリアはもちろん、醍哉の策を知らない。時間が迫せまれば、僕が死んでしまうと変わらず考えている。

　当然、僕が生き残れるように、【王降ろしの国】で勝たせようとするだろう。自分が死ななければ僕の勝利条件が満たせないことを知っている上で。

　つまり──

　このままでは、僕の勝利のためにマリアは死のうとする。

　それを防ぐために、マリアを説得しないといけない。でも、マリアが簡単に折れてくれないことを僕は思い知っている。

　だから、醍哉に神内昂大を言いくるめるように僕は頼んだ。

　あの場で殺すわけにはいかなかったのだ。僕はどうしても、マリアを説得するために見てもらいたかったから。

　──神内昂大を殺すところを。




　そして僕は、部屋にやってきたマリアと対たい峙じする。




　なぜだろう？

　目的を明確化できた僕は、マリアに対してとてつもない違和感を憶える。

　焦点がぼやけているかのように、マリアの輪りん郭かくがぼやけて見える。

「一かず輝き」

　やっぱりマリアは僕の隣に座らない。

　まだマリアは僕を『星ほし野の一輝』だと認めてくれていないのだろう。今のままじゃ、目的を明確化した僕を、認めてはくれない。

「やはり私は、死ぬ必要がありそうだ」

　だからこのままでは、そんな愚ぐ行こうを止められない。

「このままではきっと一輝の足を引っ張る。【王降ろしの国】で勝利することもない。なに、幸いにも私はＮＰＣなのだ、お前が気に病やむことはない」

　そんなことを平然と言い放つ。

　思わず溜ため息いきを吐つく。

　やっぱり、マリアを止めるのは、至難の技だ。

「マリア、それは心配しなくてもいい」

「なぜだ？」

「僕が神かみ内うち昂こう大だいを殺すからだよ」

「────」

　マリアは絶句するが、でも、すぐに驚いた表情を元に戻す。

「やはりもう、私にはお前が分からない」

　マリアは眉まゆを寄せる。

「お前は大おお嶺みねと共きよう謀ぼうしたわけか。そして安易で最悪な選択をしたと」

「もう決めたことだ」

「……そうか」マリアはそっぽを向く。「私は殺人など、手段でさえないと考えている。それで解決する行為は、どんなに有効的でも鬼き畜ちくな蛮ばん行こうにすぎない。かつて、〝拒絶する教室〟でそんなようなことを言ったのだが……まあ、お前は憶えていないんだったな」

　マリアの拒絶する言葉に、何も感じないなんて言ったら噓うそになる。僕はしっかり傷付きながら、でも、引き下がらない。

「自殺する方が、よっぽど歪ゆがんでる」

「人間ならな。私は〝箱〟だ」

「そんなのを言い訳にしないで！　僕がそんなこと望んでないことを分かってるくせに！」

　僕の叫さけびに、マリアは目を見開く。

「…………まだ、そんなことを言っているのか。どうしてそんな甘いことを言うんだ。お前ならできるはずだ。私なんかじゃなく、『日常』を優先できるはずだ」

　まだ、そんなことを言っている？

　まるっきり僕のセリフだ。

　僕は歩き出し、怪け訝げんそうに見つめる彼女の前でモニターに触れる。モニターにメッセージが表示される。




『【神かみ内うち昂こう大だい】を【斬ざん殺さつ】で切り刻みますか？』




　だったら、見せつけてやる。

　僕がもはや変わっていることを、マリアに見せつけてやる。そのためだけに、一日彼を殺すのを遅らせたのだから。

　そして、変わった僕を信頼してもらう。

　マリアが死ぬ必要なんてないことを、理解してもらう。

　そのために僕は、神内昂大の目に被さる『KILL?』の文字に手を伸ばす。

「や、やめろ！」

　マリアは目を開いて駆かけ寄り、僕の腕を摑つかむ。

「…………どうして？」

　正直、そこまで狼ろう狽ばいするとは思わなかった。

「……何がだ？」

　マリアはわずかに目を逸そらして聞き返す。

「どうしてそこまで僕が変わるのを嫌いやがるの？　確かにこうやって手を下すことはいいことじゃない。でも、そんなに必死に止めなければいけないこと？　僕もマリアも、こうすることで助かるかもしれないんだよ？」

　昨日きのうのマリアとの【密談】を思い出す。

『私は、星ほし野の一かず輝きの顔をしたお前が──怖い』

「どうして、僕が変わるのを、そんなに怖がっているの？」

「…………」

　マリアはその質問に答えられない。

「一応言うよ。今、ボタンを押すのを止めても無む駄だだよ。たとえ羽交い締めにされても、僕はマリアがいなくなったら、結局ボタンを押す」

「……そんなこと、分かっている」

　でも、言葉とは裏腹に、腕を摑む力は強くなる。

「だから、こうやって止めてしまったのは、感情的になったせいだ。ああ認める。私は、どうしても一輝に変わって欲しくないのだ」

「……でも、もう無理だよ」

　呟つぶやく僕を、マリアは見つめる。

「……そのようだな」

　そして摑つかんだ腕を離す。

「もう、止められないのだな、私は」

　どうしてそんなことを嘆なげくのかまったく僕には分からず、マリアを見つめ続ける。その視線に答えるように、マリアは口を開く。

「なあ一かず輝き。私の目的はなんだ？」

　どこか悲ひ壮そうにも聞こえる声でマリアは尋ねる。

「〝箱〟を手に入れること、だよね？」

「そうだ。私は〝箱〟を手に入れようとしている。自分の〝願い〟を完璧なものにするために〝箱〟を求めている。一輝と一いつ緒しよにいるのは、お前が〝Ｏ〟に気に入られているからだ。そういう大義名分がある」

「…………うん」

「だが、私は〝箱〟だ。日常の中にいることが許されない存在だ。だから、本来は誰かの側そばにいるべきではないのだ。その人間の日常を壊す私は、深く誰かに関わってはいけないのだ。お前と一緒にいられるのは、あくまで大義名分があるからにすぎない」

「…………」

「お前は変わり始めた。もう私は、表情だけでお前の思考を当てる真ま似ねもできない。少しずつ、少しずつ、私たちにある特別なものは失われているのだ。……所しよ詮せん、茂も木ぎの想いから生まれた副産物の関係だったのだから、こうなるのは当たり前なのかもしれない」

「そんなこと──」

　思わず何の根拠もなく口に出してしまった言葉を、マリアは口をふさいで止める。

「優しい噓うそはいらない。お前も、私たちが特別でなくなったのを感じているはずだ」

「…………う」

「お前は神かみ内うち昂こう大だいを殺そうとしている。奴やつがＮＰＣであるにしても、人を殺してしまえばもう元通りの価値観ではいられないことを私は理解している。そしてお前はさらに変わる。異常でさえあった日常への執しゆう着ちやくは減少し、他の者と同じように〝箱〟を使いこなせなくなる。するとどうなる？」

　マリアは言う。

「〝Ｏ〟に興味を持たれなくなる」

　マリアの手は、もう僕の口を覆っていなかったけれど、それでも口を開けない。

「〝Ｏ〟が離れることは、お前にとって歓迎すべき事だ。私だって、それを喜んでやるべきだ。だが、私は心の底からは喜べない。それは、〝箱〟を手に入れるための手がかりを失うからじゃない。お前が〝Ｏ〟に興味を失われることで、それで──」




「私が一輝と一緒にいていい、大義名分がなくなるからだ」




　言って、マリアは僕の肩に頭を押し付けた。

「お前に〝Ｏ〟が付きまとわなくなったら、私はお前の側そばから離れなければいけない。当然だ。そうしなければ私は、自分の目的を果たすことができないのだから」

　ああ、そうだったんだ。

　昨日きのうから、いやそれ以前からずっと、マリアが恐れていたもの。

　それは──




　それは──別れ。




「一かず輝き、私はもう止めない」

　マリアの頭が肩から離れる。

「本当は止めてはいけなかったんだ。私に、そんな権利も、そんな必要性もないのだ。ちゃんと理解していたつもりだったのだけどな」

　マリアは、諦てい観かんした優しい微ほほ笑えみで、言う。

「一いつ緒しよにいられるなんて、夢物語だと」

「────」

　顔を見ていられずに、僕はモニターに向き直る。

『【神かみ内うち昂こう大だい】を【斬ざん殺さつ】で切り刻みますか？』というメッセージの下に、僕は勝手にこんな文を頭の中で足してみる。『【音おと無なし麻ま理り亜あ】と別れることを受け入れますか？』

「…………そんなの、」

　受け入れるわけないじゃないか。

　なんだよそれ。マリアを護まもろうとしたら、マリアと別れなければいけないってなんだよ。別れてしまったら、マリアは一人ひとりきりになり、泣き続けることを知っていて、それなのにそうしなきゃいけないってなんだよ。




『お前が死ぬなんて耐えられない。つらい。嫌いやだ。苦しい。一緒にいたい』




　どうして僕はいつも、何もできない？

　音無麻理亜の僕への想いを知っていて、どうして何もできない……！

　……何か方法があるはずだ。『騎士』である僕は、誰かを切り刻んで殺せば、囚とらわれているマリアを救い出すことができるはずだ。

　マリアをこうやって、ひとりぼっちにしようとする奴やつは、どこのどいつだ？

　僕は考える。考えて、考えて、考えて考えて考えて考えて──

「────あ」

　…………そうか。

「──ああ！」

　分かった。僕の敵がようやく分かった！

　どうして気付かなかったんだ。ずっと側そばにいたじゃないか。知っていたじゃないか。僕はずっとそいつを敵だと認識していたじゃないか！

　迷いが消えた僕は、モニターに再び手を伸ばす。『【神かみ内うち昂こう大だい】を【斬ざん殺さつ】で切り刻みますか？』という文字を読んで、あっさりと決断する。

　そうだね殺すよ。

　僕は『KILL?』と書かれた神内昂大の画像を押した。

「────ああ」

　マリアから吐と息いきが漏もれる。

「夢物語は、終わったか」

「違うよ」

　確かに僕はこれで晴れて殺人犯になり、変わった。

　僕が護まもりたい『日常』の認識は変わった。

〝Ｏ〟がそれで離れ、そのことをマリアに悟られたら、彼女は離れていってしまうだろう。

　でも──

「今、僕の目の前にいるのは、〝出で来き損そこないの幸福〟を持っていないマリアだ」

　予定通りに事が済めば、マリアは【追体験】することなく、この〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を抜け出せる。

　今の会話なんて憶えていない。

　まだ僕がこの〝箱〟で変化したことを悟られていない。

「〝出来損ないの幸福〟を持っていないマリアは、〝箱〟じゃない」

　マリアは僕の言葉の真意を分かりかねているのか、目を丸くしている。

「僕は、二回目のゲームで言った。『〝箱〟のない君を護るのは、僕の役目だ』って言った。その決意を僕は守り続けるんだ。だから僕は、マリアを魔の手から護り続ける」

「……魔の手？　例えば神内や大おお嶺みねのことか？」

「もちろんそうだけど、一番の敵は違う」

　僕の目的は、マリアを救うことになった。

　じゃあ、この〝怠惰なる遊戯〟で、いや、それ以前からずっとその目的を一番邪じや魔ましているのは誰だったのか？

　自分の命を捨てないといけないとマリアに思わせる憎にくい敵は誰なのか？

　どうすればマリアは死なずに済むのか？

　本来、マリアが生き残るために、僕が手助けする必要さえないはずなんだ。マリアほどの能力があれば、プレイヤー時に【王降ろしの国】で勝ち抜くことなんて、そう難しくないはずなのだ。

　でもマリアは絶対に、何があっても、人を殺せない。それをするぐらいなら自分の命を蔑ないがしろにする。

　だから〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟に絶対に勝てない。

　じゃあどうすれば、マリアは【王降ろしの国】で勝利することができる？

『騎士』の僕は、かつて言った。

　すべてを裏切り、すべてを敵に回しても、マリアを救い出すと。

　それに対してマリアは言った。

　待つことだけが取り柄の自分は、迎えに来てくれるまで待っていたと。

　マリアは無意識にかもしれないが、自覚しているのだ。自分が囚とらわれていること。そして、それを自分一人ひとりではどうすることもできないこと。

　マリアは誰に囚われている？　誰が彼女を『王』にしようとしている？　僕は誰を斬きり殺せば、彼女を救出できる？

　ようやく分かった。




「『音おと無なし彩あ矢や』だ」




　それが、僕の敵の名前。

　これからも敵対する、かつて一生分の時間敵対していた、僕の敵。

「僕は『音無彩矢』を倒す。日常に解決できない絶望がないことを思い知らせて、〝箱〟を使う必要がないと思い知らせて、倒す」

　そうすれば、僕らに別れは来ない。

　まったく……『音無麻ま理り亜あ』を巻き込むなよ『音無彩矢』。僕と一いつ緒しよにいられないのは、お前だけなんだよ。

「────何を、言っている？」

　マリアは目を見開いている。

　そういう反応もするだろう。マリアは望んで、あの繰り返しの日々の中でようやく理想とする自分、『音無彩矢』を作り上げることができた。それなのに僕は、それを壊すと言っているのだ。

「それは──私への宣戦布告か？」

　僕は微ほほ笑えんで答える。

「違うよ」

　もしそれを、現実世界のマリアに言ってしまえば、宣戦布告になってしまうかもしれない。そして、僕の意思を知ったマリアは、僕から離れてしまうかもしれない。

　でもここは、マリアが記憶を引き継がない、【王降ろしの国】の中だ。

「僕は〝転校〟一回目のマリアを知ってる」

　マリアは突然そんなことを言い出した意図が分からないのか、目を見開いたままだ。

「あのときの記憶は、ほとんど消えてしまったよ。でも、まだ『音おと無なし彩あ矢や』になりきれていなかったマリアがいたことは知ってる。そして、こう言ったことを憶えてる」

　僕は言う。

　あのときに、教壇の上に立って言った、マリアのあの言葉を言う。




「誰かに側にいて欲しい」




　マリアは、口を結んで、じっと僕を見み据すえる。

「マリア。マリアは今〝箱〟じゃない。だから聞かせて欲しいんだ。本当の気持ちを、『音無彩矢』という立場からじゃない、『音無麻ま理り亜あ』の気持ちを、聞かせて欲しいんだ」

「…………一かず輝き」

　一いつ瞬しゆんだけ口元を優しげに緩ゆるめて、だけどすぐに表情を厳しくさせる。口元を引きしめ、背を向ける。

「お前が私にどんな発言を求めているのか、それは分かった。だが、言えるわけがない。いくら今の私が『音無彩矢』でないと言われても、かつての私に戻れるわけではない。私は〝箱〟でありたいと思ったし、今も思っている。お前の求めている言葉を言うのは、その私の意志を否定することになる。だから──」

　拳こぶしを握りしめる。

「だから、言えるわけがないんだ」

　マリアは言う。




「ひとりぼっちの、『音無麻理亜』を助けて欲しいだなんて」




　ああ、

　それだけで十分だ。

　マリアの気持ちは、十分に伝わった。

　これで遠慮なく、『音無彩矢』を倒す覚悟ができた。

「マリアをひとりぼっちになんてさせないよ」

　ふと、こんなことを考える。

　僕は〝転校〟一回目のマリアを知っている。でも、あのときのマリアでさえも、『音おと無なし彩あ矢や』になりきれていないだけで、もうすでに〝所有者〟だった。すでに強きよう靱じんな意志を持つ、マリアだった。

　でも、それは本来の『音無麻ま理り亜あ』だろうか？

　違うと思う。本来の彼女は、もっと普通の少女のはずだ。

　だから僕は、ただの一つ年下の女の子だった、音無麻理亜を知らない。

〝転校〟を一回もしていない、０回目のマリアを知らない。

　その女の子は、今もきっと、マリアの身体からだの中で泣いている。マリアの胸の中にある、あの海の底で泣いている。

　ひとりぼっちで、泣いている。

　だから僕は、逢いに行く。




「ゼロのマリアに逢いに行く」




　逢いに行って、連れ出して、抱きしめて、ずっと側そばにいる。

　それが、マリアにとっての幸せだって信じて、僕は実行する。

　マリアは、いつの間にか拳を握りしめるのをやめていた。伏ふし目がちにした憂うれいのある表情からは、感情が読み取れない。

　意識的に表情を消したマリアは、ふらふらと僕の前まで歩いて、そのまま頭を僕の胸に押し付ける。

「……私は〝箱〟になる。誰かのために生きる。……だから絶対にやめてくれ。私を護まもろうとしないでくれ」

　そんな戯ざれ言を、聞いたことのない、か細い声で言う。

　だから僕は答える。

「分かった。絶対に逢いに行くよ」

「……ちっとも……分かってないじゃないか。私はお前を苦しめたくないんだ。私に深く関わって不幸になって欲しくないんだ。だから私からすぐに離れるべきだ」

「大丈夫、一いつ緒しよにいるよ」

「離れてくれ……お願いだから私と、離れてくれ…………」

　そんな言葉に従うわけない。

　だってそれ、敵の言葉でしょう？

　だから僕は、その言葉に刃向かって、マリアの背中に手を回す。

　その身体からだは、間違ってもたくましいなんて言えない細い身体で、僕は何度か抱きしめたことがあるのに、やっぱりまたその頼りなさにびっくりしてしまう。

　でも、もう次は驚いたりしない。

　だってきっと、この感触が正しいんだ。『音おと無なし麻ま理り亜あ』はただの年下の少女なんだから、この頼りない感触こそ正解なんだ。

「マリア」

　呼んでも、もうマリアは何も言わなかった。ただ頭を押し付けて、絶対に表情を見られないようにしていた。

　きっとマリアは、僕の胸の中で、現実では絶対にしない表情をしている。彼女が他人に依存してはいけないと誓ったときに、してはいけないと戒いましめたであろう表情をしている。

　マリアがそんな表情をするのは、今のマリアが〝箱〟を持っていないからだろう。【王降ろしの国】の中だからこそ、現実の彼女が欠片かけらさえ見せまいとしていたその本音をわずかに見せてしまっている。

　今なら、『音無麻理亜』に言葉が届くかもしれない。

『音無彩あ矢や』にはねのけられることなく、素直に言葉が届くかもしれない。

　僕は口を開こうとして──

「一かず輝き」

　でも、先に言われてしまう。僕の背中に腕を回して、震えている腕で抱きしめる彼女に、言われてしまう。

「それでもこれは、夢物語だ」

　知っている。

　だから僕は、その運命を変える。




　▼六日目〈Ｃ〉【神内昂大】と【密談】、【星野一輝】の部屋

　それでもマリアはもう、このゲームで『音無彩矢』にはならない。だから自ら死ぬことはない。

　僕がやるべきことはすべて終えた。

　だからこの【密談】は、ただの気晴らし。

『すデに・決定しタ・【斬ざん殺さつ】は・【騎士】が死んデも・実行さレるよ』

【斬殺】が執行されるのは、ルール上〈Ｃ〉の時間が終わる五分前だ。だからまだ、神かみ内うち昂こう大だいは一応生きている。

　でも、生き延びる術すべはない。

　それをノイタンから確認した神内昂大は、苦笑しながらナイフをテーブルの上に放り投げる。

「星ほし野のセンパイを殺しても無む駄だかあ。うあー……俺、万事休すみたいっすね」

　そんなセリフを、まるで他ひ人と事ごとのように軽く、頭を搔かきながら神かみ内うち昂こう大だいは言う。

　自分を殺す相手を目の前にして、神内昂大は恨うらみ言さえ吐かない。感情的にすらならない。おそらく醍だい哉やに従って失敗したぐらいにしか思っていないんだろう。

　これから死ぬというのに。

　彼が放り投げたナイフを眺ながめる。

　退屈しのぎでしかない、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟、か。

　僕はこれまで、ここまで刹せつ那な的な彼の考え方が、理解できなかった。それは変わらない。でも彼が〝怠惰なる遊戯〟の〝所有者〟であることが判明したことで、あの空気が神内昂大のものだと分かったおかげで、少しだけ理解できたこともある。

　神内昂大は、現実世界に生きている実感がないのだ。

　自分の周りで起こっていることも、まるでゲームの中の出来事のように、自分の身に降りかかっている出来事だと思えない。そんな彼だから、【王降ろしの国】をすることが特別だとさして思わない。だからこの〝箱〟は、これだけ非現実的でも、〝願い〟を信じた形の『外側タイプ』になり得たのだ。

　そんな彼だから、自分が殺されることに対しても危機感がない。人を殺しても実感がないので、罪悪感もない。それなら刹那的になり、快楽主義になるのも納得できる。

　ここまで極端なのは珍しいにしても、それは特別なことじゃない。僕だって、このゲームで敗北したら死んでしまうということは知っていても、そのことに確かな実感があったかと言えば、自信満々には頷うなずけない。

　そこまで考えて、だけどそれ以上のことを考えるのをやめる。

　だって、彼への理解は、無意味だ。

　僕はテーブルの上のナイフを手に取る。

「お？　何する気っすか？　あ、もしかして俺が会長を殺したのが気に食わないから、自分の手で殺したいとかっすか？」

　首を振る。

「違うよ。僕は君と対話する気はないんだ。それをやるのは、どうやら僕じゃないみたいだ」

　神内昂大はキョトンと目を丸くしている。

「ノイタン」

『なン・だい？』

　画面に映ったままの、緑色のクマが、返事をする。

「僕は、ノイタンが、〝怠惰なる遊戯〟の象徴的存在だって思ってるんだ。退屈しのぎにしか興味のない人間の本質をマスコット化すると、ノイタンみたいになるのかな、ってそう思っていたんだ」

『ふウん？』

「だから、ずっと言いたかった」

　そして僕は、ノイタンが映っているモニターに向かって、腕を思いっきり振って、ナイフを突き立てた。

　緑色の中心に、ナイフが突き刺さる。

「気持ち悪い」

　ノイタンの額ひたいの真ん中にヒビが入る。

『────ァ？』

　気持ち悪い緑色のクマは、モニターの中で分散する。一いつ瞬しゆんで、未完成のパズルみたいに数百の緑色の欠片かけらになる。ノイタンは『何しやがるテメエ』と毒づくが、いつものかっ開いた目は、もう壊れたモニターには表示できない。ただ、開いた口の中の赤色と、血走った目の赤色がチカチカ浮かぶだけ。

　それはまるで、血を流しているようだった。

　でも痛みを感じられないノイタンは、そんな惨さん状じようにも関わらず暴言を吐き続けている。自分の置かれている状況を気付いていないかのように。

　それは、憐あわれだ。

　気付かないことは、憐れだ。

　数百の緑と赤の点滅になったノイタンは、その姿さえ保てない。徐々に点滅さえしなくなり、少しずつ光を失い、消えていく。

「……そんなことして意味あるんすか？　ただモニターを壊しただけでしょ」

　神かみ内うち昂こう大だいは、冷ややかな口調で言う。

「じゃあ、君にとって意味のある行為って何？」

「は……？」

　神内昂大はマヌケに口を開ける。

「あー、そもそもそんなものないかもしれないっすね。人間誰しも最後は死ぬんだし」

　彼は、僕の予想通りの答えを口にする。

「神内昂大。もし、退屈しのぎ以外、意味を見み出いだせない人間がいたとするよね？」

「なんすかいきなり意味の分からないことを言って？　しかもさりげに人のこと呼び捨てにしましたよね、今」

　僕は無視して話を進める。

「その人間に勝つには、どうしたらいいと思う？」

「もー……何の話っすか？　つうか、その喩たとえてる人物って俺のことでしょ？　それぐらい分かりますよ。でも、だとしたらその人間に勝つのは不可能じゃないっすかね？」

「どうして？」

「負かすってことは、なんつーの、同じ土俵に入ってこないとできないことっすよね？　土俵の外にいる観客を放り投げても、それはただの暴力でしかないっすからね」

　なるほど、確かにそれは納得できる。

「そっか」

　僕は口にする。

「じゃあ、土俵の中にいる事実を思い出させればいいんだね」

　言った言葉に、神かみ内うち昂こう大だいはポカンと口を開ける。

　それでも彼は気付いていない。僕らは誰でもみんな、どんなときでも土俵の上にずっといることを。

　そして今まさに死にゆく彼は、間違いなく負けているのだ。

　その結果に、『勝負したつもりがないから負けていない』なんて、駄だ々だっ子のような言い訳は通用しない。

　でも、そのことを納得させるのも面倒だった。僕はただ思っていることを口にする。

「君は意味があるものはないって言ったね」

「……ええ」

「何をすれば意味があるとかないとか、そんなの僕には分からない。だからこう思うんだ。だったら、意味があるものにしてやるって。誰かの退屈しのぎさえ、意味があるものにしてやるって」

　僕は〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の中で、自分の目的を明確にした。

　それは、とても意味のあることだ。

　僕はこの〝箱〟を、意味がないものであるはずの〝怠惰なる遊戯〟を、意味のあるものにした。

　それって、こう言えるかな？




　──〝怠惰なる遊戯〟を、否定したって。




　でも、それができない彼は、現実から目を背そむけ続けたおかげで負け続けて、これからさらに負け続けて、最後はノイタンみたいに砕け散る。

　でも、その事実を思い知らせるのは、何度も言うけど僕じゃない。

　神内昂大を倒すのは、大おお嶺みね醍だい哉やだ。

　だけど──





・【神内昂大】、【斬殺】により死亡。






　▼十日目〈Ｄ〉大部屋

　だけど、思う。

「僕だったら、もっとうまくやれたのに」

　悠ゆう里りさんたちの食糧も尽つき、残りの食糧は全員分で二個。その食糧は、マリアと醍だい哉やに渡したので、もうすでに僕の食糧はない。

　ようやく『現実の醍哉』が仕掛ける時間だ。

　ふと考える。

　醍哉がこうやって暗あん躍やくできたのは、僕よりプレイヤー順が早かったおかげだ。もし僕が先だったら、神かみ内うち昂こう大だいと対たい峙じしたのは僕だった。

　そうなっていれば、こんな苦戦なんてしなかった。

　うまくすれば、【王降ろしの国】をやることさえなかったかもしれない。

　少なくとも、悠里さんや色いろ葉はさんをこれほど苦しめることはなかったし、神内昂大を殺す必要もきっとなかった。

　僕は醍哉に返してもらった、水色の腕時計を見ながら、思う。

　でも醍哉はきっと、この最悪の結果を望んでいたんだろう。だから、やっぱり醍哉は、僕にとって敵なのだ。

　だけど本音では、醍哉だってそんなもの望んでいないはずなんだ。自覚はなくても、本当は全員が笑っていられる結果が見たかったはずなんだ。

「〝箱〟を希望だなんて思うから、そうなるんだよ」

　そんな僕の言葉に、醍哉は何も言わず、ただ右耳のピアスを触っている。




　じゃあ、後は任せたよ、醍哉。

　そしてさよならだ。

　もう会いたくない。

　だって、もし次会うときがあれば、醍哉は〝箱〟を使ってしまっている。どうせ、使いこなせやしない〝箱〟を。

　僕はその〝箱〟を潰つぶそうとするだろう。

　そしたら今度こそ、僕らは掛け値なく敵同士になってしまう。

　だからもう、会いたくない。
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　中学時代、どうでもいい女と付き合っていた。

　確かに中学生にしてはあか抜けていて、短くした制服のスカートから伸びる細いけれどむちむちしている脚は、俺の欲情を誘う程度には魅力的だった。

　でも、その魅力を消し去るに余りあるほど、知性と品格がなかった。会話は他人の悪口ばかりで、しかもそれをおもしろおかしく話すユーモアさえない。つまらない。不ふ愉ゆ快かい。だから俺は反射的に「うんうん」と相づちができる技術を身に付け、頭の中では連立方程式を解いたりしていた。

　俺からアプローチすることはあり得ないので、告白でもされたんだろうが、他にも結構告白されているのに何でそいつと付き合うのを了承したんだろう？　性欲？

　つうか俺は割と、大人しい従順な女の子が好きなんだ。そういえばそんなイメージにピッタリの、憧あこがれている先輩もいた。その人は、いつも自信がなさそうにうつむき加減で、日本人形みたいなロングヘアーの髪型をしていて、分厚い眼鏡めがねを掛けている、暗い女の子の典型例みたいな人だった。だけどその長い髪で隠れがちな顔をよく見ると、すごく整った、見み栄ばえのいい顔をしていた。俺はその魅力を一人ひとり気付いているような錯覚を抱いだいて、妙みような独占感を持っていたのだ。

　[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ああ、そうだ。その女にカレシがいたのが無性にショックで、そのときに告白してきたそのどうでもいい女、『リノ』と付き合ったんだ。

　でも、俺にとってはどうでもいい女でも、それなりに人気はあったようだ。

　そいつと付き合い始めてしばらくして、俺は体育館裏に呼び出された。教師がどうしようもないとさじを投げていた、金きん髪ぱつの同級生だった。

「テメエ、オレにケンカ売ってんのか？」

　普段からろくに話してさえいなかったので、ケンカなんて売りようもないのに、そのノータリンはそんなことを言った。で、話しているうちにその意味の分からないいちゃもんが、彼女と付き合っていることが原因だと気付いた。

「生意気だからリノと別れろよ」

　初めこそ変なプライドでもあったのか明言しなかったが、俺が理解をしないことに痺しびれを切らした金髪の同級生は、最終的に俺の胸ぐらを摑つかんで、そんな脅おどしをかけてきた。

　さして執しゆう着ちやくもないので「ああ、はい、いいっすよ」とさくっと言う通りにしてもよかったのだが、何ていうかそのときは俺もガキで、理り不ふ尽じんな要求がむかついた。結果「何でそんな命令聞かなくちゃいけないわけ？」と、言ってしまった。「お前がモテないからってひがむなよ。かっこ悪」とか、そんな超正しい指摘も付け足したかもしれない。

　というわけで、俺が暴力を受ける日々が始まった。

　その事実に俺はむかついていたので、こいつが絡んでこなけりゃとっくに別れたかもしれない、そのどうでもいい女と付き合い続けた。金髪くん、まったく裏目もいいところですよ。

　ところで話は変わるが、俺は母親が好きだ。若いし、キレイだと思うし、何より女手一つで俺を育ててくれた。俺の父は十七だった母さんが妊娠したのを知って、腹の中の俺を堕おろすように暴力を振るい出したたぐいの、最低の人間だったらしい。そんな母さんだから、口癖のように「暴力だけはやめなさい」と俺に言いきかせてきた。「暴力で解決できることは、何一つないのよ」。

　信じてもらえそうもないが、俺は今でもそれが正しいと思っている。小さい頃から言われ続けた言葉は、俺にしっかりと根付いている。

　だから、金きん髪ぱつに絡まれてからも俺は反撃せず、暴力を一方的に受けていた。

　でも一方的に暴力を受けていても、痕こん跡せきは残る。生傷の耐えない俺を、母さんはケンカをしている、つまり暴力を振るっているのではないかと疑った。どうしてそんな痕あとができるのか？　わたしの言いつけを破っているのではないか？　わたしが何より嫌いなあの人に似てきているんじゃないか？

　言いつけを守っているが故ゆえに、大好きな母さんに失望されるなんて理り不ふ尽じんな話だ。俺はこの状況を終わらせなくちゃいけない。

　だからそのために仕方ない、一度ぐらい手段として暴力を使ってもいいか。

　俺は金髪くんを体育館裏に呼び出した。そもそも俺が、こんな金髪猿のような劣等種に負けるはずもなかった。殴なぐった。蹴けった。数発だけで、金髪猿は立っていられなくなった。俺は暴力を振るった事実を言いふらされるわけにはいかないので、脅おどして口封じをすることにした。金髪猿くんは、割と強情だった。俺は気絶するまで暴力を振るい続けた。気絶するまでに髪の毛をむしりとったり、爪つめを剝はいだり、小便をかけたり、ムカデを食べさせたりして、最終的には全裸にして部活中の女子もいる体育館の中に放置した。そこまでしてしまったのは、今までの鬱うつ憤ぷんが意外と溜まっていたからかもしれないなあ、と今となっては思う。

　金髪猿は気絶する前に言っていた。「テメエはリノのことが好きでも何でもない。ただオナペット代わりにしてるだけだ。だからオレは許さない」。もしかしたら、この猿は意外と真っ当に、あのどうでもいい女を好きなのかもしれないと思った。

　糞くそどうでもよかった。

　猿に人権はない。

　それどころか、俺はこの人間ボロ雑巾制作事件でますますこいつに苛いら立だちを憶えた。やっぱりこいつ雑ざ魚こじゃん。こんな雑魚が、今まで俺を痛め付けてきたのかよ。その上、俺に暴力という禁きん忌きを破らせただと？　俺に何一つ敵かなわない劣等種の猿が。

　ふざけんな。おかげで俺は知ってしまったじゃないか。

　暴力による支配の、快楽を。

　それまで、自分より遥はるかに劣るにもかかわらず、ただケンカをする度胸があるというだけで王様のごとく振る舞うゴミ虫共に何もできずにいた。だってそいつらの指針は、ケンカが強いかどうかなのだ。勉強や運動、その他諸もろ々もろの能力の高さなどどうでもよく、ケンカが強いかどうかだけが優越で競っているのだ。その価値観が許せない。何も解決できない暴力にすがっているのは屑くずだ。劣等種だ。俺を生まれる前に殺そうとした父親と同じ、生きている価値のない人間だ。

　でも、そいつらは、やはり暴力の前に屈する。

　そんなことに意味はない。劣等種である猿を屈服させたところで、何の意味もない。せいぜい快楽があるだけだ。だが、暴力の意味付けなんて、それだけで十分だ。

　暴力は、快楽のためにあればいい。

　我ながらなんて正しい倫理観だ。

　俺はまた金きん髪ぱつを呼び出した。あれ以降、俺に怯おびえ、逃げ回っていた金髪だったが、呼び出しに応じなければリノをホテルでマワすと脅おどすとノコノコ顔を出した。俺はクラスメイトの数人、金髪の元仲間らしき奴やつら、そしてリノとその友人を引き連れて、学校の近くにあるドブ川に金髪を連れていった。よく犬の死体も流れているような不衛生な、深さが腰まで程度の川だ。

「おい猿。お前確か、水泳部だったよな？」金髪に言い放つ。「俺、意外と水泳は苦手なんだよね？」俺はリノを見て、そのリノがクスクス笑っている様を金髪に見せつけながら言う。「ここで泳いで手本見せてくんない？」

　拒否なんてさせなかった。「おい、服を着たまま泳ぐ気かよ、非常識だな」と言ったら、自ら進んでトランクス一枚になった。もちろんそんな程度で許すわけもないのでパンツも下ろさせた。「やだぁ」とリノとその友達が、知性のない声で言い合った。

　金髪はバシャバシャと泳ぎ始める。表情は、精一杯頑張って作った無表情。俺がバタフライをしろと命令すると、金髪は浅いドブ川で、ダイナミックなバタフライを披ひ露ろうした。その絵がおもしろく、俺は金髪を蹴けり飛ばしながら大爆笑した。汚ねえ泥水を吞のむ金髪の姿に、そこにいる半数はドン引きしていたが、リノはキャッキャと手を叩たたいて笑っていた。

　俺は金髪猿に聞こえるようにリノと会話をした。「なあリノ。この後ホテル行こうぜ」「え？　ちょ、ちょっと人前でやめてよコウちゃん、恥ずかしいよ」「嫌いやなの？」「い[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]やじゃないよ、もちろん」「じゃあ行こう」「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]うん」「すげえエロいことしてよ、この前みたいに」「いいけどぉ[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]だから人前で言わないでよ！　もうばかぁ」

　金髪はドブ川の中にゲロを吐いた。

　俺はその後、約束通り、リノをホテルに連れていった。ホテルには複数の男が待っていた。俺はリノを置いて、知らない男たちに金をもらって帰った。

　もちろんその事実も、金髪に伝えた。

　金髪はもう二度と俺の前に現れなかった。

　ああ、本当に、暴力では何も解決しないなあ。新たな憎にくしみを生むだけだ。それを知らずに安易に暴力を振るうから、こんな目に遭ったんだよ？

　でも俺にも、暴力を振るった代償があった。

　ドブ川事件は、それなりに大事になってしまい、結局母さんに知られてしまったのだ。その詳しよう細さいを知った母さんは、すっかり俺を恐れるようになり、接する態度が他人行儀になってしまった。今では会話もほとんどない。俺は変わらず母さんのことが好きなのに。

　だけど俺は母さんを裏切り続けた。暴力を振るい続けた。定期的に暴力を振るうことで得られる快楽に触れないと、もう耐えられなくなってしまった。

　やはり暴力では何も解決しないのだと俺は思う。でも何もかもぶち壊すことはできるのだ。どんなに地位が高くても、名声を得ていても、金を持っていても、たった一つの暴力の前にすべてがぶち壊しになる。相手の人生が壊れることを意識しながら暴力を振るうと、ちりちりと頭の中に白い光が走って、それが全身に駆かけめぐり、俺の心臓を溶かすようにくすぐる。それはとてつもない快感でやめられない。

　こんな俺もまた、いつか誰かにぶち壊されるんだろう。

　自分の中身が硫酸の湖の中に沈み、溶けていく様を想像する。それを想像すると、なぜかすごい安心する。ドロドロになって、形が保てなくなった俺を妄もう想そうするだけで、俺はものすごい安あん堵ど感を得られるのだ。

　どうしてそうなのか、そんなことは考える気がない。

　ただ、こんなことは思うのだ。その液状になり果てた姿が、俺の正しい姿なんじゃないかって。生まれる前から暴力を受けていた俺は、ドロドロで人間の形をしないまま、外に出た方がよかったんじゃないかって。







「願い事はあるかい？」







　だから、こんなことを尋ねられても困る。

　いつかぶち壊される俺が、何を叶かなえたいことがあるっていうんだ？

　どうせ俺は──いや、俺だけでなく誰も彼も、最後にはすべて失ってしまう。それなのに意味のあることなんてあるのか？　あるなら是ぜ非ひ教えて欲しい。

　意味がないことが分かれば、この世界は退屈でしかなかった。『退屈』は大おお嶺みね醍だい哉やが言ったように怪物そのもので、俺を吞のみ込もうとする。

　だから退屈しのぎができれば十分だ。

　そうして俺は〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を生みだし、【王降ろしの国】を始めた。
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【王降ろしの国】一回目。

　何もかも新鮮でとにかく楽しかった。殺し合いも騙だまし合いもまさに俺の想定通りで、これぞ俺が望んでいたゲームだって感動した。

　まあ、今考えると、【革命家】の大おお嶺みね醍だい哉やが強すぎてワクワク感は欠けたかもしれない。あの人が【革命家】とか鬼に金棒すぎる。




【王降ろしの国】二回目。

　最高だった。サービスシーンもたくさんあったし、鑑賞する分には最高だった。悠ゆう里りちゃんが俺を誘惑したすぐ後に、星ほし野の一かず輝きに俺を殺すよう懇こん願がんしていたときは、もう大爆笑するしかなかった。

　それにしても悠里ちゃんは怖すぎるよね。最後に俺のＮＰＣを殺すとき、無表情で涙を流し、もうすっかり精神をやられてしまったキャラを演じて油断させ、慰なぐさめようとした俺を刺し殺したんだぜ？　鬼き畜ちくだよなあ。まさに悪魔。もう俺完全に女性不信だっつーの。




【王降ろしの国】三回目。

　早すぎて思わず笑った。一番初めに悠里ちゃんを殺したときの会長の顔怖すぎた。まあ一回ぐらいならこんな展開もいいかな。




　そして、【王降ろしの国】四回目。

　さすがに飽きてきた上に、星野一輝が殺し合わない方に持っていこうとするから、いまいち楽しめるシーンに欠けた。全然分かってねえあいつ。もっと殺し合わせろよ。騙し合わせろよ。いいよ友情復活の和解とか。そんなドラマを俺は求めていない。




　というわけで、四回目の【王降ろしの国】の鑑賞は、集中力を欠いていた。誰かが死んだりだとか、そんなおもしろい動きがないシーンは真剣に見ていなかった。だから、大嶺醍哉が星野一輝と【密談】している場面もそこまで集中して見ていなかった。

『僕に勝ってなんて、いないじゃないか』

　そんな星野一輝の思い上がり発言を聞くまでは。

〝所有者〟を勘違いしてるアホの子が何を言ってるんだ？　そう苦笑してしまったが、その後のやり取りや表情を見て、ふとこう感じた。

　もしかしてこいつ、俺が〝所有者〟だと気付いた？

　あまり集中せずにいたせいで、情報は十分でなく判断できない。しかし、そう見えた。まあそうだとして、星野一輝に何ができるわけでもないと思うが。

　そして俺は、その後の大嶺醍哉と星野一輝を見て、一度抱いだいたことをまた感じた。

　やっぱり二人ふたりは、密かに共きよう謀ぼうしているんじゃないか？

　大おお嶺みね醍だい哉やが何かをたくらんでいるのはあり得る。というよりむしろ、何かしらたくらんでいると考えた方が自然だ。

　しかし、その謀ぼう略りやくの詳しよう細さいを星ほし野の一かず輝きが知っているとは思えない。大嶺醍哉が直接伝えている様子もなかった。そもそもこの状況で協力ってできるものなのか？

　それとも協力というより、星野一輝は何かを理解し、大嶺醍哉の策を黙もく認にんしたのか？

　俺は筐きよう体たいの中を覗のぞき込んでみる。ミイラ化してしまう状況が迫せまっている星野一輝が、ゲームの中の大嶺醍哉にぽつりぽつりと何かを言っている。

　筐体の中の星野一輝はこんなことを言っている。

『僕だったら、もっとうまくやれたのに』

　一体、何の話だ？

　ふと気付くと、祈っているように見えるほどに真剣に画面を見つめていた大嶺醍哉が、顔を上げて俺を見ていた。

　そういやこの人の顔、やっぱり昔に見たことあるな[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]。大嶺センパイって、同じ中学の生徒なんだっけ？　でも、校則を無視してピアスを付けるような上級生の中に、このイケメンがいた記憶はない。

「お前、中学の時にカノジョがいたな？」

　大嶺醍哉は、突然そんな妙みようなことを尋ねる。

「何人かいたんで誰を指してるか分からないっすけど[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]リノのことっすか？」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]そうだ、そいつのことだ」

「知り合いっすか？」

　そういや、リノってどんな名前だったっけ？　確か、リノは苗みよう字じからもじった愛称だったはずだ。

「そいつは、幼少の頃から知っている奴やつでな。だから、お前がそいつに何をしたのか、俺は知ってる」

　大嶺センパイは、淡たん々たんと言う。

　表情は、何の変哲もない無表情だった。しかしその表情はどこか不気味で、だからこんなことを考えてしまう。

「もしや俺に復ふく讐しゆうする気だったんすか？」

　大嶺醍哉は、しかし表情を変えない。

「センパイの知り合いだったリノを、ホテルに置き去りにした俺が許せなくて、それでこれから復讐する気なんすか？　そのために【王降ろしの国】の案内役みたいなことをして──って、そんなことをわざわざする必要性とかは分からないんすけど」

　俺は頭を搔かきながら、そんなことを言う。

「復讐？　違うな。俺はただ自分の目的のために動いているだけだ。【王降ろしの国】の案内役のような真ま似ねをしたのは、このゲームを観察することが、目的を果たすためのステップに利用できることに気付いたからだ」

「目的ねえ[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]。あれ？　センパイって〝所有者〟なんすよねえ？〝箱〟使えば目的なんて簡単に果たせるんじゃないすか？」

「ああ、その通りだ」

　肯定した大おお嶺みね醍だい哉やに、眉まゆを寄せる。

「じゃあさっさと使えばいいじゃないっすか？　もったいぶってるんすか？」

「ふん、誰もがお前と一いつ緒しよだと思うな。〝願い〟が叶かなうだなんて、そう簡単に信じられる奴やつらばかりだと思うなよ。俺はリアリストなんだよ」

　そういえば〝箱〟は、『そんなことが叶うはずない』という諦てい観かんまでも叶えてしまうんだったか？

「俺が〝箱〟を使いこなせないことは、詳くわしい説明を〝Ｏ〟に聞いたときすぐに分かった。だから俺は、〝箱〟を受け取っても、すぐに使わず、探していたわけだ」

　大嶺醍哉は、軽く口の端を上げて言う。

「俺が、〝箱〟を使いこなせる方法を」

　そんなことを言う彼は、やはりどこか不気味だった。その口調はいつもと変わる様子がないのに、言葉はどこか重く、鋭い。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]使いこなす方法なんて、どうやって探すんすか？」

「確かに探せるもんじゃないな。だが、俺はある意味では幸運だった。そのヒントを星ほし野の一かず輝きが握っていることを、〝Ｏ〟との会話で知ることができたからな。しかも、偶然にもこの〝箱〟に巻き込まれて、カズ以外に〝箱〟を使いこなしている人間に遭遇することができた」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]俺っすか？」

「そうだ」

　俺はようやく、大嶺醍哉の言っている目的のための『ステップ』が何のことか分かる。

　大嶺醍哉は目的のために、〝箱〟を使いこなせるようにならなければならなかった。そのためにこの〝箱〟を抜け出そうとしなかった。

　そう──

「お前らを観察し、〝箱〟を使いこなす術を見つけるため」

　それがステップだ。

　自分の〝箱〟を使いこなす術すべを見つけるために、観察をするために、大嶺醍哉は〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を利用した。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]でも、観察したところでどうにかなることっすかね？　俺らが〝箱〟を使いこなせるっつーんなら、それは使いこなせる人間だったからでしょ。人間性を真似するなんて、不可能だと思うんすけど」

「そうだな。誰でも本質を変えることはできない。例えばお前の退屈を嫌う人間性を、俺が真ま似ねすることはできない。だが、お前が〝箱〟を使いこなしているのは、その人間性以上に、その〝願い〟が身の丈にあったものだったことが大きい。俺はそこに、〝箱〟を使いこなすための答えを得た」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]？　身の丈にあった〝願い〟ってなんすか？」

「そもそもお前が〝箱〟に込めたのは、〝願い〟なんて言葉で表すような大層なもんではなかった。そうだろ？」

「まあ[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]そうっすね。ただ退屈しのぎがしたかっただけっすからね」

「そうだ。退屈しのぎが叶かなわないことだと思う奴やつはいない。【王降ろしの国】で起こること自体は、現実には起こり得ないとお前も思っているだろう？　だが、お前にとってゲームの詳しよう細さいはどうでもよかった。ただ【王降ろしの国】がお前にとっておもしろいゲームであればよかった。だからゲームのシステムは、信じる信じないの外にある」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]あんま意味分かんないっすけど[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]確かに初めから『何回死んでもやり直せる』なんて〝願い〟だったとしたら、俺だって信じられないっすね」

「そういうことだ。お前が使いこなせたように見えたのは、人間性にのみ要因があるわけではなく、間接的に〝願い〟を叶えようとするそのやり方にも理由があったんだ」

　大嶺センパイはほくそ笑えんで続ける。

「おかげで俺は、自分なりの〝箱〟の使いこなし方を理解した。例えば世界を壊したいと思ったとする」

「物騒すね」

「しかし〝箱〟に世界を壊したいと〝願い〟を込めても、やはり俺は内心無理だと考えてしまう。でも、実はすでに地球上に存在しているもので世界は壊せる。核兵器とかな。俺はもちろん核兵器の存在は信じられる。そして核兵器を手に入れるイメージなら、もう俺はできる」

「どうしてっすか？」

「〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟に浸つかることで、〝箱〟の奇き蹟せきを体感したからだ。実際にこれだけの力を体験したのだから、〝箱〟が何でもできることまでは信じられる」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ああ、観察する意図の中に、〝箱〟の力を目まの当たりにすることもあったんすね」

「そうだ」

　まったく、何重にものを考えているんだ、この人[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]。

「世界を壊す『道具』を手に入れる程度の〝願い〟なら、リアリストの俺でもすでに叶えられるんだよ」

　理屈は分かったような分からないような感じだけど、つまりはこういうことだ。

　もう、大嶺醍哉は、〝箱〟を使える。

「────」

　理解した瞬しゆん間かん、悪寒が走る。

　なんだこの嫌いやな予感は？

　その予感に駆かられてか、俺はつい尋ねてしまう。

　仮に大おお嶺みね醍だい哉やが本気で世界を壊したいと願っていても興味がないはずなのに、話の流れで俺は尋ねてしまう。




「で、センパイの〝願い〟って何すか？」




　そうして、一変した。

　大嶺醍哉から発せられる空気が。

　センパイがどこか不気味であることには、気付いていたはずだ。それなのに俺は最後の一押しをしてしまった。

「俺にはな、許せない種類の人間がいる」

　大嶺醍哉は無表情で、右耳のピアスに触れる。

「それは自分で考えることをせず、思考停止している人間だ。奴やつらは自分で考えているふりをして、他人の意見に乗っかり、操作されるだけでまるで自分がない。存在価値がない。ただ右に倣ならうだけの思考しかできず、目的もなく、自堕落に目の前にある餌えさだけを食って、ブヒブヒ鳴いている家畜並みの薄っぺらいカス共が、俺は許せない。そいつらが吐いた空気を吸うことさえ不快だ」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]何をそんなに、感情的になってるんすか」

　大嶺醍哉は言った俺を、冷たい目で睨にらみ付ける。

「食うからだ」

「何を──」

「時に善良な人間さえ、そいつらは食うからだ」

　その冷たい視線に捕らわれたように、動けない。

「俺の〝願い〟、そして目的。もう想像が付くだろ？」

　右頰ほほだけを上げた奇き妙みような引きつったような笑え顔がおを浮かべ、言う。

「俺の〝願い〟は──カス共をすべて駆逐すること」

　もう大嶺醍哉は敵てき愾がい心しんを隠さない。永い年月を掛けてどす黒く塗り潰つぶしたような、一見穏やかな、だが確かな狂気の光を宿した瞳ひとみを、俺に向ける。

「なあ、聞いているか、神かみ内うち昂こう大だい？　いや、こういった方がいいな」

　そうして宣言する。

「退屈に吞み込まれ、思考停止した家畜野郎」

　俺と敵対し、駆く逐ちくすると。

「────はは」

　乾いた笑いが漏もれる。

　俺を駆く逐ちくする？

　笑い事でしかない。そのはずだ。大おお嶺みね醍だい哉やが武器でも持っているのならまだしも、徒手空拳で暴力の世界に慣れた俺に勝てるはずもない。それは間違いない。

　それなのに、何だこれは？

　このどうしようもない寒気は？　心の奥底から湧わき上がる恐怖は？

「なあ神かみ内うち、星ほし野の一かず輝きはこれからどうなると思う？」

　突然の話題転換。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ミイラ化して死にますよね？」

　大嶺醍哉は「クク[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]」と笑う。

「何だそれは？　お前、あいつを舐なめてんのか？　じゃあカズは自分が死ぬことを分かっていて、何もしなかったってことか？」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]そりゃ何もできないっすからね」

「思考停止した家畜野郎が言いそうなセリフだ。あいつとお前を一いつ緒しよにするな。あいつはただ俺が何をするか分かっただけだ。生意気にもな」

　大嶺醍哉は苦笑するように言う。

「星野一輝は死なない。なぜならその前に俺が、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟なんていう腐りきった〝箱〟を潰つぶすからだ。それを星野一輝は理解した」

　折れたシャープペンの芯を見ているかのような関心のなさで、俺を見る。

「そのやり方は言うまでもないな？」

　そして、吐き捨てる。

「神内昂こう大だいを殺して、〝怠惰なる遊戯〟を潰す」

　死の宣告を告げる死神のように。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]う」

　やはり俺は平常心でいられない。まるでその言葉が真実であるかのように感じ、脂汗を搔かいている。

　この感覚はいったい何だ？　大嶺醍哉は【王降ろしの国】で、ＮＰＣではあるが俺にも会長にも殺されているのだから、そこまで恐れることはないはずだ。

　なのに、こいつの自信はなんだ？

　そして俺は、どうしてこんなに追いつめられた気分になっているんだ？

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]俺に暴力で勝てるとでも？」

　なんとかその言葉を絞しぼり出す。

　大嶺醍哉は口元を歪ゆがめて、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で言い放つ。

「無理だろうな」

「は？」

　何を言っているんだこいつは？　じゃあなんだその態度は？

「何を驚いている？　暴力で争ってお前に勝てるわけがない。こう見えてもスポーツはともかく、ケンカなんてほとんどしてきたことのない優等生だったんでな。格闘技経験もない。相打ち覚悟なら、まあ、なんとかなるかもしれんがな」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]じゃあ、なんすか、その自信は？」

「知れたこと」大おお嶺みね醍だい哉やは言う。「もう、終わっているからだ」

「は？」

　もう一度間抜けな声を上げたところで、俺はその身体からだを摑つかまれる。

「!?」

　大嶺醍哉にじゃない。奴やつはまだ俺の目の前にいて、肩を摑むどころか腕を組んでいる。

　仲間[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]？　バカな、いるわけがない。ここは〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟によって作られている空間の中だ。

　しかし、確かに俺は摑まれている。背中に俺を押さえ込んでいるそいつの頭が当たった。

　振り返る。頭の上だけが見える。

　髪の長い[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]女？

　背は俺よりだいぶ低く、屈強な肉体をしているようには見えない。

「────くッ！」

　それなのに、一体どんな手品なのか、拘こう束そくしているその腕を振りほどくことができない。

　パジャマ姿の髪の長い女は、俺の背中に付けていた顔を上げる。

　その顔を見て──




『僕に勝ってなんて、いないじゃないか』

　なぜか頭の中によぎる、星ほし野の一かず輝きのそのセリフ。

　大嶺醍哉のさっきまでの自信の根拠は、こうやって彼女が現れ、俺を拘束し、自分の助けになることを知っていたからだったのだ。

　そしてきっと、星野一輝もあの【密談】で、そのことを理解した。どうしてそこまでの発想ができたのかは分からないが、とにかく理解した。

　そして、大嶺醍哉が俺を殺そうとしていることを、筐きよう体たいの前にいるこの俺に悟られないようにした。俺がこの事実を知ってしまえば、大嶺醍哉を野放しにしないことを、下へ手たすれば殺してしまうことを知っていたからだ。

　待てよ？　どうしてすぐに、この女は大嶺醍哉を助けなかったんだ？　もしかして、何らかの条件が整ったからこそ、仕方なく、大嶺醍哉を助けたのか？

　じゃあ、その何らかの条件って何だ？

　この女は、どうして大おお嶺みね醍だい哉やを助けなければいけない？　大嶺醍哉が死んだら、まずいってことか？

　仮に大嶺醍哉がこの状況で死んだらどうなる？　大嶺醍哉が志こころざし半ばで力尽つきる。〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟が壊されずにすむ。【王降ろしの国】は続行される。そして──

　──星ほし野の一かず輝きがミイラ化して死ぬ。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]」

『八日間、誰かが誰かを殺されなければ、生き延びることができる』

　大嶺醍哉はそんな噓うそを吐ついた。でも、違和感があった。重要なところで噓を吐かなかった大嶺醍哉が、どうしてこんな芸のない噓を吐いたのか？

　[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]仮説を立ててみる。

　その噓が、実は事実であったという仮説。

　全員生きていれば、八日間で食糧がなくなり、全員がミイラ化して死ぬ。もちろん星野一輝もミイラ化して死ぬ。今迎えている状況と同じように。

『醍哉は、あの一週間のことを、詳くわしく聞いたんだね』

　その一週間が何を指しているか俺は知らない。分かりようがない。

　だがおそらく、その一週間でこの情報を得たのだ。

　そう、二人ふたりは──

　星野一輝が死にかければ、この女がそれを阻止するために現れるのを知っていた。だから結果、八日間誰も──いや星野一輝がミイラ化するしかない局面を迎えれば、生き延びることができることを知っていた。




「──ふふ」

　顔を見てもさっぱり見覚えのない初対面の女は、口の端を上げる。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]アンタ、誰だよ？」

　女は答える。

「柳やなぎ奈な々な」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]柳奈々？」

「ああ。こう言った方がいいのかもしれないね」

　女は不可思議な笑えみを浮かべて言う。




「〝Ｏ〟だよ」




　大嶺醍哉は、せせら笑いを浮かべる。

「ふん、誰の姿をしているかと思えば、カズの初恋の相手か。柳やなぎ奈な々なの姿をするなど、何のつもりだ？」

「この姿で星ほし野の一かず輝きくんに会うのが一番楽しいと思っただけで、深い意味はないよ。とはいえ、君のおかげで見せることはできなさそうだ」

「一応カズは、ここにやってきてすぐのときにその姿を見ただろ」

「そうだね。酷ひどいことに踏ふまれたけれど。しかも私が誰だか分からなかったようだしね。まったく初恋の相手の姿ぐらい、一いつ瞬しゆんで分かって欲しいものだよ」

「それにしても、柳奈々はそんな外観をしていたのか。面食いのカズが恋した相手だというからまた美人かと思ったが、さして特筆する所のない平凡な面つらだな」

「それは彼女に失礼だよ」

　そんな訳の分からないやり取りを聞きながら、思う。

〝Ｏ〟？

〝Ｏ〟だと？

　ああ確かにそうだ。こんな不可思議な笑えみを浮かべるのは〝Ｏ〟しかいない。〝箱〟の法則を無視して割り込める奴やつは、〝Ｏ〟ぐらいしかいない。だからそれは納得だ。

　でも、どうしてこの人外の存在が、神とも言える存在の〝Ｏ〟が、大嶺醍哉を助けるような真ま似ねをする？　どうして星野一輝の命を助ける必要がある？

　どうして〝Ｏ〟がその行動を、この二人ふたりに読まれている？

　そんなことを考え、狼ろう狽ばいする俺を、大嶺醍哉は嘲あざ笑わらう。

「なぜ〝Ｏ〟が俺たちを助けたのか分からない、そんな面だな。いいぜ、教えてやるよ」

　そして言う。

「〝Ｏ〟は星野一輝が大好きなんだ。知らなかったか？」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]説明になってないっすね」

「理解の遅い屑くずだな。大好きな奴やつが死にそうになれば、当然助けるだろうが」

「それを予測してた、と？」

「予測じゃない。知っていたんだ。俺は〝泥の中の一週間〟でどんなことがあったのか、こと細かく聞いたからな」

　そんな不親切な説明で分かるわけがない。そもそも〝泥の中の一週間〟って何だ？　[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]でもまあ、たぶん、俺の知らないその一週間で、〝Ｏ〟が星野一輝を助けた[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]あるいは助けようとした事実でもあったのだろう。だから、〝Ｏ〟が来ることを知っていた。

　知っていたから、利用した。〝箱〟の使い方を理解し終えたときに、用済みの俺を、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を処分するために、〝Ｏ〟を利用した。

　神とも思えるこの存在を利用した。

「────」

　なんだその発想？

　この存在さえも利用しようとする発想。そんなもの、俺には絶対にできない。

　そんな発想ができる奴やつはきっと──




　──人間じゃない。




　ああ、どうして自分が、こんなに怯おびえているか、分かってしまった。

　俺はなんだかんだ言って、自分より有能な人間を見てきたことがなかった。少なくともそう感じたことはなかった。どんな他人を見ても、自分が強者であるとそう思っていた。

　だが、思い知らされた。俺はこの男と比較したら──

　──圧倒的な、劣等種だ。




「────あ」

　自分の身体からだが、グラリ、と揺ゆらぐ。

　立ちくらみのようだが、その感覚は止まらない。シンナーのような臭においがするこの黒い空間の中に、自分の足がずぶずぶと沈みかけている。[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]いや、そんなことは起こっていない。ただそんな気がするだけ。

　何が、何が起きている？

　誰かが、俺を嗤わらっている。あはははははは、と嗤って足あし蹴げにする。それをしているのは大おお嶺みね醍だい哉やでも〝Ｏ〟でもない。黒い影が俺を蹴けり、奪い、乗っ取ろうとする。

　──誰だ、お前は？

　それが、写真さえ見たこともない父親である気がした。浮かび上がるその影に、俺はどれだけ恨うらみ言を言おうかと思い、睨にらみ付ける。なのに凝視した途端、父親は散開し、別の人間になった。

　ああ、そいつの正体は、さすがに知ってる。

　──俺だ。




「まったく[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]笑えるぐらい、予定通りだ」




　大嶺醍哉はそんな言葉を口にする。

　ああ、そうなんだろう。

　俺はこれから予定通りに破壊される。俺が今まで誰かにしてきたように。

　じゃあ俺は、ずっと求めていた場所に行けるのかもしれない。求めていたものになれるのかもしれない。

〝Ｏ〟は、俺を手放した。

　ずるり、とそのまま俺は落ちて、四つんばいになる。

　手が空間の底に着く。手のひらに、腐肉に触れたような感触。ベチャリと生温かく、なのにざらざらとしていて、手の中で崩れる。

　俺はようやく感じた。

　この空間を──気持ち悪い、と。




「ふむ、予定通りか」

〝Ｏ〟は大おお嶺みね醍だい哉やが言った言葉を口にする。

「まあ、しかし、星ほし野の一かず輝きくんにとっても、予定通りだったのだろうけどね」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]何が言いたい？」

「他意はないよ。ところで大嶺醍哉くん。私も聞きたいことがあるんだけどいいかな？」

〝Ｏ〟は、もう俺なんて視界に入っていないかのように、大嶺醍哉を見る。

「君の矛盾した行動への質問だよ。君ほどの人が、どうして自分の利益にならないことをしたのか分からなくてね」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]何のことだ？」

「ふふ、ごまかさなくていいよ。君の作戦は、私の星野一輝くんへの執しゆう着ちやくを利用したものだ。もし私が駆かけつけなければ成立しなくなる。そうであるのに──」

「成立しないわけじゃない」

　大嶺醍哉は〝Ｏ〟の言葉を遮さえぎり、説明する。

「そもそも俺は、すでに【王降ろしの国】に勝ち、生き残っているから、必ずしも〝箱〟を潰つぶさなくてもよかった。そしてあなたが絶対にここに来る自信はあったものの確信はなかった。こうしてやったのは、俺に負けはしたが奮闘した星野一輝へのお情けの救済措そ置ちだ。もし俺との勝負に勝っていたら、約束だからあなたが来なくても何とかしたよ。それこそ神かみ内うち昂こう大だいと相打ち覚悟でな」

「情けね[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]。情けを掛けられたのがどちらか、君は自覚しているはずだけど？　そもそもそんな説明は聞いていないよ」

〝Ｏ〟は穏やかに大嶺醍哉の言葉を一いつ蹴しゆうする。

「はぐらかさないで欲しいな。もう一度仕切り直して言うよ。私が駆けつけなければ困るのに君は──」

〝Ｏ〟はそうして、言う。

「星野一輝くんを変わらせて、私が興味を失うよう仕向けたね」

「────」

「一輝くんは、あのままならば八日間全員生き残らせることができたはずなんだ。しかし君は彼を変わらせるためにわざわざＮＰＣの神かみ内うち昂こう大だいをそそのかし、新しん藤どう色いろ葉はを殺させ、ただそのまま勝つことを不可能にした。君は私が駆かけつける状況さえあればいいのに、どうしてそんなことをしたのだろう？」

　大おお嶺みね醍だい哉やは〝Ｏ〟を睨にらみ付ける。

「優しいな君は。友人である一かず輝きくんを、助けたかったのだろうね。私から解放させてあげたかったのだろうね。もちろん、この程度の変化ではまだ、私は一輝くんへの興味を失わないけれど」

〝Ｏ〟は微ほほ笑えんで続ける。

「だけど、私がここに来る可能性を低くしたのは確かだよ。自分の勝率を下げるなんて、君らしくもない行動だ」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]確かにそんなように取られる行動はした。しかし、それをしたのはＮＰＣの俺だ。勝手にそれが俺の望みだと誤解したＮＰＣが暴走しただけの話だ。事実、ＮＰＣの俺は、あなたが駆けつけなくなることで、星ほし野の一輝がそのままミイラ化して死ぬ視点が欠けている。俺もその程度のミスはする」

「ＮＰＣの誤解だったとしても、君に一輝くんを変えてあげたい気持ちがなければ、分身であるＮＰＣがそんな行動に出るはずがないのでは？　それに、やはりそれは噓うそだね。さっき君はすべて予定通りだったと言ったはずだよ」

「言葉のあやだ」

「違うね。予定通りだったんだ。それに君は、もし私が駆けつけることがなくても、星野一輝をそのまま死なせたりは絶対にしなかっただろうね。それこそ相打ち覚悟で、神内昂大を殺そうとしただろう」

「何をバカな。どうして俺がカズにそこまでしなければならない」

「情けを掛けられているからだ」

　大嶺醍哉は返す言葉を失う。

「情けを掛けられ、自分の策を黙もく認にんしてくれた相手を、その策の失敗が原因で殺してしまう？　プライドの高い君が許せるはずもないことだね」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]どうしてそんなことが分かる？」

「私ではなく、星野一輝がそう思っている」

「なに？」

「一輝くんは、私の気まぐれを信頼してはいないよ、悲しいけれど。だから君の策が必ずしも成功するとは思っていなかったんだ。それなのに、君に自分の命運を預けた。その理由は、これだけ説明すれば、聡そう明めいな君なら分かるだろう？」

　大嶺醍哉は目を見開き、そして唇くちびるを嚙かみしめる。

「失敗してもそれでも、大嶺醍哉が自分を助けると信じていた」

　なぜか悔くやしがる彼に、〝Ｏ〟は言う。

「本当、一かず輝きくんにとって予定通りだっただろうね」

「────あいつ、俺をどこまでも舐なめやがって」

「ふふ、舐めているわけでなく、きちんと君を分かっているだけじゃないか」

「うるさい。[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ああ分かった。いいだろう、認めてやる。俺はカズとあなたを引き剝はがそうとしていた。あなたにとってはそれが不都合だから俺を責めているんだろう？」

「それはあるね」

「安心しろ。もうそんなのは今回きりだ。今度俺の目的の前にあいつが立ちふさがるなら、利用もするし敵対もする。その程度のことだ」

「そうだろうね」

「だが確かに俺は、あいつにはへらへら笑っているのが似合っていると思う。〝箱〟に関わって欲しくないと思っている。あいつは日常にいるのが似合っているんだ」

「ほう？　それならどうして、音おと無なし麻ま理り亜あを護まもることを一輝くんの目的にさせようとしたんだい？　彼女と関わることもまた、日常から遠ざかる行為でもあるんじゃないかな？」

　大おお嶺みね醍だい哉やは唇くちびるを嚙かみしめる。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]それしか〝Ｏ〟と関わらないようにする手段が、ＮＰＣの俺には思い付かなかったんだろう」

「確かにそうかもしれない。だが、表情を見る限り、それだけではないみたいだね」

　言って、〝Ｏ〟はわざとらしくひらめいたとでも言うように、手を叩たたく。

「そうだ。一つ、君にその自覚を促うながす意味でも、いいことを教えてあげよう。星ほし野の一輝くんや、音無麻理亜に話すのもいいかもしれない」

　眉まゆをしかめた大嶺醍哉に、〝Ｏ〟は嬉き々きとして言う。

「この少女──柳やなぎ奈な々なは生きているよ。ああ、ついでに彼女の恋人だった生き島じま統とう司じくんもね」

　ますます眉まゆをしかめて、大嶺醍哉は尋ねる。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]生きているのなら、そいつらはどこにいる？」

〝Ｏ〟はその反応に満足そうに頷うなずきながら、口にする。

「音無麻理亜の〝箱〟の中だよ」

　大嶺醍哉は目を見開いて、固まった。

「分かってくれたかい？　音無麻理亜が、星野一輝を日常から遠ざける存在であることを。だから、目的を果たしたいのならば、感情の引っかかりなんて無視して、予定通りくっつければいいよ」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]何のことだ」

「星野一輝くんとくっつけたいんだろう？」

　そして〝Ｏ〟は口にする。

「桐きり野の心ここ音ねを」

　その──懐かしい名前を口にする。

「ずっと君は、桐野心音には一かず輝きくんがお似合いだと思っていた。彼女の幸せを思えば、二人ふたりの間に恋愛感情が芽生えるのがベストだろうと考えていた。一輝くんならば、何を知っても拒絶しないだろうからね。それなのに、一輝くんの身体からだを乗っ取った浅あさ海み莉り子このせいで実際そうなりそうになったら、一輝くんに暴力を振るった。そして今回も、音おと無なし麻ま理り亜あを護まもることを目的にさせた。君はどうも、目的に対して一貫した行動が取れていないようだね」

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]黙だまれ」

「目的のために、自らの身を投げ出しても構わないようになりたいんだろう？　だけど君は、現時点で音無麻理亜や新しん藤どう色いろ葉はに遠く及ばない。桐野心音に執しゆう着ちやくしているうちはね」

「黙れって言ってるだろう！」

　拳こぶしを握りしめ叫さけぶ大おお嶺みね醍だい哉やを見張る。

　どうしてその名前が〝Ｏ〟から出てくる[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]？

　どうしてその名前に、大嶺醍哉はこんな顔をしている？

　どうして俺が憧れていた、大人しいあの先輩の名前で苦しんでいる？

「────ああ」

　そうか。思い出した。

　かつての大嶺醍哉を思い出した。

「本当に君は目的を果たせると思うかい？『何をしたって、どこに行ったって、本質からは逃げられない』。それは一輝くんに、他でもない君が言った言葉だ。ピアスを付けて決意を形にしたって、たとえ彼女への気持ちを断ち切れたとしたって、君の人間的な優しさや、臆病さや、愚おろかしさは変わらない」

　大嶺醍哉は、それだけで誰かを射い殺ころせるほどの強い敵意を持った視線で、〝Ｏ〟を睨にらみ付ける。

　思い出せなかったのも無理はない。あまりにも雰ふん囲い気きが違いすぎる。中学時代は、ピアスなんてせず、髪も銀色なんかじゃなかった。中学生の大嶺醍哉は、そのどこか上品な物腰と爽さわやかさから『王子』と女子たちに呼ばれ慕したわれる、柔らかな笑えみをする先輩だった。

　憧あこがれの大人しい少女にピッタリの──カレシだった。

　だから俺は、すぐに諦あきらめたのだ。よくよく大嶺醍哉のことを知っていたわけじゃないが、俺と付き合うより絶対に桐野先輩は幸せだと思ったのだ。俺は彼女の魅力を見み出いだしていたのは、自分だけじゃないと思い知った。そしてこれからその魅力を引き出していくのも、俺じゃないと思い知った。俺が勝手に思い込んでいた、彼女が自分にとって特別だと思う幻想は、それだけで崩れ去ってしまった。

　そうか。

　大おお嶺みね醍だい哉やは、俺が『リノ』──『カリノミユキ』と付き合うきっかけを作った、張本人だったのか。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ふ」

　大嶺醍哉は睨にらみ付けるのをやめ、拳こぶしの力を緩ゆるめ、口元を歪ゆがめた。

　冷静さを取り戻し浮かべる笑え顔がおには、かつてあった柔にゆう和わな部分はどこにもなく、もうただ不敵でしかない。

「そうかもしれない。だが、関係ない」

「関係ないか。君は間違いなく苦しんでいるのに？」

「ああ、俺自身がどんなに苦しもうと、ただ目的を果たすだけだ。その感情が俺の行動を阻そ害がいしようとしても、その程度なら俺は、ねじ伏ふせられる」

〝Ｏ〟は興味深そうに、尋ねる。

「どうしてだい？」

　大嶺醍哉は冷めたように答える。

「苦しむ感情以上に、大きな感情に支配されているからだ。俺の本質なんて、それに塗り潰つぶされている。それぐらい俺は──憎にくんでいる」

　強く、言う。




「あのときからずっと、『僕』は、日常を憎んでいる」




　あのときが、いつを指しているのか俺にはちっとも分からない。

「うれしいよ」

　だが、大嶺醍哉の言葉に、〝Ｏ〟は満足げに笑っていた。

「そうやって私に、心が軋きしむ音を聴かせてくれるのだから。まるで指で弾はじけば鳴る楽器のごとく容易に、私にその音を聴かせてくれるのだから」

「そのために、俺に〝箱〟を渡したんだろうからな。出し惜おしみなんてしないから、いくらでも聴かせてやるよ。どんなに心が軋もうと俺は目的を果たすだけだ。だから俺は、あなたにはただただ感謝しているよ」

「そう言ってもらえてうれしいよ。きちんとすべて説明して、〝願い〟を叶かなえる〝箱〟を無償で提供しているのに、筋違いな恨うらみ言を口にする人たちが多くて、残念に思っていたところだからね」

　言って、〝Ｏ〟は俺を立ち上がらせ、再び拘こう束そくする。

「さて、そろそろ一かず輝きくんが、ミイラ化する時間が迫せまっているよ。急がないと」

「言うまでもない」

　吐き捨て、大嶺醍哉は俺へと迫る。

「神かみ内うち昂こう大だい」

　冷ややかに口元を上げる。

「お前は俺の知る中でも、トップレベルのカスだ。退屈に支配され、他人を傷付け、無意味な人生を生きるカス中のカスだ。俺はお前の改心なんて期待していないし、〝箱〟を差し出すとも思っていない」

　首筋へと手を伸ばす。

「星ほし野の一かず輝きが変わったように、俺も変わる。そのためには俺の弱さを消し去らないといけない。そのために利用させてもらう」

　力を込め、俺の首を絞しめる。

「お前を殺し、退路を断つ」

　そして、かつて『王子』と呼ばれた彼は、こんなことを言う。

「そうして俺は『王』になる」

　でも、わざわざそんなことを、俺に口にするなよ。それじゃあまるで、自分に言い聞かせているみたいだ。

　[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ああ、もしかして、本当にそうなのか？

　大おお嶺みね醍だい哉やがここまで〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を破壊せず引っ張った理由。すぐに俺を殺さなかった理由。いくつも理由があった。〝箱〟の使い方を理解するため。〝Ｏ〟が動き出すまで待つため。星野一輝を変化させるため。

　でも、それは裏返してみれば、それだけ多くの理由を積み重ねて、俺を殺す決断を先延ばしにしていただけってことにならないか？

　もちろんそんなの俺の妄もう想そうだ。だが、俺が殺してもいい人物であると思いたかったのは間違いないと思う。何せ彼はまだ『王』未満の『王子』なのだ。

　視界が、瞬またたく。

　俺はこのまま死ぬ。

　そうか、俺は大嶺醍哉に負けるのか。[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]いや、俺はきっとそれ以前から負け続けていた。大嶺醍哉だけでなく、すべてに負けていた。いつからだか逃げ続けていた俺は、不戦敗で黒星を重ねていたんだ。

　欲望の塊かたまりのようなこの空間に、足が吞のまれていく。たぶん、このまま吞まれ続ければ、ドロドロに溶けてなくなるのだろう。

　俺は、それが俺にとっての桃とう源げん郷きようだと、無意識に思っていた。

　バカか。

　なんて想像力のなさだ。そんなもの、実際に死に直面しなかったから思えることだ。自分の望みが何か分からなくたって、こんな終わりなんてごめんだ。

　でも、その結果をもう受け入れるしかない。

　だから最後に一撃だけ、反撃してやる。

「あ[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]ぐ、け」

　最後に一言、言葉を発しようとしても、絞しめられている声帯は、言葉を作ってはくれない。でもそれでいい。正確じゃなくても、伝わればいい。

　すべては大おお嶺みね醍だい哉やの思惑通りでも、嫌いやがらせぐらいはしてやる。

　俺は大嶺醍哉の瞳ひとみを、覗のぞき込む。

　その瞳に、わずかな迷いの色。

　ああ、少しは伝わったらしい。

『助けて』

　その言葉の意図が。

　もちろん、そんなことで結果は変わらない。

　ただ、これだけは分かる。『王子』と呼ばれていた頃の、桐きり野の先輩の横で笑っていた頃の彼を知っている俺には、分かる。

　今度から負け続けるのは、アンタだよ──大嶺醍哉。

　だって──アンタが『王』って柄かよ。

　身体からだが完全に闇やみに吞のまれてしまった感覚。視界はすでにブラックアウトし、まったく見えない。頭の中で残響のように大嶺醍哉の声が聞こえる。

「[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]カズ、本当に、お前ならもっとうまくやれたっていうのか？」

　もう俺に意識がないと思っているのか、震えた声で口にする。

「もし俺が、神かみ内うちの死を利用する気がなくても、俺にはこうすることでしか〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を潰つぶすことはできなかっただろう。でも、お前なら違ったのか？」

　もちろん、そんな言葉を口にする、大嶺醍哉の顔はもう見えない。

　顔に何かが引っかかった感覚がある。何だろう？　鼻び孔こうから酸っぱい臭においが嗅かぎ取れる。

　ああなんだ[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]大嶺醍哉の吐と瀉しや物か。

　ほら、無理しすぎなんだよ、大嶺醍哉。

　まあ、人のことは言えないか。俺だってリノをホテルに置いていった帰りに、道路にゲロをまき散らした。なぜあんなことをしたのか理由は説明できない。ただ間違いなく、あのときの俺はまだ苦しんでいた。

　それなのに、いつから暴力が快楽になったのか？

　分からない。今分からないってことは、結局一生分からなかったってことだ。

　闇やみの中に堕おちる。

　でも、それは今までいた空間と、ほとんど何も変わらない。

　俺はいつからこんな闇の中にいたのか。こんな何もない場所じゃ、そりゃあ耐えられないほど退屈だ。走り回って、声を上げて、手を伸ばして、それでも誰も見つけることができず、恐怖に晒さらされた。

　でも、もう少し捜さがし回れば、俺は誰かと触れ合うことができたのだろうか？

　──ふふ。

　ないわ。

　だって、俺の隣には、母親さえいない。





[image: くぎり]






　最後に浮かぶのは、なぜか星ほし野の一かず輝きの顔だった。

　そいつに向かって、俺は問いかける。




　なあ、もしここにいるのがアンタなら──

　──俺の本当の〝願い〟を教えてくれたのか？
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　前日の雨のせいで湿度が高い、いかにも不快指数が高い日に、神かみ内うち昂こう大だいの葬儀は行われた。

　参列者は、その暑さに神しん妙みような面おも持もちを維持することができずに、顔をしかめていた。それがまるで死者を弔とむらうことを忘れているかのように見えた。

　それでも参列者の中には、涙を流す人たちは多くいた。時折聞こえる会話からは、彼が人気者であることが伝わってきた。彼の裏側を知っている僕からすれば違和感があったけれど、確かに彼のあの親しみやすさを考えれば、自然なことかもしれない。

　そして、母親であろう、それにしては若くきれいな女性は、その細い身体からだの奥の奥から、すべての水分を絞しぼり出すように、泣き崩れていた。

　その事実に、胸が締め付けられる。

　僕は心のどこかで、彼を突き放して楽になりたかった。彼がどうしようもない人間だから仕方ないと思いたかった。

　でも、彼にだって、彼を好きな人はいたのだ。当たり前だけれど。

　だから醍だい哉やが招いたこの結果はやはり最悪だった。そしてこの結果はもちろん、僕の責任でもあった。

　当然だ。

　僕もまた、醍哉と同じく、神内昂大を殺したのだから。

　神内くんの母親は、彼を絞こう殺さつした犯人ではもちろんないのに、「わたしのせいだ」と呟つぶやき続けていた。その必死さは、まるで自分自身へ呪じゆ詛そを唱えて、不幸に陥おちいろうとしているようにさえ僕には思えた。

　遺影の中の神内くんを見ると、彼は、目を細めて、わずかに口元だけを上げていた。それは笑え顔がおに違いないはずなのに、僕にはどうしても笑っているようには見えない。

　隣にいたマリアが僕の表情に違和感を持ったのか、「……知り合いだったのか？」と尋ねた。僕は当然のように首を振って「全然違うよ」と答える。マリアはほとんど話したはずのない彼の死を本当に憐あわれんでいて、口数が少なく、その後行った喫茶店でも、イチゴタルトを少しだけ残した。

　そういう意味でも、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟をマリアが憶えていなくてよかったと思う。もし憶えていたら、きっと彼を助けられなかったことに責任を感じて、自分を責めただろう。

　──〝怠惰なる遊戯〟か。

　まるで神内くんは、〝箱〟を使いこなしていたかのように見えた。けれど違ったんだ。茂も木ぎさんや浅あさ海みさんが〝願い〟が叶かなうわけがないと諦てい観かんし、うまく〝願い〟を叶えられなかったように、神内くんもまた〝箱〟を使いこなせなかったのだ。むしろ誰よりも使いこなせなかったとも言えるかもしれない。

　だって、〝怠惰なる遊戯〟の〝願い〟には、諦観しかなかったのだから。

　じゃあ本当の彼の〝願い〟は何だったんだろう？

　考えても……やっぱり分からない。

　僕がそこまで彼を深く理解する機会はなかった。だから分からない。

　でも、あの遺影を見た僕はこれだけは思うんだ。

　たぶん神かみ内うちくんは──

　寂しかったんだ。
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　醍だい哉やは変わらず失しつ踪そうしたまま、夏休み前最後の日になった。

　まだ学校全体が、またも起きた殺人事件のせいで騒そう々ぞうしかったけれど、たぶん夏休み明けにはなくなっているだろう。

　もちろん僕の胸の中では、このしこりはずっと去来し続ける。でも、それでいい。それでいいと決めて、僕はこの結果を招いた。

　それでも、明日あしたから夏休み。

「…………よし」

　憂ゆう鬱うつな気分は振り払おう。

　搔かいた汗でべったり肌に貼り付いたシャツの感触を無視して、笑え顔がおを作って教室に入る。

「…………ん？」

　なぜか心ここ音ねが、教室の端で丸くなっていた。身体からだを丸めて、体育座りをして、もぞもぞしてる。

　……何をやってるんだろう？

「うす、ホッシー」

「おはよう、陽はる明あき。……ねえ、心音、どうしたの？」

「ああ。キリのいつもの構ってちゃん病だから無視すればいいよ。部屋の隅でこそこそして、でもうざったい感じがまるで黒いあの生き物そっくりだよね。今度から、ゴ桐きり野の心音って呼ぼうぜ！」

「誰がゴキだ！」

　あ、しっかり聞かれてた。

　振り返って僕たちを睨にらみ付けた心音の今日きようの髪は、髪留めでまとめ上げて、うなじが見えている。そして──

「あ、眼鏡めがね」

　水色のフレームの眼鏡を掛けていた。

　心音はその単語になぜかたじろいで、縮こまる。

「普段は使い捨てのコンタクトを使ってるんだけどさあ……買いそびれちゃって。はあ……あたし眼鏡めがねが似合わないから超ちよう鬱うつだよぅ」

「……だから教室の隅にいるの？」

「そう。顔を見せたくないの。うじうじ」

　余計目立つと思うけどな、どう考えても。

　でも表情を見る限り、割と本気で眼鏡姿を見られるのが嫌いやみたいだ。たまにはいいと思うんだけど、女心ってそういうもんなのかな？

「大丈夫だよ。似合ってるよ」

「似合ってないよ！　目が腐ってんのか！　視力悪いならカズくんこそ今すぐ眼鏡掛けろ！　それともあたしへの愛で盲もう目もくになってるのか！　まったくこのデレデレ野郎が！」

「……いや、全然そんなことないけど……」

「全然とか言うなあたしに興味を持ちやがれ女装野郎！」

　自分でボケといて、酷ひどい……。

「ほらホッシー言ってやれ。『僕どころか世界があなたに興味ありません』と、今思ったことを言ってやれ」

　陽はる明あきがまた余計なことを言う。

「む。ハル今何て言った！」

「ホッシーもその他すべてもキリに興味がないと言った」

「なんだ遠回しな告白か」

「…………どこをどう聞けばそうなるよ？」

「そう思いたい願望ってことでしょ？『大人気の心ここ音ね様は、きっと世界中の誰からも注目を浴びる存在なのだろうな……ただ一人ひとり俺だけが心音に興味を持っていればいいのに』というツンデレ告白。仕方ないな。その愛に免じて後で使用済みのあぶらとり紙あげるよ。家宝にしたまえ」

「受け取った直後にライターで燃やすわ、よく燃えるし！　まったく……何という自己愛だ。キリにとってはふすまを開ける音さえ告白に聞こえるんだろ？」

「まあ間違いとは言い切れないよね。世界中に愛されているが故ゆえに、世界のすべての音は、あたしへの愛を表現してると言っても過言ではないし！　…………ああでもぉ、眼鏡を掛けているあたしは世界に愛されない……せいぜい日本中レベル……」

　十分だよ。

「うう……今日きよう、学校でカスミと会えるのに……こんな眼鏡姿を晒さらしてしまうなんて」

「え？」

　何やら聞き捨てならないことを言ったような……。

「カスミ……？　ってことは茂も木ぎさん、学校に来るの？」

　尋ねた僕に、心音は露ろ骨こつに「しまった」みたいな顔をして、口ごもる。視線をあさっての方向に向けて、苦笑いを浮かべてる。

「……あはは、まさかあたしがカスミに『サプライズだから黙だまっててねココちゃん』と口止めされたことを漏もらすなんてあるわけないよっ！　ええと……カスミっていうのは、そ、そう！　霞かすみの袂たもと──つまり仙人のことだね！」

　そんな単語生まれて初めて聞いたよ……。

「心ここ音ねって語ご彙いが豊富だね。……ところで仙人って、どんな仙人？」

「え、ええと……ヌンチャクで手のひらに置いたウズラの卵を割れる仙人」

　何その微び妙みように現実にいそうな仙人。

　……とりあえず僕は、いかにも驚いたような態度を取る準備をしないといけないらしい。

　いや……学校で茂も木ぎさんに会えるのうれしいけどね。
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　終業式が終わっても、まだ茂木さんは来る様子がなかった。

　放課後に来て、そのまま一いつ緒しよに遊ぶ感じになるのかな？

　そんなことを、通信簿の結果や明日あしたからの予定なんかで騒さわいでいるクラスメイトを尻しり目めに考えていると、名前を呼ばれた。

「カズキさん」

　呼ばれた方を見ると、悠ゆう里りさんが廊下から顔を覗のぞかせていた。

　僕と目が合うと、うれしそうに顔をほころばせる。ホームルームが終わって急いでやってきたのだろう、わずかに頰ほほが紅潮していた。

　……どうしたんだろう？

　そう思って立ち上がると、ポンとその肩に手を置かれた。

「……ん？　陽はる明あき、どうしたの？　あの、僕、悠里さんが呼んでるから行かないと……」

　僕の言葉を聞くと、陽明はにこやかにウンウンと頷うなずいた。

「ふんふん、なるほど呼称は『悠里さん』ね」

「……え？」

「いやさ……別にたまに話したりしてるの知ってたけどさ、なんつーの、臨界点っていうのがあるっつーの？」

「ああ……と、そのさ、悠里さんはその──」

「クラスの男子の総意を代表して言ってやろう」

　陽明は肩に置いた手の力を強くする。

「もげろ」

　残っていた左手で、股こ間かんのものを握り潰つぶす。

「ぎゃああああ」

　つ、潰つぶれる！

　僕が何をしたわけじゃないのに！

　でも、それでクラスメイトの冷たかった僕を見る視線が、和やわらいでいるのが分かった。

　……複雑だけどちょっと助かったかもしれない。というのも、以前の心ここ音ね告白事件のおかげで、僕にとってまだこの手の話題は、地雷原のごとく危険だったりする。マリアは、別次元の人だというのが認知されたので平気だけど、悠里さんは……やっぱりまずい。

　もしかして陽はる明あき、それも分かっててこんなことをしたのかな？　……いやないか陽明だし。ていうか加減してないし。本当に痛いし。酷ひどいし。

　股こ間かんを押さえながら、ひょこひょこと廊下に出る。

「だ、大丈夫ですか？」

　悠ゆう里りさんは心配そうに僕の顔と股間を交互に見つめる。

「た、たぶん……おそらく……きっと……大丈夫のはず……。ええと……僕の股間の心配はいいんだけど、何の用？」

　悠里さんは真っ赤になる。

「こ、股間の心配とか……変なこと言わないでください！」

　変なこと言ってないし！

「あ、あの……お話があるので、ちょっと来てもらっていいですか？」

「ん……。いいけど、ここじゃダメなの？」

「はい」

　かしこまった話か……。

「分かった。行くよ」

「ありがとうございます。それじゃあ付いてきてください」

　言って歩き出したので、痛みの引かない僕は、ひょこひょこと付いていく。悠里さんはすぐ僕の妙みような動きに気付いて、止める。

「ほ、本当に大丈夫ですか？」

　言って悠里さんは、少しかがんで下の方を見る。いや……見たところで何もできないと思うけど……。

　と、僕は気付く。

「ひ！」

　マリアがいた。

　たぶん、マリアもホームルームが終わってすぐに、２年３組の教室に来たのだろう。

　そんなマリアは股間を見ている悠里さんを見ている。マジマジと。

　それから僕を、ジト目で見る。

　……あれ？　これ、もしかしてまずい……？

「ち、違うよマリア。単に悠ゆう里りさんは心配してくれてるだけで……」

「何を妙みような言い訳をしている？　お前のことなどよく分かっている。大方彼女が教室に来たのを見て、それを嫉しつ妬とした臼うす井いに攻撃でもされたんだろう？」

　見てきたのように図星なので、僕はウンウン頷うなずく。

「それを分かった上で言う」

　マリアは言う。

「もげろ」

　何で!!




　マリアの冷たい視線から逃れながら、三階と屋上の間にある踊り場に僕らはやってきた。

　誰もいないことを確認して、悠里さんは頭をぺこりと下げる。

「本当に、ありがとうございました」

「ええと……？」

　何に対して感謝されたんだろう？

　僕の戸惑いをすぐに感知したのか、悠里さんはすぐに補足する。

「色いろ葉はとの仲を、何とかしてくれようとしたことですよ」

　ああ……それか。まあそうだよね。
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【王降ろしの国】は紙風船を象が踏ふみ潰つぶしたように、ペシャリと唐突に終わった。その感覚が訪れてすぐに、僕はベッドの上にパジャマ姿でいた。

　僕はすぐに日付を確認した。あれだけの時間、ゲームをしていたはずなのに、経過していたのは数時間だけだった。

　感慨にふける間もなく、僕はマリアに連絡した。どうしても〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の記憶がないことを、一刻も早く確認したかったのだ。

　いつもよりちょっと低い声で「何の用だ」と聞くマリアの声だけで、僕はマリアが何も憶えていないことが分かった。

　僕は安心して何も言えなくなった。マリアは早朝にいきなりわけの分からない無言電話を掛けた僕に怒っていた。それがいつも通りで僕は思わずうれしくて笑って、それにまたマリアが「何を私を怒らせて笑っている」と、怒った。

　そして、〝怠惰なる遊戯〟の記憶がないことを確認した僕が、次に思い浮かべたのは、悠里さんと色葉さんの二人ふたりだった。

　眠らず学校に行って、二人ふたりの姿を捜さがした。でも見つからなかった。二人とも学校を欠席していたのだ。

　──このままずっと、学校に来ないかもしれない。

　そんな危き惧ぐを抱いだいた僕は、教師に怪しまれながらも住所を聞いて、二人の家まで行った。

　二人の状態は酷ひどかった。

　悠ゆう里りさんはちょっとしたことで脈絡もなく号ごう泣きゆうした。色いろ葉はさんは拳こぶしで壁に穴を開け、時折奇声を上げた。

　それでもなんとか、僕は彼女たちが置かれている状況を確認した。

〝箱〟の存在そのものは忘れているが、自分が何をしたかは明確に記憶にある。僕がプレイヤーだった最後のゲームは、【追体験】していないから憶えていない。どうやらそういう状況のようだった。

　和解した記憶はなく、悠里さんは騙だましまくったあの二回目のゲーム、色葉さんは殺しまくったあの三回目のゲームの記憶までしかない。

　二人は僕を見るとさらに不安定になるようだった。僕を見れば、あのゲームのことをどうしても思い出してしまうだろうから、当然かもしれない。

　いっそのこと僕は離れた方がいいかもしれない、そうして自然に回復を待った方がいいかもしれない、そうとも考えた。

　でも、やっぱりそれはダメだ。

　だってあの事件のことを話せる相手は僕しかいない。確かに時間が経たてば、今よりは状態はよくなるだろう。でも、本当の意味で回復することはなくなってしまう。

　二人に、あれがしょうがないことだったと、分からせなければいけなかった。確かにあのゲームで二人は、醜ひどい側面を晒さらした。それが自分自身で許せないのも分かる。

　でも、少なくとも僕は二人を許すし、嫌ったりしない。

　それだけは真実だ。

　そうして僕は一週間、二人の家に通い詰めた。色葉さんの家族には追い出されそうになったこともあるけれど、他でもない色葉さんが止めてくれた。悠里さんの母親は、事情を知らないのに歓迎してくれた。

　ほとんど一方的にだけど、たくさん話をした。特に僕がプレイヤーだった最後のゲームについて何度も話した。

　僕は漠然と感じていた。

　二人の関係が修復したとき、二人にとって〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟を打ち破ったことになると。二人が、あの〝箱〟に負けなかったことになると。

　だから絶対に、二人に最後のゲームで見せてくれた、あの友情を取り戻して欲しかった。




　一週間ほど通い詰めたことで、二人ふたりがいい方向に向かったのかは僕は分からない。でも、二人は学校に来るようにはなった。

　色いろ葉はさんは学校では僕と挨あい拶さつ以外しようとしないけれど、悠ゆう里りさんとは休み時間によく話すようになった。

　二人はいまだに、自分たちが最後のゲームで和解したことを信じない。

　無理もない。最後のゲームの状況とは違い、二人の関係は一度完全に壊れてしまった。そこからの修復は難しい。

　でも、それでも僕は信じていた。

　二人はまた信頼し合えると。

　だって、お互いがお互いを好きだって、僕は知っているんだ。
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「……もう色葉さんと話した？」

　悠里さんはゆっくりと首を横に振って「まだです」と簡潔に言う。

「……そうだよね。そんな簡単じゃないよね」

　その言葉に悠里さんは、ただ微ほほ笑えんだ。

「音おと無なしさんが羨うらやましいな」

「……ゲームの記憶がないからね」

「それだけじゃないですよ」

　悠里さんは微笑んで言う。

「カズキさんに一番大切に想われていて、羨ましいです」

　そうして突然、悠里さんは涙をボロボロ流し始める。その涙は本当に突然で、悠里さん自身も自覚がなかったのか戸惑っている。ゲームが終わってから悠里さんは、蛇じや口ぐちが壊れてしまったように意味もなく涙を流すようになってしまった。調節して涙を流せた泣きのプロももう形無しだ。

　自動的な涙にすっかり慣れた僕は、もう動どう揺ようしない。

　悠里さんは微笑みを浮かべたまま、僕に言う。

「えへへ、また私泣いてるし……」

　でも、その表情に暗い部分はない。

「羨ましいなあ。音無さんがゲームの記憶がないのも、カズキさんに大切に想われていたおかげですよね。カズキさんが一生懸けん命めい音無さんを護まもったから、プレイヤーにならずに済んで、傷付くこともなかった」

「…………そうかもね」

　頑張ったかいは、だからあったんだろう。

「いいなあ」

　悠ゆう里りさんは呟つぶやいて、ハンカチで涙を拭ぬぐいながら、顔をほころばせる。

　その表情にすごく安心して、僕も微ほほ笑えむ。

「あ、笑ってる」

「ん？　……うん」

「涙を見たからですか？　ええと、涙、舐なめてもいいですよ？」

　……あれ？　何か妙みようなことを言い始めたよ？

「涙フェチなんですよね？」

「…………そんな話したっけ？」

「しました。涙を舐めることに性的興奮を抱いだくとかなんとか」

　絶対そこまで言ってない！　ってか何で性的興奮とか言い出してるのこの人！　ウブなキャラはやめたの!?

「涙フェチとか、結構ヘンタイさんですよね♥」

「な、何で悠里さんまで僕をからかい始めてるの！」

「え？　だって、カズキさん自分を弄もてあそんでくれる女性が好きなんですよね？　音おと無なしさんみたいな」

「酷ひどい誤解だよ！　迷惑してるんだよ！」

「自分が望んでいるわけじゃない態度を取っていないと興奮できないとは……真性……」

「な、何を言ってるの！　そういうキャラじゃないでしょ、悠里さんは！」

「む。分かってますけどっ！　からかえるように頑張らないといけないんでしょ！」

　何か逆ギレしてる！

「でも、カズキさんをいじめるの、楽しい……」

　何この悪い傾向！

「あはは。あ、そろそろ呼び出した用件を言いますね」

「え？　お礼をするのが用件じゃなかったの？」

　悠里さんはかわいらしく首を横に振る。

「お願いをしに来たんですよ」

「お願い？」

「はい。私はまだ不安定で、全然立ち直ってないので、しばらくは部屋に来てもらわないと困ります。夏休みに入って来なくなると困るので、事前にお願いしておこうと思いまして……」

「……ああ……うん、行くよ」

「もちろんあのゲームの話をするので、一人ひとりで来てくださいね。音無さんは連れてこられないですよね？」

「………………うん？」

　何か風向きがおかしい。

「あ、そうだ。昨日きのう、お母さんにカズキさんについて尋ねられたんですよ。『よく来るあの人は恋人なの？』って」

「…………どう答えたの？」

「照れくさそうに『えへへ』って笑っておきました」

「絶対誤解されるでしょ！」

「分かってますけど？」

「ええええええ！　何なのその『当たり前のことを言わないでください』と言わんばかりの返し!?」

　キャラ変わりすぎ……というか、あのゲームでの様を僕が知ってるからって、あけすけになってるのか……。

「…………悠ゆう里りさんって、結構図太いよね」

「えへへ、今更気付きました？　だから私、すぐに諦あきらめないですよ？　いくらカズキさんの気持ちが音おと無なしさんに向いていたとしても」

「……あのさ、僕、悠里さんに結構騙だまされてきたんだよ？　もう簡単に騙されてあげられないよ」

「あはは、自業自得もいいところですね。でもね、私の計算高いところを知られているなら、それはそれでやり方はあります。つまり、私の全部の行動が、一生懸けん命めい気を惹ひこうとしているように見えるってことですよね？」

　悠里さんは僕の手に、そっと触れる。

　女の子の手の感触に、強制的に心臓が飛び跳はねる。

「私の思惑を知っていてもドキドキしますよね？」

　悔くやしいけど、その通りだ。

「こうやって振り向かせようと、頑張ります」

　そして耳元に口を近づけ、ささやく。

「それが必死でかわいいなって、思わせてやります」

　僕は悠里さんの思惑通りに顔を赤くする。うう……なんて僕は簡単なんだ。

　でも、苦笑して思う。

　この調子なら悠里さんは大丈夫そうだ。

　悠里さんは僕から離れて、照れくさそうに一人ひとりで階段を下りる。

「そういえば色いろ葉はね、最近、あの人と仲良さそうですよ。色葉がずっと好きだったあの人と」

　階段を下りながら、そんなことを言う。

「……え？　色葉さん余裕がないだろうにどうして？」

「だからですよ。ほら、弱ってるから今までなかった隙すきがあるんですよ。それがかわいいんですよ」

　そういや神かみ内うちくんも、自己完結している女はかわいくないとか言っていたな。

　悠ゆう里りさんは階段を下り終えて、振り返る。

「あの、冗談めかして言いましたけど、本当に部屋に来てくださいね。待ってますから」

「うん、正直ちょっと怖くなったけど、ちゃんと行くよ。だって、心配なのは本当だし」

「えへへ……。あ、いつでも連絡してくれれば予定開けますけど、でも今日きようだけは大事な用事があるから無理です。ごめんなさい」

「ふうん。何の用事？」

　悠里さんは微ほほ笑えんだまま、背を向ける。

「さっき、色いろ葉はとまだ話していないって言いましたよね？」

「うん」

「それは本当ですけど、実はメールはしたんです。カズキさんと会う少し前に」

　僕は驚く。

　それって、つまり──

　悠里さんは振り返って、言う。

「今日は、これから大事な人とお出かけする約束があるんです」

　僕の期待通りの言葉を、屈託のない笑え顔がおで。

　ああ……確かにまだ話してないのは本当だね。
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　にやついている口元を手で覆い隠しながら、教室に戻ると人だかりができていた。

　目を輝かせていたり、潤うるませていたりしているが、でもみんな表情は笑顔だ。

　何だろうこれ？　と思ったのは少しの間だけ。

　──あ、そうか。

　僕はすぐにその中心にいるのが誰かか分かった。

　……まったく心ここ音ねが余計なことを言わなけりゃ素直に感激できたのに……。

　心の中で毒づいて、人だかりの中に入っていく。見慣れない金属のフレームとタイヤチューブが見える。そして──

「────」

　前言撤回。

　事前に聞いていてよかった。

　だって、何も聞かずに彼女を見たら、僕は泣いてしまったかもしれない。

「茂も木ぎさん……」

　制服を着た茂木さんが教室にいる。

　普段から病院で会っていたのに、それだけで、言葉が震えてしまう。

「星ほし野のくん」

　茂木さんが僕に気付いて、笑いかける。

「もう、退院したの？」

「まさか。外出許可をもらっただけだよ。まだ私、一人ひとりで日常生活できないもん。学校に連絡して放課後来る許可をもらって、お母さんに教室まで連れてきてもらったの。私、一人じゃ何にもできないからね」

　自じ虐ぎやく的な言い方にならないよう、笑え顔がおでそんなことを言う。

「でも、迷惑掛けてでも学校で逢いたかったから」

　それを聞いた心ここ音ねがにんまり笑って「誰に～？」と聞くと、茂木さんは焦あせって「み、みんなに！」と声を上げる。

　それだけで、周りにいる人たちが笑い声を上げる。

「なんだよ～久々なのに、みんなからかって。……あ、星野くん、もっと近くで話そうよ」

「からかうななんて言いつつ、カスミは好意隠すつもりないよね」

「う、うっさいのココちゃんは！」

　僕は言われた通りに茂木さんに近づく。何か言わないと、そう思って口を開く。

「……カッコイイね」

「え？」

「車イス」

「このタイミングで車イスについての感想かよ！　見た目ならもっと言うべきところがあるでしょ！」

　茂木さんにツッコまれた……。

　見た目か……。言われて、茂木さんをマジマジと見つめる。茂木さんはそんな風に見られるのが気き恥はずかしいのか少し頰ほほを赤くする。

　そういえば肉付きが、だいぶ戻ったように見えるなあ。

「ちゃんと太ったね」

「…………言いたいことは分かるけど、女の子にその言葉はうれしくないよ、星野くん」

　周りでまた笑い声。

「え、ええと、じゃあどういうことを言えば……」

「それ私に尋ねちゃうんだ……。いいけどさあ……ええと、ほら、私が着てる服について触れるとかどうかな？」

「あ、うん。ちゃんと気付いてたよ」

「そうじゃなくて、久々に見てどうって聞いてるんだよ……」

　制服はどうやら新調したらしく真新しかった。以前よりもスカートの丈がだいぶ長い気がする。たぶん、車イスに座っているから丈が短いと……その……見えちゃうのだろう。

　でも、なんて言おう？　パンツが見えないように注意してるねー、なんて言えないし。

　そうだな、無難にかわそう。

「かわいいよ」

「……え？」

　茂も木ぎさんが目を丸くする。……あれ？　予想と違う反応なんだけど。一応、もう一度言ってみよう。

「制服姿かわいいよ」

　茂木さんが耳まで真っ赤になる。

　それどころか僕を正視できないらしく、顔をうつむかせて、僕をポカポカ殴なぐる。

　あれえ……？　マリアだったら「それがどうした？」って流すだろうし、心ここ音ねは「当たり前じゃん！」って（Ｅカップの）胸を張るだろうし、姉のルーちゃんは自分で尋ねたくせに聞いてないパターンだと思うんだけど、何だろう茂木さんのこの反応？　新しいパターンだ。

　ポンと、僕の肩に、陽はる明あきが手を置く。

「そうか、それがお前の手段か」

「へ？」

「聞きました奥さん方！　恥はずかしげもなくこんなキザなことを言ってしまうのが、この男の手段なのですわ！　麻ま理り亜あ嬢を始めとする女性は、この手段でこの天然女たらしに堕おとされたのですわ！」

　何だよその口調。

　でも、どういうわけか、陽明の演説に深く頷うなずき、冷たい視線を殺意を込めて僕に送るクラスメイト男子。何なの怖いよ！

「女殺し星ほし野の一かず輝きには極刑が必要だ！　よし、キリが三日間履き続けた靴下を口の中に突っ込む刑を与えよう！　まさに極刑」

「どこが極刑だ！」心音が反論。「むしろご褒ほう美びの間違いでしょ！」

「俺は死者が出るって聞いたぜ。心音が三日間履いた靴下には、トリココネエチレンという毒性物質が発生してるとの学説も」

「あ、あり得ない。あたしの靴下でアフリカの子供を救えるワクチンが作れると、ＮＰＯに協力を要請されているというのに」

　もう何を言ってるんだろうこの人たち。

　でも、思わず口元が緩ゆるんでしまう。

　茂木さんが車イスの上にいるのに、茂木さんが教室にいた頃とまったく変わっていない。茂木さんは変わらず人気者で、心ここ音ねと陽はる明あきはアホだ。

　まるで昔に戻ったみたいだ。

「…………」

　──昔に戻ったみたい？

　僕は思わず教室を見渡す。

　昔に戻る？　何でそんなことが起こり得るんだ？

　そんなことあるはずないのに。

　大おお嶺みね醍だい哉やがいないこの教室で、そんなことあるはずないのに。

　心音を見る。心音は楽しそうに笑ってる。

　僕は気付く。

　そうだ。

　ここには──マリアもいない。

「……ん？　どうかしたの、星ほし野のくん？」

　……何だろう、この胸の焦しよう燥そう感は。

　醍哉はともかく、マリアはただこの場にいないだけだ。昔を懐なつかしんでいる中に入っても居い心ごこ地ちが悪いだろうから教室にでも戻ったか、先に帰りでもしただけだ。

　それだけの話だ。そのはずだ。

　なのに、それが分かっていても、焦燥感は消えない。それどころか悪化する。まるで心臓を直接握られたかのように、胸が圧迫されている。

「…………茂も木ぎさん」

「ん？」

「ごめん、ちょっと一旦、席外すね」

「え？」

　茂木さんは目を丸くする。

「なんだホッシー、ウンコか？」

「違うよ。どうしても、マリアに──」

　──マリアに会わなきゃいけない気がして。

　でも、その言葉は最後まで言えなかった。

　茂木さんを見てしまったから。

　茂木さんのずっと機き嫌げんがよさそうだった表情が、違うものに変わってしまったのを見てしまったから。

「……茂木さん、ごめん」

「…………え？　どうして謝るの？　ええと……どっかに行ったりしないよね？」

「ごめん」

「…………えーと……その、私、もうすぐ病院に戻るから、時間は取らせないよ？　それまでは一いつ緒しよにいよう？　ね？」

「……間に合いそうなら戻るから」

　望まない言葉を言う僕に、茂も木ぎさんは目に涙を浮かべる。

「どうして？」

　震えた声で訴える。

「一緒にいようよ？　音おと無なしさんとはいつでも会えるでしょ？　わざわざこうやって逢いに来た私を、見送ってさえくれないの？」

　茂木さんの泣き出しそうな口調と表情に、引け目を感じないわけがない。

　マリアはただこの場にいないだけだ。マリアの元に駆かけつけたい衝動を抑おさえるだけでいい。むやみに茂木さんを傷付ける必要はない。

　だからここに、居てあげればいいじゃないか？

「────」

　でも、僕は決めたのだ。

　何よりも、誰よりも、マリアを護まもりたいって。

　だから──

「ごめん！」

　僕は、教室を飛び出した。

　呼び止める声に、僕は振り返らない。
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　マリアのケータイは繫つながらなかった。

　マリアは校則を無視してバイクで学校に通っていて、いつも学校近くに止めている。けれどいつも止めてある場所に、すでにバイクはなかった。

　何もなければ、いつも僕の帰りを待っててくれているのに。

　バイクがないことを確認した僕は、走って駅まで行き、電車に乗った。

　これ以上急げないもどかしさの中で、僕はこの不安の正体が分かる。

　僕はマリアを騙だましている。〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟のことを黙だまっていて、神かみ内うち昂こう大だいなんて知らないとうそぶいている。

　そして、〝Ｏ〟が僕に興味を失ったかもしれないことを、黙っている。

　だから、意識はしていなくても、いつも思っているんだ。




　マリアが、今すぐにでも、僕の前から消えるんじゃないかって。




　その不安が抑おさえきれなくなってしまったのは、たぶん茂も木ぎさんの制服姿を見たせいだろう。

　茂木さんが教室にいた頃、マリアはそこにはいなかった。僕の日常にはいなかった。それだけじゃない。僕が神かみ内うち昂こう大だいの〝箱〟を糧かてに変化したように、マリアは茂木霞かすみの〝箱〟を糧に変化している。

　茂木さんとマリアは、切り離せない存在なのだ。

　だから何の根拠もないけれど、こう考えてしまう。

　茂木さんが教室に帰ってこられたとき、マリアはもういないんじゃないか？

「…………」

　そして、醍だい哉やと心ここ音ねのことを考える。

　醍哉はいなくなってしまった。それなのに、心音はあまりにも醍哉のことを気にしない。心音にとって醍哉は小さい存在じゃないはずなのに、勝手に消えたことを怒る程度で、そこまで気にするそぶりがない。

　どうしてだ？

　例えばこういう仮定を立ててみる。

　──心音は、いつか醍哉が消えることを、予感していたんじゃないか？

　もちろんこんな形で消えるとは思っていなかっただろう。〝箱〟のことも知らないはずだ。

　でも、自分から離れることだけは知っていたんじゃないか？

　醍哉の目的を知っていたんじゃないか？

　だから、すぐに戻ってくることを諦あきらめてしまった。

　醍哉が自分の前から消える心の準備をすでにしていたから。

　二人ふたりの間に何があったのかは知らない。だから醍哉が消えたことを、受け入れているように見える心音を、冷たいと思うのは間違っている。

　でも、僕は心音とは違う。マリアの目的を知っていても、いずれ僕の前から消えようとしていることを知っていても、諦めたりしない。

　絶対に、マリアが自分から離れることを許さない。




　マリアのマンションの前に着く。

　入ろうとしてすぐに、部屋主がいないとドアさえ開かないマンションだったことを思い出す。このままじゃ僕はエレベーターにさえたどり着けない。

　どうしよう？

　焦あせってその場でうろうろする。何とかまだ残っていたまともな思考が働いて、僕はケータイをまた取り出す。

　そらで押せる電話番号を入力して、電話を掛ける。コール音が鳴る。音の回数と同じだけ、僕は『出てくれ』と祈る。

　そして──

『どうした？』

　マリアの声。

「────」

　ああ──

　さっき聞いたばかりの声なのに、いつも通りの素っ気ない口調なのに、返事をすることさえできない。

『おい？　何だ？　非通知でもないのに無言電話か？』

「ち、がうよ」

　ようやく口を開ける。

「今、マリアのマンションの前にいるんだけど、開けてくれないかな？」

『何？　構わないが……どうして事前に連絡──ああ、したのか。すまん、バイクの運転中で気付かなかったみたいだ』

「いいよ。とにかくそっちに行くから、扉を開けて」

『ああ』

　通話が切れ、ドアが開く。

　エレベーターに向かう足が、勝手に小走りになる。エレベーターを待っている間も、乗っている間も、心が落ち着かない。

　四階に着くと、大して距離もないのに『４０３』号室の前に走り出してしまう。

　チャイムを鳴らし、鍵かぎを開ける音がする。

　ドアの隙すき間まから覗のぞくマリアの顔。

　それだけでどうにかなりそうだった。

　ドアが開ききる前に、マリアに飛びかかるように、部屋の中に入り込む。

「……どうしたんだ、一かず輝き？」

　僕の奇行に目を丸くして、マリアは言う。

「マリア……どうして何も言わずに先に帰ったの？」

「……茂も木ぎが苦手だから、先に帰っただけに決まっているだろう。何をそんな血相を変えている？　お前こそこんなに早くどうした？　茂木とまだ話さなくてよかったのか？」

「うん、いいよ」

　僕は言う。

「僕はマリアが、一番大切なんだから」

　マリアはさらに目を見開いて──

　だけど、すぐにその目を細める。

「そうか」

　そして、僕の頭を優しく撫なでる。

「まったく……お前、しばらく前から変だぞ」

　マリアは、僕の変化に少しだけ気付いている。

「気のせいだよ」

　だからごまかす。

　頭を撫でるマリアにお返しとばかりに、僕はその長い髪に指を這はわせる。

　照れくさそうに浮かべた微ほほ笑えみは、それでもどこか寂しそうに思えて、それがやっぱり僕は悔くやしい。







あとがき（本編について触れておりますので、本文未読の方はご注意ください）




　こんにちは、御み影かげ瑛えい路じです。

『はこマリっ！』（割合気に入った）四巻目、〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の解決編です。

　同じ〝箱〟の話でも、表記が『３上』『３下』でないのは、読んでもらえれば何となく分かってもらえるんじゃないかなあ、と勝手に思っていますが、どうだったでしょうか？

　ああ、それから謝罪を。三巻のあとがきで、「春には出るはず」なんて書いておきながら、六月発売になりました。すみません本当に……。精進します。




　さて、それでは少しだけ本文について触れたいと思います。

　四巻を書いていて、作者として少し驚くことがありました。

　それは、最後のゲームでの【役職】が、それぞれのキャラクターのイメージに、最もぴったりなものになったことです。

　実はこれは意図的ではありませんでした。【役職】はうまくドラマを作るために振り分けたので、イメージに合っているかどうかは二の次だったからです。

　でも、実際にはそうなりました。

　おそらく偶然ではないのだと思います。突き詰めて物語を考え続けた結果として、構想段階では見えていなかった部分が、見えるようになったのだと思います。

　その上っ面つらの理解を超えて物語が作れる感覚は、気持ちがいいことです。




　それでは謝辞です。

　イラストの鉄てつ雄おさん。今回もありがとうございます。毎回言っているのでいい加減社交辞令に見えてしまうかもしれませんが、僕の作品にマッチして、かつ魅力な絵柄を描くのは本当に大変だろうと思っています。

　新担当の三み木きさん。鋭い指摘含め、助力ありがとうございます。話の作り方に癖があり、やりにくい作家であるとは思いますが、今後ともよろしくお願いします。




　さて、今後の刊行の予定ですが、五巻はいつもよりも期間が空いてしまうかもしれません。その代わりと言っては何ですが、夏頃にとある企画に参加しますので、もしよろしければお手にとって見てください。諸事情により『御影瑛路』の名前はないですが、このシリーズを読んでくださっている読者のみなさんなら、本を見れば分かるはずです。

　それではまた！





御影瑛路
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御み影かげ瑛えい路じ

埼玉県在住。執筆中にガムを噛みます。下手すぎて、たまに舌も一緒に噛みます。
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イラスト／鉄てつ雄お

毎回ここに何を書くかで死ぬ程悩みます。

いい案があったらご連絡ください。

しかしメールを打つのも超苦手で人生[image: かおもじ]
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空うつろの箱はこと零ゼロのマリア4
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